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　　序　章　　　悪夢の胎動




　幅広いフレージングを可能にするソプラノの美声が、時に高く、時に低く、広大な劇場内に優しく広がっていく。

　芳ほう原ばら健けん二じは、薄暗い観客席に腰こし掛かけ、息を詰つめて舞ぶ台たいを見つめていた。

　十七世紀スコットランド風の衣装に身を包む舞台役者たちは、散文調の叙じよ唱しようを歌いながら、ステージを縦じゆう横おう無む尽じんに歩き回っている。

　時とき折おり電光掲示板がパッと閃ひらめき、横に彼らが歌っている言葉を字幕として表示。舞台の緊張は、そのまま観客席のそれと重なって、張り詰めた緊張の糸までが見えるようだった。

　健二が観劇しているオペラは、ドニゼッティの『ランメルモールのルチア』だった。

　アシュトン家のルチアとレーベンスウッド家のエドガルドは愛し合い、いがみ合う両家の架かけ橋になろうとしていたが、レーベンスウッド家に憎悪を募らせるルチアの兄は、偽の別れ話をしたためた手紙をルチアに渡し彼らの関係を引き裂き、妹に政略結婚の道具として金持ち貴族と結婚することを了解させてしまう。

　だがなにも知らないままいきなりルチア結婚の報を受けたエドガルドは怒り狂って結婚式場に現れ、彼女を激しくなじる。

　精神的に窮きゆうしたルチアは発狂。

　新郎を刺し殺し、その末に自らも死を選ぶ。真相を知ったエドガルドもその後を追い、自死していく……。

　古典オペラと言えばモーツァルトだと断言して憚はばからない健二だったが、ドニゼッティ──ことに『ランメルモールのルチア』だけは別べつ枠わくだった。

　何度観劇したかわからなかったし、筋も完全に頭の中に入っていたが、事実こうして何度も劇場に足を向けている。

　思えば、世代を超えて語り継がれるオペラには悲劇が多いように思う。

　盤ばん石じやくに見えた愛が、嫉妬や猜さい疑ぎ心しんなどの小さな綻ほころびから破滅していく……。

　健二は、マナーが悪いと知りつつも、横や背後の観客席をぐるりと見渡し、悲しい気持ちになった。

　一八〇〇席からなる新国立劇場の客入りが三割を切っている。だが一方で、むべなるかなという思いもあった。十年前のガストレア大戦で有能な人材の数々を永遠に喪失してしまったのは、映画産業だけに限った話ではないということだ。

　ふと隣となりの席に誰だれかが音もなく座る気配があった。甘い匂いが鼻び孔こうに飛び込んでくる。

　健二は声に出さずに驚いた。中学生くらいか、顔が隠れるくらいの麦わら帽子を被かぶっており、薄い胸板の上を紗しや幕まくめいたさらに薄いワンピースで覆おおっている。なにより目立つのは、彼女が手に持っているピンク色のクマのぬいぐるみだった。

　席など他にいくらでも空いていように、どうして自分の隣となりになど座るのだろう。

　その時、叩たたき付けるような重低音と共にオーケストラの伴奏が耳に飛び込んできた。おどろおどろしい伴奏に付き従って、ルチアが『狂乱の場』のアリアを歌い出すところだった。

　いつの間にか舞ぶ台たいは転換して第三幕となっていた。

　発狂して新郎を刺し殺した血まみれのルチアが、没ぼつ我がの表情で舞台の下しも手て側から結婚披ひ露ろう宴えんに現れて、恐ろしさと狂気に満ちあふれたアリアを歌い始める。手には血染めのナイフを持ったまま……。

　突とつ如じよ健二の胸に衝しよう撃げきが走り、激痛が全身を貫く。

　胃の奥から気持ち悪い塊かたまりがこみ上げてきたと思った途端、激しく吐血する。

　胸元を見ると、信じがたいことに自分の胸にナイフが突き立っていた。

　なにが起こっているのかわからなかった。

　ゆるゆると首を向けると、ナイフを握っているのはさきほど隣に座った麦わら帽子の少女だった。ぬいぐるみの中に凶器が仕込んであったらしく、横に寝かせたナイフは鮮あざやかな手つきで健二の肋ろつ骨こつの間に滑り入れられ、心臓を貫き破は壊かいしていた。

「な…………な……」

　──なぜ？

　そう問おうとしたとき、出し抜けに健二の口元が塞ふさがれ、少女の顔が近づいてきた。

　少女は口元に人差し指をあてがって「シー」と言った。観劇中にマナー違反をとがめているような若じやつ干かん険を含んだ可愛かわいらしい表情で。

　意識が遠のいていく。健二は呻うめき声すら出すことを許されないまま、うなだれ、静かに絶命した。







　少女は視線を正面のオペラに据えたまま傍かたわらの男性の腕を取って、完全に脈が途切れたのを確認すると立ち上がった。

　舞台は第三幕の終しゆう盤ばんに差し掛かっていた。背中に荘そう厳ごんなオーケストラの調しらべを聞きながら、オペラ座を去った。

　空調の効いた劇場を出た瞬間、目を射る強い日差しと、むっとする熱気が少女を出迎えた。熱せられたアスファルトは陽かげ炎ろうでゆらゆらと揺れている。

　少女は歩きながら携帯電話を操作して、所定の番号にかける。

「こちら『ハミングバード』。任務完了したわ『ネスト』、次の指示を待つ」







　高たか村むら莢さやにとって朝の仕事とは、就寝中の夫と息子を起こすところから始まった。

　キィキィと軋きしみを上げるオーク材の階段を上がって隣となり合っている子供と夫の部屋に順番に入っていく。

　相手も年期の入った寝ね坊ぼ助すけなので、一度や二度揺すっただけでは起きないが、起こすにはコツがあって、布団を剥はいでドアを開け放しておく。一いつ旦たん放っておいて朝食を作っていると、夫も息子も匂いに引かれてゾンビのようにむっくり起きてくるという寸法だった。

　二人とも顔立ちは似ていなかったが、このあたりの習性を見ていると、妙に親子なのだなと納得するところがあった。

　スライスチーズをちぎってチーズオムレツを作り、昨日残ったキーマカレーをパンに載のせてトーストする。

　もそもそと朝食をかきこむ二人を見て、父親の弁当には鮭おにぎりを持たせて送り出し、息子は迎えにきた幼稚園のバスに乗せて見送りをする。

　ここからが本当に戦いだった。

　エプロンを背中できゅっと結んで気合いを入れると、天気予報を確認してから、溜たまった汚れ物を洗濯機に放り込んで、洗濯開始のボタンを押し、ゴム手袋を嵌はめる。

　日頃敬けい遠えんしがちな風呂場のタイル目め地じに入り込んだカビの除去と、便座周りの掃除を今日こそはしようと決めていた。

　事前に難工事だと思っていたカビ除去は、気温が高いと汚れが浮きやすい特性からか、意外なほど捗はかどった。

　カビの除去剤を吹き付けて力を入れて目地を擦こすっている間も、無上の喜びを感じている自分に気付いていた。

　当たり前に夫と息子の面倒を見て、当たり前に家事をしている。

　十年前は望むべくもないと思っていた幸せの形が、自分にはあった。

　洗濯終了音が聞こえてきて風呂場から立ち上がると、洗濯物を両手に、足でサッシ戸を開けて縁えん側がわに出る。

　形容しがたい良い色をした青空に、音もなく流れる綿わた雲ぐも。太陽がキラキラと輝いていた。

　その時、屋内からかすかなチャイム音が聞こえてきて、莢は慌てて洗せん濯たく籠かごを置くと、取る物もとりあえず玄関に走りながら、エプロンで手を拭ぬぐった。

「はーい！」

　玄関扉を開けると、莢はぎょっとして立ちすくんだ。

　そこにはぬっと威圧感のある男が佇たたずんでいた。身長は百九十センチを超え、夏なのに丈たけの長いコートを着込んで、丸いサングラスの口元には短く整えられたヒゲが生えている。

　明らかに堅かた気ぎには見えなかった。

「あの……」

「高たか村むら莢さやだな？」

　抑よく揚ようのない声でそう言って、無数の紙片が莢の方に投げつけられ、地面に落ちた。

　咄とつ嗟さに防御姿勢になるが、よく見るとそれはプリントアウトされた数十枚にも及ぶ写真だった。

　写っているのはすべて莢だった。隠し撮どりされたものだと気付く。

「────ッ！」

　写真がなにを意味するか理解した瞬しゆん間かん、莢はエプロンポケットに突っ込んでいたグロック拳けん銃じゆうを抜く。

　だが次の瞬間、発はつ砲ぽう音おんと共に莢の体は背後の壁に激しく叩たたき付けられていた。

「ぐ……」

　いつの間にか男の手には散弾銃が握られており、銃口からは熱せられた白い煙が上がっている。隠し持てるように銃身バレルと銃床ストツクを切り落としてコンパクト化したものだ。

　莢は自分の腹に手を当てる。対人用散弾は、容よう赦しやなく莢の腹を引き裂き致命傷を与えていた。

　莢はグロック拳銃を取り落とし、顔を上げる。

「あなたは……一体？」

　返答は、莢の眉み間けんに据えられたショットガンの銃口だった。







　男はショットガンの引き金を引き、二度目の銃撃を加えた。

　壁にかすれた血の跡を引きながら崩れ落ちる莢の体を最後まで見ることもなく、散弾銃をコートの中に隠すと、男は足早に家を出る。

　玄関の門を出たところで隣りん家かの人間が発砲音を聞きつけてぞろぞろと顔を出し始めた。

　安全なところまで離れたのを確認しながら、男は携帯電話を操作する。

「こちら『ソードテール』。『ネスト』へ、任務完了、次の指示を待つ」







「それでぇ、昨日の合コンなんだけどさ、男連中が土ど壇たん場ばで割り勘とか言い出してぇ。十も年上のくせに、マジあり得ないんだけど」

　ギャハハ、キャハハとお追つい従しようの笑いが起こり、開け放した教室の窓から学校中に下げ卑びた笑いが轟とどろき渡っていた。

　ひどい香水のにおいがする。明らかに分量を間違えているのがわかった。過ぎたるはなお及ばざるがごとしという言葉を作った人間の意図がわかった気がする。

　面倒くさいことになったなと、巳み継つぎ悠ゆう河がは頭の片かた隅すみで思考したが、すぐに首を振って自分の席に近づく。

「あのさ」

「あん？」

　振り返ったのは、クラスで一番柄がらの悪い女子だった。額ぬか狩がり高こう校こう二年の夏服に袖そでこそ通しているものの着崩しており、教師には地毛で通している髪は薄く金髪がかっている。休み時間になる度にピアスを耳につけては、予よ鈴れいが鳴ると、わざわざ取り外して教師の前では取り澄すましている、大変ご苦労な不良だった。

　名前はたしか神か室むろ良よし子こ、気に入らない同級生女子を取り巻きで囲んでトイレに連れ込んで『せーさい制裁』を繰り返している札ふだ付つきなのに名前が良子というのは、滑こつ稽けいですらある。

「そこ、僕の席なんですけど」

「だから？」

　良子は、悠ゆう河がの机の上に大きい尻を乗せて、足をぷらぷらさせながら問い返す。

「どいてくれませんか？　教科書が取れなくて邪魔なんだ」

　その言葉に、教室の空気が凍った。彼女の取り巻きの男女各々が、敵意を剥むき出しにした瞳ひとみでこちらを見る。

　良子も黙って悠河を睨にらんでいたが、不意に尻を半分だけどけて、それ以上なにもしなかった。どうやらこれが、彼女にとっての最大限の譲じよう歩ほらしい。

　悠河は難なん儀ぎしながら移動教室用の教科書類一式を取り出す。自分の席なのにお礼を言うのもおかしいと思って黙って立ち去る。

「まずいよ巳み継つぎくん」

　友人の黒くろ松まつ伸しん吾ごの席まで行くと、彼は泡を食った様子で手を振り回しながら悠河を迎える。

「どうかしたの？」

「どうかしたのって……」

　黒松は一いつ瞬しゆんポカンとした表情をしたあと、処しよ置ち無なしとばかりに諦あきらめの吐息をつく。

「巳継くん、君が転入してから三ヶ月も経たったし、僕たちは友達だよね？　だから言わせてもらうけど、もう少し学校に馴な染じむ努力をしようよ。君が星せい辰しん高こう校こうでどんな生活を送ってたのか、僕にはまったく想像できないよ」

「………………」

　では、どうすればあの場では正解だったのか。

　一応、まともな学生を装うためにそれなりの努力をしてきたつもりだったが、どうにも悠河の行動は、ハタからは異常に映るらしい。

　もしこの善意の友人に、自分がいたとされる星辰高校は名義上在ざい籍せきしただけで、本当は一日すら通ったことのない偽の記録だと打ち明けたとしても、なんら事態は進展しない。

　そして自分がこの高校に転入した三ヶ月間も、今日この日の任務のためにあるのだ。

「巳継くん、怒らないで聞いてほしいんだけど、君は時々遠い感じがするよ。別の惑星からやってきて僕たちの中で生活してる宇宙人みたいだ……」

「鋭するどいね」

「え？」

　目を丸くした級友に朗らかに笑ってみせる。

「冗談だよ」

　悠ゆう河がの携帯電話が鳴った。

　来たか。

　悠河は生物の教科書一式を黒くろ松まつの胸に押しつける。

「黒松くん、悪いんだけど移動教室、先に行っててくれないかな？」

「え？　わ、わかったけど……」

　黒松の返答を聞くか聞かないかの内に、悠河は踵きびすを返して教室を出ると、居並ぶ教室を突っ切って、ひとけのない職員用のトイレの中にまで走って、ハンズフリーの無線ヘッドセットを耳から掛けながらスマートフォンを叩たたいた。

「はい、こちら『ダークストーカー』」

『まずいことになった。ターゲットが予定の新幹線の一本前のものに乗ったという連絡が入った』

　悠河は軽く眉び宇うを動かし、腕時計を見る。

「何分前の話ですか？」

『二十五分前だ。電車がそちらを通過するまで残り五分しかない。いますぐ所定のポイントにつけ』

　言われるまでもなかった。

　悠河はトイレの個室を飛び出すと、教員準備室の脇にある階段を駆かけ上る。階段の手すりに手をかけながら踊おどり場ばでクイックターン。瞬またたく間に屋上階の封ふう鎖さされた扉の前まで行くと、事前に入手していた屋上扉の合い鍵を差し込んで鉄てつ扉ぴを開け放つ。

　転入届の特記事項に『生まれつき体が弱い』と書かれているはずの悠河は、ここまでの五〇メートル近い疾走でも息一つ上がっていなかった。

　ちょうど予よ鈴れいが鳴り、階下の生徒が慌ただしく走る音が聞こえる。

　蝶ちよう番つがいの軋む音と共に扉が開き、まぶしい光と抜けるような青空が視界に飛び込んでくる。

　悠河は扉を出て給水タンクの裏まで回ると、落下防ぼう止し柵さくと給水タンクの狭い隙すき間まにしまい込まれていた細長いアタッシュケースを引っ張り出し、こちらにも鍵を差し込んで封を解く。

　ガンオイルの芳ほう香こうと共に現れたのは、一いつ挺ちようのライフルだった。

　ＡＭＰテクニカル・サービス社製、ＤＳＲ　Ｎｏ．１ナンバーワンスナイパーライフル。

　薬やつ莢きようを撃げき発はつさせる銃の心臓部を通常の銃より後ろに持ってくることで命中率を保持したまま全長を短縮した、ブルパップ型ボルトアクション狙そ撃げき銃じゆうである。

　三三八口こう径けいＬＭラプアマグナム弾を使用し、銃身先端についた消炎器フラツシユハイダーの代わりに消音器サイレンサーを取り付けた減音・減光モデル。従来の狙そ撃げき銃じゆうの固定観念に囚とらわれない機能美の塊かたまりである。

　授業が始まったのか、階下の音楽室から腹の底にズンと来るほどの重低音が鳴って、勇壮な音楽が演奏され始める。ベートーヴェンの交響曲第九番『歓かん喜きの歌』である。

　時刻を確認。残り二分。

　悠ゆう河がは水みず際ぎわ立だった動きで伏ふせ撃うちの姿勢を取ると、銃口を校舎の向こう、山がちな地形の中を整然と通り抜けてくる新幹線線路に向ける。

　光学スコープのフリップアップカバーを開け、悠河はバレルジャケットの上部に畳たたまれている二脚架バイポツドを展開。線路に銃口を向けたままショルダー・ストック下部に収納された単脚架モノポツドを地面に伸ばして三点で固定、より銃を安定させる。

　前面についたマガジンホルダーから箱形弾倉マガジンを機関部下部にたたき込むと、把手ボルト・ハンドルを操作して初弾を機関部に送る。

　覗のぞき込んだスコープには、風速や射撃角度など様々な情報が表示されていた。

　スコープはカールツァイス社製の二〇三一年最新モデルで、覗くだけで様々な弾道学的な情報を視界に表示できるバリスティック・カリキュレーター機能が搭とう載さいされている。

　目標までの距離は一二〇〇メートル。零ゼ点ロ規イ正ンは手はず通り済ませてある。

『残り三〇秒。来るぞ！』

　電話の声には拭ぬぐいがたい焦りがあったが、逆に悠河の心は凪ないだ湖面の如ごとく静まりかえっていた。

　周囲の雑音がだんだんと小さくなっていき、自分の心音だけが大きく聞こえる。

　何度も息を調ととのえて、引き金トリガーに指を掛け、遊びを取る。




　──そして義眼の力を解放させた。




　悠河の両眼に幾何学的な模様が現れ、黒目内部に仕込まれたＣＰＵが起動し、黒目内部が回転。

　思考回数が何百倍にも増幅オーバークロツクされて、その反動で周囲の時間の流れがスローモーションになって視界に映じる。

　ベートーヴェン交響曲はわけのわからない低い音の塊になり、太陽光が二段階ほど明度を落とす。

　森しん羅ら万ばん象しようのあらゆる物体の流れが鈍どん化かし、視界の片隅で空を飛ぶトンビですら止まっているのではないかと思うほど低速で遊ゆう弋よくしている。

　視界右端からのろのろとした新幹線が到来を告げる。

　本来ならばあっという間に通り過ぎてしまう新幹線も、いまならば乗客一人一人の歯並びさえ鮮明に見える。

　事前の情報ではターゲットは前から二十五番目の窓際指定席ということだったが、電車が一本ずれた以上、当然席も変わっているはずだ。

　──見つけた。
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　前から十二番目の窓側に、苛いら立だった表情で高級葉巻をくわえているゆがんだ頭の形をした禿とく頭とうの男が見えた。写真で確認したとおりだ。

　義眼が演算完了──必中の方程式をはじき出す。

　悠ゆう河がは瞳ひとみを細めて満身に殺意を込めたトリガーを絞った。トリガースプリングがたわむ感触がして、ほどなくしてトリガーを引ききる。

　連動したボルト内部に仕込まれた撃げき針しんが薬やつ莢きよう底部の雷らい管かんを打撃し、撃発。

　機関部内部で小爆発が起こり、サイレンサー先端から減光された銃口炎が上がる。同時に銃身バレル内部の螺ら旋せん溝こうを通って撃ち出されたＬＭ弾がジャイロ回転を生みだし大気を切り裂きながら目標に突進していく。

　鈍にぶい射撃反動がジワジワと肩に食い込んでくる感触。

　すべてがゆっくりと流れる世界で弾丸の速度だけは際だって高速だった。見リ越ーしドをつけた銃弾は新幹線の窓に吸い込まれていき、ガラスが割れ、ターゲットの側頭部を撃ち抜く。ターゲットはゆっくりと横倒しになり、その場に倒れ伏す。

　悠ゆう河がはこれ以上見届ける必要もないと思い、思考の回転数を落として時間の流れを戻す。

　途端に、爆発するほどの『歓かん喜きの歌』の旋せん律りつが耳に飛び込んできて、射撃反動の残ざん滓しが射手シユーターの肩で鈍い痛みとなってうずく。

　いつの間にか太陽は明るさを取り戻していた。

　新幹線が猛烈な速度で高架線を通過するのを見送ってから立ち上がると、首を傾かたむけて青空を見た。

『殺やったか？』

「手て応ごたえはありました」

　減殺された発砲音も、上手い具合に『歓喜の歌』と新幹線の通過音が打ち消した。

　悠河は嘆たん息そくした。

「というわけで『ネスト』へ。『ダークストーカー』、任務完了、次の指示を待ち──」

「──な、なんなの……？　いまの」

　弾かれたように振り返ると、そこには立ちすくみ、信じられないと言わんばかりの瞳ひとみでこちらを見ている女生徒がいた。

　神か室むろ良よし子こである。

　なぜ彼女がここに、という疑念は、彼女の背後──開け放たれた屋上の鉄てつ扉ぴを見て氷解する。

　タイムリミットが迫って猶ゆう予よがなかったとはいえ、屋上の施せ錠じようすらおこたった自分を恥じた。

　授業をボイコットした良子は、半開きになった屋上扉を見て、これ幸いと上がってきたのだ──それが命取りになるとも知らずに。

「見たんだね」

　悠河は淡々とした調子でそう言うと、一歩、良子の方に詰め寄る。良子は一歩あとじさった。

「な、なにそのデカい銃みたいなの。超ウケルんですけど」

　彼女の半笑いの虚きよ勢せいは、足の震ふるえさえ隠していれば、もっとサマになっただろう。

　悠河は無言で彼女に歩み寄り、良子は引いた。

　ほどなくして、彼女は逃げ場を失い、鉄てつ柵さくに追い詰つめられる。

「アンタ、殺し屋なの？」

「違うね、僕は復ふく讐しゆう者しやだよ」

　悠河は肩をすくめ、空を見上げた。

「残念だけど、君を生かしておくとこの計画は画が竜りよう点てん睛せいを欠くんだ。こんなことを知り合って三ヶ月めの君に言うのは非常に申し訳ないんだけどさ──死んでよ」

　なんの気負いも予備動作もなしに繰くり出した掌しよう打だは、彼女の胸部にヒットした瞬間に、メキリという音と共に胸部を大きく陥没させる。

　人体を破壊するために人体構造学的に計算し尽くされた一撃は、インパクトゼロ度の最適角で胸筋を経由して肋ろつ骨こつを破壊。折れた肋骨が心臓を突き破り、即死に至る。

　最後の一回、大きく打った心臓の血液循じゆん環かんで彼女はなにを考えたのか。きっと自分の意思を離れて千ち鳥どり足あしになってもつれる足の意味も、口元を伝う鮮血の意味も、十分に理解することは叶かなわなかったのだろう。

　倒れ込んできた彼女を抱き留めると、悠ゆう河がはヘッドセット越しに話しかける。

「ネスト、すみませんけど、予定外の死体が出たので踊り場のロッカーの中に入れておきますから、放課後の掃除当番が開けるまでに回収よろしくお願いしますね」

『お前という奴やつは、いつもどうして──ッ！』

　悠河は最後まで聞かずに通話を切る。

　冷めゆく肉にく塊かいになりつつある彼女を地面に横たえると、額ぬか狩がり高こう校こうの屋上から、眼下の風景を眺め渡した。

　蕭しよう々しようと吹きゆく夏の風に頬ほおを打たれながら、悠河はじっと自分の両掌を見る。

「こんなに強いのに、どうして僕は失敗作なんですか──────教授」
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　光学的に拡大された視野の奥に、怪物を捉とらえる。垂直に近い壁面をよじ登っているガストレアは一見するとタコの足の生えた甲こう殻かく類るいだった。

　吸きゆう盤ばんつきの足が無数に生えた容姿は、間違いなく歩ほ行こう肢しをもつ軟体動物のものだったが、その基部、つまり本体はヘルメットめいた硬い甲こう羅らに覆おおわれている。

　頭と胸部がつながった頭胸部のせいでどこに目や脳があるのか判然とせず、なだらかな平面を描き背中側に行くに従って細くなっていく長く鋭するどいとげ状の尾おっぽが生えている。

　その時、触手と腕を利用して、ガストレアがまた一歩分、建物を垂直によじ登る。総そう身しんに緊張が走った。

　中天高く昇った太陽はジリジリと照りつけ、玉の汗が眉から頬ほおに向かって流れ落ちていく。

　ジージーとかまびすしく鳴くセミの声は非常にやかましく、炎えん暑しよは耐えがたいほど肌を焼いている。

　そんな環境に身を置かれながら、里さと見み蓮れん太た郎ろうは、それとは別種のストレスを強いられていた。

　ガストレアが登っているのは、赤い鉄骨も誇らしげな東京タワーなのだ。

「お兄さん、六時方向から十キロから十三キロの風が吹いています」

　スコープ付き狙そ撃げきライフルから顔を上げ声の方向に首を傾けると、蓮太郎の隣となりに伏プせロ撃ーちンの格好でうつぶせになっている金髪の少女が険しい表情をしている。

　蓮太郎同様狙撃ライフルを油断なく肩付けしている少女はティナ・スプラウトという。

　彼女はこちらの方も見ずに蓮太郎同様光学スコープ越しに同じ目標を見据えている。

　彼女と目標のガストレアの中間には等間隔で黒い球ビ形ツ物トが浮いていた。

『シェンフィールド』と呼ばれる思考駆く動どう型がたインターフェイスが、海上を漂う観測用ブイの如ごとく、風速を始め、狙撃に必要な様々な情報を彼女の脳に無線で送信しているのだ。

　蓮太郎とティナは、東京タワーからほど近いビル屋上に陣取っていた。

　濡ぬれタオルを頭の上から被っているものの、直上から降り注ぐ強烈な日差しのせいでフライパンの上に寝っ転がっている気分だった。

　止めどなく噴き出す汗を拭ぬぐいながら、景色がゆがむほどの暑気と戦う。

　だが東京タワー周辺は晴天の昼間にもかかわらず喧けん噪そうもなく、憩いこう子供も午ご睡すいにまどろむ老人の姿もない。

　それもそのはずだ。現在周囲は警察が封ふう鎖さし、東京タワー周囲にはパトカーが敷しき詰つめられて警官が油断なくショットガンを上方に構えている。

　だが彼らがアクションを起こす様子はない。ガストレア犯罪によって警察官の殉じゆん職しよく率りつが天井知らずに上がって以降、ガストレア事件は警察と自衛隊の隙すき間ま産業である民みん間かん警けい備び会がい社しやが請うけ負おうと決まったからだ。

　現場に一番乗りした蓮れん太た郎ろうとティナは、狙そ撃げきポイントから東京タワーに取り付いたガストレアの排除の仕事に就ついている。

　蓮太郎は光学スコープを覗のぞく。

　ガストレアとの距離は一〇〇メートル弱。

　通常の狙撃手なら問題になる距離でもないし、幸いにも風は微風。この程度なら風が弾丸に与える影響も無視して良いほどだ。

　だが蓮太郎の光学スコープ越しの視界は大きくブレ、何度となく訪れたトリガーチャンスを見送っていた。思うに任せない焦しよう燥そうが、さらに蓮太郎から冷静な思考を奪うばう。

「お兄さんッ」

　その声に背中を押されて、蓮太郎は破れかぶれにトリガーを絞る。

　肩を蹴ける鋭い反動。だがバラニウム製の弾丸ブレツトは東京タワーに取り付いたガストレアの右斜め上の鉄材に逸それ、快音を鳴らすに留まる。

　痛恨の思いに歯は噛がみする間もなく、警戒したガストレアの頭胸部が割れ、収納された翅はねが展開される。

　──まずい、飛ばれる。

　蓮太郎は把は手しゆを操作して急いで次弾を装そう填てん、矢や継つぎ早ばやに銃撃するが、わずかに間に合わず、飛び立ったガストレアのいた場所を虚むなしく弾丸が抉えぐる。

　飛ひ翔しようして包囲網を突破せんとするガストレアに蓮太郎が顔色をなくしかけた時、ズドンという射撃音と共に、飛び立ったステージⅡの頭胸部を弾丸が貫通。空中で錐きり揉もみしながら墜つい落らくして、地面に激突する。

　周囲に詰めていた警官からわっと歓かん声せいが上がった。

　死んではいないが、バラニウムの再生阻そ害がい効果も相まってもはや戦せん闘とう不ふ能のうだろう。

　蓮太郎が顔を上げ隣となりを見ると、ティナのドラグノフ狙撃銃の銃口から小さく煙が棚たな引びいていた。

　銃撃の余よ韻いんを味わうかの如ごとくしばらく目をつぶっていたティナが、やがて赤外線感知スコープから顔を上げると、汗を腕で拭ぬぐいながらこちらを見て微笑んだ。

「大丈夫ですよお兄さん、最初は誰だれでもこんなものですから」

　蓮太郎は不ふ甲が斐いなさに俯うつむく。

　ティナが優しければ優しいほどいたたまれない気持ちになるなどと漏らすのは、甘えなのだろう。

　蓮太郎は天てん童どう式しき戦闘術の使い手であると同時に銃使いガンナーでもある。

　相棒の藍あい原はら延えん珠じゆが接近戦に特化したイニシエーターなので、彼女の不得手な中距離と遠距離をカバーするのは、自分の役目だと自負していた。

　拳けん銃じゆうを使っての中距離はまあ良しとして、では遠距離はどうするのか？

　必要性を感じてティナに教えを請こうたところまでは良いものの、残念ながらと言うべきか、蓮れん太た郎ろうの上達速度は芳かんばしいものとは言えなかった。

　蓮太郎は首を振る。

「俺にはやっぱり、一つところにジッとしてるなんてできねぇよ」

　いまだって、一つ間違えばガストレアを取り逃がして大惨事になりかねなかった。

「お兄さんは、なんのために狙そ撃げきが上手になりたいと思ったんですか？」

　ティナの無む垢くな翠すい色しよくの瞳ひとみに気け圧おされて、蓮太郎は彼女から視線を外して答える。

「必要性を感じたんだ。わからねーけど、とにかく強くならなきゃいけねぇ気がして」

「それです」

　ティナは、びっとこちらを指差す。

「お兄さんは、なんのために強くなりたいのか明確に自分の中で言語化できていないんです。それが射撃の際に迷いになってでてしまっているんです」

「精神論の問題なのか？」

　ティナは黙って頷うなずく。

「お兄さんだって気付いてるんですよね？　狙撃がどういうことなのか」

　痛いところを突かれて、蓮太郎は呻うめいた。

　なるほどティナの言うとおりだ。

　あらためて練習してみてわかったことだが、拳銃射撃と狙撃は大違いだった。

　近射と遠射という違い以上に、狙撃は相手がこちらの存在に気付いてすらいない段階で生命を刈かり取る、言わば計画殺人的な匂いをどうしても感じてしまう。

　相手と直接対たい峙じして敵意を向け合った状態での銃撃ならばまだ、その結果引き起こされる死に対して正当防衛という言い訳で自分の精神を慰なぐさめることもできる。

　だが狙撃にはそれがない。蓮太郎はトリガーを引くという行為と、その延長上である死に対して、どういう態度で臨のぞめば良いのかわからなかったのだ。

　ガストレア相手ならばまだいい。だが蓮太郎は考えてしまうのだ。もしこれが人間であっても、自分は平素通りに狙撃プロセスを執行できるのかと。

「お前には、その覚悟があるのか？」

　プラチナブロンドの少女は、こちらの瞳を見たまま頷いた。

「狙撃は私の存在理由でした。この技術を習得しシェンフィールドを意のままに操ることができなければ、私は早そう晩ばんランド教授に失敗作の烙らく印いんを押されて処分されていたと思います」

「処分？」

「色々と噂うわさは聞きますが、上手に機械の体に適合できなかった子たちがどうなったのか、本当のところはわかりません。私にとって救いだったのは、想像力を封印することによってその先を考えずに受け入れる能力を早い段階で体得したことにあると思います。魂たましいが死なないと人間は殺せません」

「そんなもんは人間の生き方じゃねぇだろ」

　黙って俯うつむくティナに、蓮れん太た郎ろうは言葉を重ねる。

「俺にも心を殺して引き金を引く力を持てって言いてーのかよ？」

「違います。お兄さんはお兄さんだけの、相手の命を摘つみ取るに足る理由を見つけてください。私がそれを探すことに協力することはできません。逆に言えばそれが見つからない限り、いくら練習してもお兄さんがこれ以上上達することはないので、早い内に狙そ撃げきには見切りをつけた方がいいと思います」

　歯に衣きぬ着きせぬ物言いとはまさにこのことだ。

　蓮太郎とティナは、しばらくの間じっとお互いの瞳ひとみを見た。生ぬるい風が屋上をサワサワと吹きすぎ、二人の髪をわずかにもてあそぶ。

　先にふっと口元を緩ゆるめたのは蓮太郎だった。

「厳しいな、ティナ先生は」

　汗だくのティナもまた、にっこりと微笑んだ。

「いつもお兄さんには教えられてばかりなので、お兄さんに教えることがあって私、嬉うれしいです」

　ティナはドラグノフ狙撃銃を拾い直すと、下を指差した。

「まだガストレアは生きています。市民に害を加える前に確実にとどめを刺しましょう」

　その時遠くから「やったぜコンチクショーッ！」という勝かち鬨どきが聞こえてきて、蓮太郎とティナはびっくりして声の方に顔を向ける。

　見れば東京タワーの下には見覚えがある民みん警けいペアがいた。ハチャメチャなパンクファッションをしているふたり組は『第三次関東会戦』を共に戦った片かた桐ぎり玉たま樹きと片桐弓ゆ月づきだった。

　彼らはティナが撃ち落としたガストレアの上に乗っかって飛び跳ねている。下になっているガストレアが事こと切きれているのは明らかだった。

　これはつまり──

　蓮太郎とティナは同時に顔を見合わせ、叫んだ。

「「手柄取られたましたッ！」」
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　八月も半ばに入っていた。ガストレア大戦を境に人口が激減したこの世界においても未いまだ地球温暖化は深刻な問題で、最近のトレンドはツンドラ地帯の永久凍土だった。溶けた永久凍土の下に眠っていた動物の死体や植物が次々と腐敗してメタンを吐き出し始め、温暖化が急速に進んでいるとかまびすしく報道されている。

　人間が排出する二酸化炭素の量こそ激減したものの、それでも過去の負の遺産は脈々と継承されており、地球温暖化は引き返し不可能地点をとっくに折り返しているのかもしれない。

　フル稼か働どうしている事務所のエアコンも、外気温三十九度という猛暑には抗あらがえず、ジージー鳴くセミの声は悲鳴めいて耳に届く。

　だが事務所の中は静かで、どこか厳げん粛しゆくな雰囲気に満ちていた。

　ティナ、延えん珠じゆ、そして蓮れん太た郎ろうが汗を掻かき掻き神妙な表情で着席している。

　西日が斜めから降り注ぐ夕刻の天てん童どう民間警備会社事務所の一角、ガラステーブルが配置されている応接セットは来客に対応するためのものなのだが、本来の用途で使われることは少ない。

　制服の上からエプロンを羽は織おった天童木き更さらが奥の炊すい事じ場ばの暖簾のれんをくぐって現れると、四つの皿を応接セットのガラステーブルの上に配っていく。

　蓮太郎の前にも平皿が置かれて、目の前の食物が、鼻び腔くうをくすぐる甘い匂いをもたらし、温かい湯気が顔に当たる。ぐーっとお腹が鳴った。

　木更は最後に自分の手元に皿を配り終えると着席し、目をつぶって合がつ掌しようする。

「さあみんな、いただきますするわよ」

　蓮太郎と延珠が合掌し、いざ『いただきます』を唱和しかけた時、ティナが慌あわてふためいた声で「待ってください！」と言う。

　ティナが困惑した表情で頭を左右に振ると、意を決して平皿を指差す。

「あの、これ……なんなんですか？」

　蓮太郎も、ティナの視線を追って真っ白い平皿の上に置かれた物体を見る。紡ぼう錘すい形けいをしており、紫色の表面をした塊かい根こんがゴロンと横たわっていた。

「なにって……イモだろ？　サツマイモ。ヒルガオ科のつる性の多年草」

「そ、そういうことじゃなくてですね……まさか、これだけなんですか？　今日のご飯、たったこれだけなんですか？」

　ティナの意図を判はんじかねた木更は、理解に苦しむように人差し指をあごの下に当てると「んー」と唸うなる。やがて『わかったわ』と言わんばかりに手て鼓つづみを打ち立ち上がると「ちょっと待っててね」と言って台所に消えていく。

　ティナはホッとした表情をして胸を撫なで下ろした。

「もう、天童社長、冗談がキツすぎますよ」

　いそいそと戻ってきた木更が、ティナの席にコトンと音を立ててコップを置く。

「はい、水道水。好きなだけおかわりして良いわよ」

　ティナが一いつ瞬しゆん、真顔になった。

「あ、あの……社長、ウチの会社ってそこまで儲もうかってないんですか？」

「火の車よ」

「あ、明日の献こん立だては？」

「豆とモヤシのスープね。それと素うどん。パン屋さんでタダでもらってきたパンの耳もあるわよ」

「明後日の献立は？」

「モヤシ炒めとパンの耳ね」

「明明後日しあさつての献立は？」

「パンの耳」

　段々献立が減ってきた。ティナが恐る恐る聞く。

「よ、四日後の献立は？」

　木き更さらは、よくぞ聞いてくれましたと言わんばかりに胸の前で掌てのひらを合わせて、にっこりと微笑んだ。

「四日目は、趣しゆ向こうを変えてフライド・パンズ・イヤーよ」

「油で揚あげたパンの耳じゃないですかッ！」

　ティナは悲鳴を上げた。

「私、これでもネイティブなアメリカ人なんですよ。英語にして騙だまそうとしたって駄目なんですからねッ！」

　木更は一転、苛いら立だたしげに机を叩たたいて立ち上がった。

「仕方ないじゃないッ！　今月もお仕事の解決件数ゼロなのよ。本当なら今日こそはビフテキを食べるはずだったのに、里さと見みくんがお馬鹿なせいで全部ご破は算さんよッ。今日はティナちゃんまでその場にいたのに……」

　蓮れん太た郎ろうは後ろ頭を掻かく。そこを突かれると弱かった。まさか片かた桐ぎり民間警備会社なんかに先を越されるとは……。

　今日も今日とて、天てん童どう民間警備会社はひもじかった。

「でも、妾わらわたちはどうしていつもこんなにお金がないのだ？」

『いただきます』をしそびれた延えん珠じゆが、人差し指でサツマイモを転がしながら誰だれにともなく問う。

　延珠の言っていることももっともだと思って頷うなずく。

「なあ木更さん、『第三次関東会戦』の報ほう酬しゆうはどうしたんだ？」

　そもそも天童民間警備会社は『蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件』『聖せい天てん子し狙そ撃げき事件』『第三次関東会戦』と三つの大事件を解決しているはずだ。

　どれも決して少なくない報酬が発生したはずである。

　なぜか木更はギクリとした表情をすると、一転頬ほおを染め、上うわ目め遣づかいにごにょごにょと呟つぶやく。

「あのね里見くん、いままで黙っていたんだけれどもね『蛭子影胤テロ事件』の二ヶ月前にね、どうしても運転資金が頭打ちになって事務所のリース料が払えなくなってね……それでね、お金を借りちゃったの」

「どこから？」

　ひしひしと嫌な予感を感じながら聞くと、木き更さらは恥ずかしそうに天井を指差した。四階の闇やみ金きん、『光こう風ふうファイナンス』のことを指しているのだ。

　木更は、さも言いづらそうに続ける。

「お馬鹿な里さと見みくんは知らないだろうけどね、借金には『複ふく利り』って言うものがあってね……。たとえば、私が一〇〇万円借りたとするじゃない？　そうすると十日後には利子が一〇％発生して返済しなきゃならない金額は一一〇万円になるの。さらにその十日後には一一〇万円の一〇％が返済額に掛かってきて、返済額は一二一万円になってね……」

　そこまで聞いて、ティナが両手で顔を覆おおいワッと泣き始めた。

　蓮れん太た郎ろうも硬く目をつぶって心の中で彼女に詫わびた。すまない──すまないティナ。ウチの社長が情じよう弱じやくなばっかりに。

「金を借りるとき、担たん保ぽはどうしたんだ？」

「里見くんの臓ぞう器き」

　木更がものすごい早口でなにかを口走った。

「は？」

「だから……里見くんの臓器よ。里見くんの肺とか角かく膜まくなら高く買うって阿あ部べさん言うから」

「は？」

　木更は頬ほおを染め、開き直って両腰に手を当てて拗すねた調子で言う。

「社員である里見くんは社長である私のものなの。それに、こんな可愛かわいい社長と一緒に仕事ができるんだから、角膜とか脾ひ臓ぞうくらい黙って差し出したっていいじゃない！」

　蓮太郎は、もはや言葉もなく木更を見つめた。

　──俺はいま、好きな女の子に内臓を寄よ越こせと言われているのか？

　延えん珠じゆもあきれかえっていたが、やがて視線をテーブルの平皿の上に移す。

「じゃあ、このおイモは……」

　木更が黒髪をパッと掻かき上げると、凜りんとした調子で言った。

「そうよ、言わば『最後の晩ばん餐さん』ね。今日から先はずっとモヤシとパンの耳が続いて、七日目からお水だけで生きていかなければならないから、これでも凄い豪ごう勢せいなの」

　誰だれもが平皿に無造作に載のせられたサツマイモを眺め、事務所内に、水を打ったような静けさが走る。

　延珠が、静かに挙手した。

「妾わらわは、おイモの分け方に提案がある。木更のおイモを三等分して妾とティナと蓮太郎で食べるべきだ」

「ど、どうして？」

「妾わらわとティナと蓮れん太た郎ろうは、飲まず食わずだと三日と持たないけど、木き更さらはおっぱいに蓄えた栄養で少なくとも一年は生きていけるから大丈夫であろう」

「飲まず食わずで少なくとも一年間も生きていけたら、私、怪物じゃないッ！」

　今度は木更が悲鳴を上げた。

「だ、大体ね、延えん珠じゆちゃんいつも私の胸について突っかかってくるけど、大きくたって、なにも良いことなんてないのよ？　肩凝こるし、ブラは可愛かわいいのないし、汗疹あせもはできるし──」

　悲しいかな、木更は持たざる者の気持ちがまったくわかっていなかった。

「キイイイィィィィイィ！」

　おっぱいヒステリーを起こした延珠が、テーブル越しに木更に飛びかかっていく。

「いらないなら妾がもらうッ！　妾から吸収したおっぱいを返すのだ」

「イタタタタタタ！　やめて延珠ちゃん引っ張らないで！　ち、ちぎれちゃう」

　オロオロしてこちらを見ているティナに、蓮太郎は首を振る。

「みんな腹が減って気が立ってるんだ」

　蓮太郎は大きく溜ため息をついた。そこではたと不思議に思い木更の方を見る。

「俺たちは一応『東京エリアの救世主』って事になってるんだよな？　いくらなんでももう少し仕事がきてもいいんじゃないか？」

　ようやく延珠の猛もう攻こうから逃れ距離を取った木更は、荒い息をつきながらこちらを見る。

「アメリカ東海岸のビーチで出没するホオジロザメのガストレアを退治して欲しいって依頼来てるわよ。名うての鮫さめ漁りよう師しもモリモリ食べるらしいから、現地の海洋学者と警察署長さんも頭をかかえているらしいわ。行ってくれる？」

「水中戦が得意な連中に任せろよ。他には？」

　木更は固定電話の横に設置されたメモ帳をちぎって視線を落とす。

「読んでいくわよ『出前が来るのが遅い。なんとかして』『里さと見み蓮太郎と決闘したい。どちらが真の男か決めようＺＥ！』『天てん童どう社長いま何色のパンツ履はいてるのハァハァ』『押し入れのゴキブリを退治して』『隣となりの奥さんを殺して』──こんな感じね」

　蓮太郎は絶望的な気分になった。彼らは民みん警けいをなんだと思っているのか。

「他に金策の当ては？」

「里見くんが一階のゲイバーで働くとか。時給八千円出すって言ってるわよ」

「木更さんが二階のキャバクラで働けば良いじゃねぇかよ。時給一万出すって言ってんぞ」

「里見くんがゲイバーのストリッパーとして踊ってくれるなら時給二万円出すって言ってるわよ」

「………………」

　四階のヤクザといい、二階のキャバクラのママといい、一階のゲイバーのお兄さんといい、ハッピービルディングにいる連中は一年中頭の中がハッピーなので、どちらかというと蓮太郎は彼らが苦手だった。

　それにしても、と延えん珠じゆも真面目な顔であごに手を当てて唸うなる。

「妾わらわたちはお仕事全然解決できてないのに、ガストレアの出没件数は右肩上がりだと聞くぞ」

　蓮れん太た郎ろうは延珠の疑問を引き取って頷うなずいた。

「たしかに、多すぎる感じはする」

　ガストレアが目もく撃げき、ないしは監視カメラに捕ほ捉そくされた場合、周囲十キロにいる民みん警けいに自動的にアラートメールが発せられて、そこから早い者勝ちのガストレア争奪戦が開始。連携を取る場合もあるが、基本は先にとどめを刺した人間が国から報ほう奨しよう金きんを総取りする──依頼形式を経へない民間警備会社の通常業務とはこのような形で遂すい行こうされるが、ここ最近の出動回数は尋じん常じような数ではなかった。

　就寝中にアラートでたたき起こされることは勿もち論ろん、夏休み前は授業中ですら携帯電話がけたたましいアラートを吐き出し、おかげで蓮太郎はすっかり不良学生である。

　幸い、避難訓練慣れした住民と民警の早期到着によって、水際で感染爆発パンデミツクは防がれているが、ひやりとした回数も片手では利かない。

　まあ、そんな中で出没アラートに散々振り回された上、いつも僅きん差さで手柄を持って行かれる天てん童どう民間警備会社は、いい面つらの皮としか言いようがないのだが……。

「また、モノリスに問題でも出たのかしら？」

「まさか」

　木き更さらの言を一いつ蹴しゆうするが、蓮太郎の言葉尻は弱々しいものになった。前回の『第三次関東会戦』は、盤ばん石じやくだと思われていたモノリスそのものに欠陥があったために起こった必然の人災だった。

　こと安全において、絶対などという言葉は絶対にあり得ないと、身をもって知ってまだ一ヶ月も経たっていない。

　事務所員の視線は、自然と窓の外に向けられたが、茜あかね色いろに染まった空の向こう、屹きつ立りつしたモノリスの先端は雲の中に隠れて見えなかった。

「これ、美味しくないです……」

　振り返ると、ティナが渋い表情をしてサツマイモをかじっていた。

　興味を引かれた延珠がティナに続いて一口かじると、渋い表情になって舌を出す。

「ぬぅ、中まで火が通ってないぞ、これ」

「え？　え？　ホント？」

　狼ろう狽ばいする木更を見て、延珠が嘆たん息そくする。

「木更は一度、蓮太郎に本格的に料理を教わった方が良いぞ」

　世間知らずのお嬢じよう様さまはシュンとした表情で肩を落とす。やがて、諦てい観かんと共に上うわ目め遣づかいでこちらを見た。

「教えてくれる？」

「お、おう」

　木き更さらはもう一度大きく溜ため息をつくと、仕方がないといった足取りで黒こく檀たんの机の向こう側に掛かっているクリムトの複製画の裏に手を入れて封筒を取り出した。

「はいこれ、なけなしのへそくり。延えん珠じゆちゃんとティナちゃんに任せるから、今日はこれでなにか買ってきてちょうだい」

　そう言って一万円札を握らせると、延珠とティナの顔が輝かがやく。

「なるべくお安く買ってくるからな！」と手を上げて宣言すると、延珠はティナをつれて事務所を出て行ってしまった。階段をどたどたと駆け下りる音が遠ざかっていき、不意に静寂が訪れた。

　時刻は午後の七時半を指していた。

　静寂を埋めるようにミンミンカナカナ、というどこか物侘びしげなヒグラシの声が聞こえてきて、朱色から藍あい色いろに閉ざされていく空の向こうで、弱い残光が室内を淡く染める。

　残光も消えると、藍色の天空に居い待まちの月が浮かび、窓の外の看板を縁ふち取どった発光ダイオードＬＥＤ照明が規則的に明滅を始めて、勾まが田た町ちようが夜の街として脈動し始めたことを知った。

　薄暗い室内からは、どこかカビのにおいがした。

「二人きりね」

「そうだな」

　蓮れん太た郎ろうはチラリと木更の横顔をのぞき見てから、続けた。

「で？」

「ん？」

「なにか話があって、延珠たちに買い物に行かせたんじゃないのか？」

「ん、まあね」

　木更はゆったりとした動作で後ろ手にエプロンを解いて、髪を振る。衣きぬ擦ずれの音がして足下にエプロンが落ちると、足から抜いていく。

　ローファーを鳴らしながら、黒檀の執務机の上に尻を乗せると、ややためらいがちにこちらを向いた。

「あのね、里さと見みくん……私に、お見合いの話が来てるの」

　びっくりして木更を見ると、彼女は下を向いたまま細くて長い足を前後に揺らし始める。

「紫し垣がきさん経由で来ててね。まだ、そういうのはいいって言ってるんだけど、あの人にはお世話になってるから、断り切れなくて」

　紫垣さんか……。その名前を出されると蓮太郎も弱かった。

　紫垣仙せん一いち、元々は天てん童どうの家の執しつ事じだった男で、たしか今年で五十六歳を迎えるはずである。

　幼い頃天てん童どうの屋敷で生活していた蓮太郎や木更とも付き合いは長く、退職してからも蓮太郎たちは実生活の様々な面で世話になっている。

　なにより彼は、天てん童どう民間警備会社の書類上の経営者であり、蓮れん太た郎ろうと木き更さらの後見人的な役割も買って出てくれている大だい恩おんある人間だ。むげにできるものではない。

「でも、どうしていまなんだ？」

　木更は天童の家からは勘当されている。天童の家の女に生まれついたならば、権力拡大の人い身け御に供えとして十六で見合いや結婚をさせられることも珍しくないが、彼女は実質的に天童ではない以上、政略結婚の道具としては正しく機能しないはずである。

　先方はどういう意図を持って、彼女に見合いを申し込んだのか。

　蓮太郎の意図を汲くんだのか、だが木更はかぶりを振る。

「それはわからないわ。けど、相手は里さと見みくんもよく知ってる人よ」

「俺も？」

　木更はデスクの引き出しから一枚の紙を取り出すと、蓮太郎に手渡す。

　目を落としてぎょっとした。

「櫃ひつ間ま篤あつ郎ろう……なのか？　……どうして…………？」

　履歴書風のコットン紙に貼り付けられたバストアップの写真がこちらを見ていた。

　やや面おも長ながの顔にシルバーフレームの眼鏡をひっかけており、知性的な顔つきをしている。

「私たちが櫃間さんに最後に会ったのは、たしか私たちが十一歳の時だったわね」

　視線をスライドさせていくと、国家Ⅰ種突破で警けい視し庁ちように入った警察一家の出であること。現在の階級は警視であること。父親は警察の親玉、警視総そう監かんなど華々しい遍へん歴れきが流りゆう麗れいな楷かい書しよでしたためられている。

　高身長、高収入、高学歴と理想の男性像を体現した男で──なにより彼は、木更の許嫁いいなずけだった男である。

「木更さんが天童を離れたとき、とっくに破談になってると思ってた……」

「私もよ。先方は、いまさら私になんの用なのかしらね？」

　胸の中に、じわじわと曰いわく言い難い嫌なものが広がっていく感じがする。

　これ以上彼女の話を聞いていたくない──蓮太郎はなぜか、一刻も早く場を立ち去りたい衝しよう動どうに駆られた。

　だが、蓮太郎は黙って木更に経歴書を返すと、なんでもない風を装ってなおも質問を重ねる。

「で、いつ見合いするんだよ」

「………………明日」

「明日？」

　ということは、話自体はかなり前から来ていたということではないか。

「じゃあもう了解はしてるってことだよな？」

　木更は髪の毛を人差し指で巻きながら、視線を逸そらした。

「別に、隠してたわけじゃないわよ。ただ、なんとなく言いづらくて、ずるずると今日になっちゃっただけで……」
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　蓮れん太た郎ろうは知らず、皮ひ膚ふに爪が立つほど強く拳を握っている自分に気付く。

　木き更さらは伏し目がちだった顔を上げる。

「里さと見みくんにね、お見合いの付つき添そい人にんとして参加して欲しいの」

「……どういうことだよ」

「先方は付添人として櫃ひつ間まさんのお父さんとお母さんが来るらしくて、私の方は紫し垣がきさんが世話人と付添人を兼任してくれるんだけど、それでも一人足りないの。里見くん以外に頼めそうな人がいないから、お願い、例外的なことなんだけど、私の付添人になってくれない？」

「………………。……構わねぇよ」

「そう、良かった」

　黒衣の美人はほっと溜ため息をついて、だがまだ不安があるのか、ちらりとこちらを見る。

「里見くんは、どう思うの？」

「どう、って？」

「里見くんは、このお見合い、反対？」

　勿もち論ろん、反対に決まっている。木更が他の男の胸に抱き留められている姿を想像するだけで胃が悪くなりそうな気分になる。

　だが蓮れん太た郎ろうは知っている。天てん童どう木き更さらは本物の良家の子女である。

　身分制度などなくなって久しい現代日本でも、超上流階級の天童だけはその数少ない例外に入る。

　天童の家の女として生まれたならば、それに見合った家格の跡あと取とり息子と結婚するのは当然だったし、そこいらの野良犬と結婚することなど言語道断。天童一族の始まり以来、例外は一度たりともまかり通ったことはない。

　本当なら木更は、養子に過ぎない自分など話しかけることもなければ、生涯にわたってなんの人生的接点も持つこともなかった存在である。天童の屋敷に引き取られてすぐの頃、家庭教師のおばさんに半ば洗脳に近い回数刷すり込まれた言葉がある。

『いい？　天童は普通の人間とは違うの。決して自分が相手と公平だと思って接してはだめよ』

「……いいお見合いだと思うぜ。これが上手くいって木更さんが幸せになれば、延えん珠じゆもティナも、きっと喜ぶよ」

「里見くんも？」

　車のハイビームの反射光が一瞬室内を照らし、蓮太郎と木更の横顔をまばゆく照らす。

　蓮太郎は顔を上げ、まっすぐ木更を見た。

「勿もち論ろんだ」

　その返答に、なぜか木更は傷ついた表情をして俯うつむき、やがて痛みに耐えるかの如ごとく無理矢理微笑みを作った。

「そう……そう、よね。第一、私たち、別に付き合ってるわけでもなんでもないものね。私、変なこと言って、馬鹿みたいね」

　木更は笑いのめす事に決めたのか、頭をコツンと叩たたいて舌をぺろりと出した。

　もう、限界だった。

「俺、やっぱり延えん珠じゆとティナが心配だから様子を見てくるよ」

　そう言い終わるか否かのうちに踵きびすを返すと、なにか言いかけた木更の声も聞かずに事務所の扉をくぐる。

　足早に階段を降り、一刻も早くハッピービルディングから離れようとした時、右肩に軽い衝しよう撃げき。頭の中が木更で占められていて、誰だれかとぶつかったのだと気付くまで一拍遅れた。

「おいお前、蓮太郎じゃねぇかよッ」

　驚いて顔を上げるとそこには、いままさにハッピービルディングの階段に足をかけていた男の顔があった。男は嬉うれしそうに顔をほころばせている。

　年は若く、自分と同年齢くらいか。額が広い印象がある面おも長ながの顔に、茶色ともオレンジ色ともつかない髪の色。鋭するどい目つきのせいでチンピラみたいに見えるが、笑っていると人ひと好ずきのしそうな顔に変わるのが不思議だった。

　どこかで見たような、と思って記憶の中をひっくり返していくと、目の前の男と、追つい憶おくの彼方にあった少年の顔が重なる。

　あっと声を上げた。

「お前、もしかして水すい原ばらか？　四年五組、出席番号十番、水原鬼き八はち？」

　どうやら当たりだったらしく、男はにっと笑みを深くして、ジーンズのポケットに手を突っ込んだ。

「そうだよ。四年五組、出席番号九番、里さと見み蓮れん太た郎ろう」

　言うが速いが肩に腕を回され、水原は嬉うれしそうな声を出す。

「懐なつかしいじゃねぇかよッ！　元気してたかよこのクソ野郎」

「お、お前こそ」

　まさかの旧友の手荒い歓迎に視界がガクンガクンと振り回されながらも、だが蓮太郎はできすぎた偶然を喜ぶより先に別の感情が鎌かま首くびをもたげていた。

　蓮太郎は視線を上げて目の前にあるビルを見上げる。

「でも水原、いまお前、ハッピービルディングに入ろうとしてたよな……まさか十六でキャバクラやゲイバー通いってわけでもなさそうだし──」

　蓮太郎は、水原が腕に巻いたロレックスの時計を見ながら続ける。

「──別に闇やみ金きんの世話になるほど困こん窮きゆうしてるってわけでもなさそうだよな」

　水原は半眼になってあきれた声を出した。

「とーぜんだろアホ」

「じゃあ──」

　水原はビッと自分に向けて親指を立てる。

「そうだよ、俺が用があるのは天てん童どう民間警備会社だ。俺は依頼人だよ蓮太郎」

　──依頼人？　何年も音おと沙さ汰たなく再会した幼おさな馴な染じみが依頼人？

　今日は櫃ひつ間まの一件といい、よくよく昔の知り合いと縁えんがあるな。

　蓮太郎が面食らっていると、彼は肩をすくめる。

「まあここで立ち話ってのもなんだ。お前のところの会社に入れてくれよ」

「ん…………」

　蓮太郎は言いよどんだ。たったいま木き更さらとの会話を半ば強制的に終わらせて事務所を飛び出してきたばかりだ。すぐに戻るのはバツが悪い思いがあった。

　蓮太郎は頭を振った。

　いや、違う。依頼人を連れて帰るんだ。どうして自分が後ろめたい気持ちにならなければいけないのか。

　水原を先導して内階段を上がると、天童民間警備会社のドアの前に立つ。すでに暗くなっているのに、室内には電灯がともされた気配もない。

　ノックせずノブを倒し中に入ると、鬱うつっぽい表情を浮かべて窓の外を見ている木更が社長椅い子すに腰掛けていた。こちらに気付くと椅子を鳴らして勢いよく立ち上がって駆け出してくる。

「良かった里さと見みくん、私あれから考えてたんだけど──ッ」

　そこまで息急せききって言ってから蓮れん太た郎ろうの後ろに水すい原ばらがいることに気付いたのか、はたと立ち止まる。

　蓮太郎はいたたまれない気持ちになるが、表情には出さずに呟つぶやいた。

「依頼人だ」

　嬉うれしそうだった木き更さらの表情が硬直し、痛ましげに俯うつむいてしまう。

「そう……」

　なんだよ、と蓮太郎は心の中で悪態をついた。つい数時間前までは、依頼人が欲しくて仕方がないって喚わめいてたじゃないか。

　水原が慌あわてて取りなす。

「な、なんだよ。俺もしかして、悪い時に来ちまったのか？」

　蓮太郎が口を開く前に、木更がかぶりを振った。

「そんなことないわ。初めまして、社長の天てん童どう木更です」

　木更が薄い微笑みを浮かべて手を差し出すと、水原がドキッとした表情をして、恐る恐る木更と握手する。

「は、初めまして。水原鬼き八はちです」

「狭くて汚いところだけど入って」

　木更が机の上に置いてあったリモコンを取ってボタンを押すと、シーリング照明がまばゆい光を発し、思わず目を眇すがめた。

　延えん珠じゆとティナがお絵かきしていた紙がそこかしこに散らかっており、食べかけのイモの平皿も出しっ放しだった。彼女の謙けん遜そんが少しも冗談になっていないほど雑然とした事務所内が闇やみからまろび出る。

「ごめんなさい、いま片付けるから」

「あ、いや、それなんすけど……」

　水原がわずかに恐きよう縮しゆくしながら続ける。

「依頼内容は、蓮太郎にだけ説明させて欲しいんです。申し訳ないんですが」

　蓮太郎と木更は顔を見合わせた。それは言外に、木更に退席を促うながすものだった。不可解な言動が気になったが、ここで突っぱねても仕方がない。蓮太郎は『任せろ』という意思を込めて頷うなずくと、木更も頷きを返す。

「じゃあ、私が延珠ちゃんとティナちゃんの様子を見てくるわね」

「……ああ、頼む」

　木更の後ろ姿が視界から消えるまで見送ってから、蓮太郎は適当に応接セットを片付けてテーブルを挟んで向かい合って座った。

　木き更さらが消えると水すい原ばらは手を広げ、くつろいだ様子を見せる。

「あれがお前がガキの頃からぞっこんだった天てん童どう木更さんか。えれぇ美人だな。生まれて初めてあんな綺き麗れいな人を見たよ」

　蓮れん太た郎ろうは無言で同意する。

　木更を始め蓮太郎の周りにいる司し馬ば未み織おりも聖せい天てん子しも、世が世なら傾けい国こくの美女と呼ばれる類いの女性である。

　付き合いもそこそこの期間に及ぶので忘れがちになるが、蓮太郎とて木更と未織が隣となり合ったり、あるいは木更と聖天子が並んでいるとき、あまりの美人の取り合わせに不覚にも息を呑のまされてしまうことがある。

　だがそんな木更も、明日櫃ひつ間ま篤あつ郎ろうとの見合いに臨のぞむのだが……。

　蓮太郎は頭を振って思考を振り払う。

「それで？　なんの用なんだ？」

　水原は、事務所内部を物珍しげに眺め渡しながら口を開く。

「お前さ、俺たちが出会ったときのこと、覚えてるか？」

「ん？　ああ、覚えてんよ……」

　目を閉じれば、すぐに思考は小学四年生の彼方かなたにまで及んだ。

　蓮太郎が右手足と左目を失ってから四年経たった頃で、あの頃は体の成長に合わせて頻ひん繁ぱんに義手と義足を交換していた時期だったから、毎日が苦痛の連続で死にたいと思ったことさえあった。

　現在のようにメタルスキンの上を人工皮膚で覆おおい隠すことができるようになったのは、実はそれほど遠い昔というわけではない。つまり幼少時の蓮太郎は、学校にいる間を含めた二十四時間ずっと、黒い義ぎ肢しを露ろ出しゆつしたまま生活していたのだ。

「みんなが俺の得体の知れない黒い手足を不気味がって近寄らなかった。でもお前だけは別だったな。お前も、たしか家族内に『呪のろわれた子供たち』を出しちまって、それ以来クラスから疎そ外がいされていたんだよな」

「ああ、妹だ」

　水原と彼の妹の物語は、最終的には悲劇の道を転がり落ちていくことになる。

　家から『呪われた子供たち』が出たことが周知されると、当然それをよく思わない人間が出てくる。

　近所の人間による投石や塀へいにペイントされる口汚い罵ば倒とうの言葉に一番先に参ってしまったのは、彼の母親だった。彼女は『あの子さえいなければ』と、ノイローゼ気味に呟つぶやくことが多くなり──そして水原の父親は、不幸なことに家のロッカーに自衛用のピストルを入れていた。

　悲劇が起こる条件は、すべて揃そろっていた。

「俺たちは孤独を共有してた。だから二人でつるんで遊びに行くようになったんだよな」

　感慨深くなりながらそう呟つぶやくと、水すい原ばらも嬉うれしそうに囃はやし立てる。

「そうそう、お前はやたら虫やら魚に詳しいから、お前と野山を駆けまわってるだけで、色々な知識が増えるから楽しかったよ。糸でザリガニを釣る方法とか、昆虫標本の作り方とかな」

　彼の言葉が呼び水となり、おもちゃ箱からあふれかえったように記憶が次々と蘇よみがえる。友達もなく自由に外に遊びに行くことすらままならなかった当時、天てん童どう家け内部の図書室で日がな一日フルカラーの昆虫図ず鑑かんや植物図鑑を繰くっていたら、いつの間にか自分にその手の知識で敵かなう人間はいなくなっていた。

「その代わり、俺はお前の汚い口調が移ったよな」

　水原は楽しそうに笑う。

「お前たしか、俺に会った頃は自分のこと『僕』とか言ってたよな」

　蓮れん太た郎ろうの頬ほおが熱くなってプイとそっぽを向く。

「うっせーな。口調が変わってから、木き更さらさん『里さと見みくんが不良になっちゃった』とか言って、しばらく落ち込んでたんだからな」

「テメーが勝手に俺の口調真似するようになったんだろ、死ね」

「テメーが死ね」

　蓮太郎と水原は顔を見合わせると、どちらからともなく相そう好ごうを崩くずす。

「蓮太郎」

　水原はソファに腰掛けたまま前のめりになると、組んだ手の上に視線を落とし、なにか考えているようだった。

「これを先に見せておかないのは、不公平だよな」

　そう言って脇の下に手を入れて取りだした物を見て、蓮太郎はハッと息を呑のんだ。

　ガラステーブルの上に硬い音と共に置かれたのは黒い塊かたまりだった。ツヤのないマットブラックのフレームに引き金がついており、軽量化のために遊底スライドまでガラス繊せん維い入りの強化ポリマーで成型するに至った第六世代型のグロック拳けん銃じゆうである。

　どうして、という疑問が脳裏をよぎる。一般人は家の外に自衛用の銃を持ち出してはいけないはずだ。二〇三一年の日本で銃の持ち歩きが許可されている存在があるとすれば、警察と自衛隊ともう一つ──

　水原が腰から抜いてグロックの上に重ねたのは合皮製のパスケースだった。

　その中に入れられた写真付きの民みん警けいライセンスを見て、蓮太郎は今度こそ驚きよう愕がくした。

「水原、お前民警なのか？」

　水原は嬉しそうな表情でポケットから取り出した携帯電話を叩たたくと、写真を呼び出して蓮太郎に見せる。

　撮とられるのを嫌がった少女を無理矢理撮影したのか、恥ずかしがって視線を逸そらしがちにしたボブカットの少女が写っていた。

「おい、お前……」

　蓮れん太た郎ろうの愕がく然ぜんとした態度に気付かないのか、水すい原ばらはなおも得とく々とくとした表情で話し続ける。

「俺のイニシエーターで紅こう露ろ火垂ほたるって言うんだけどさ、これがもうスゲー可愛かわいくてな。目に入れても痛くないっていうのはこういう──」

「待てよ」

　蓮太郎は混乱しつつも、なんとかそれだけ言う。

　水原の家庭は『呪のろわれた子供たち』によって一度破は滅めつしている。その彼が『呪われた子供たち』とコンビを組む民警をやっているというのは、蓮太郎にとって信じがたいことだった。

　同時に、彼が送ってきた日々がイニシエーターへの依い存ぞんなしには乗り切れないほどのものだったのなら、それはとても悲しいことだと思う。

「……そいつは、死んだ妹の代わりなのか？」

　静かに問い質ただす声に、水原は拗すねた表情をしてそっぽを向く。

「別に、そんなんじゃねぇよ。どーだっていいだろ」

　それより、と一拍置いて話題を修正すると、水原はテーブルに肘ひじを突いて、その上にあごを載のせる。

「聞いてくれんのかよ、俺の依頼はよ」

　思案のしどころだった。

　民警が民警を雇うというのは、言ってみれば下した請うけである。たいていの場合、依頼人の民警のキャパシティを超えた案件が回ってくるので、貧乏くじを引かされる可能性も高くなる。

　だが、蓮太郎はそういう常識を踏まえた上で、なぜか水原がもってきた案件がそういった常識の外にあるような予感に駆られていた。

「話せよ」

　そうこなくっちゃな、と水原は応こたえるが、次の瞬しゆん間かん彼の口から飛び出た言葉は、その軽さを吹き飛ばすものだった。

「蓮太郎、お前さ、陸自の発案した強化兵士プロジェクトの最終被ひ験けん者しやだったんだろ？」

　蓮太郎は今度こそ驚愕にソファから立ち上がった。

　なぜ彼がそんなことを知っている？　蓮太郎の義ぎ肢しは黒かったので素材をバラニウムだと類推することはできるだろうが、そこから『新人類創造計画』には、どうやっても結びつかないはずだった。

　目を剥むいて絶句する蓮太郎を尻目に、水原は「当たりか」と呟つぶやく。だがなぜか、水原の表情には当たって欲しくなかったものが当たったような、拭ぬぐいがたい不快感があった。

「蓮太郎、ヤバいネタがある。お前は『新世界創造計画』か『ブラックスワン・プロジェクト』──どっちでもいいから、名前くらい聞いたことがあるか？」

「『新世界創造計画』？　『ブラックスワン・プロジェクト』？　…………いや」

『新世界創造計画』──なんだろう……『新人類創造計画』と名称が酷こく似じしている。ざわざわと、背筋に嫌な予感が這はい上ってくる。

　水すい原ばらは蓮れん太た郎ろうの返答を受けて「そうか」と呟つぶやくと、しばらくテーブルの上に置かれたガラスの灰皿を見ながら黙り込んでしまう。

　蓮太郎は、彼が話し出すのを辛抱強く待った。

「蓮太郎、お前にどれくらい自覚があるのかは知らねぇけど、俺たち民みん警けいの間では、お前は良くも悪くも噂うわさの人だ。お前は、天てん童どう一族の元で育てられたし、聖せい天てん子し様と個人的なつながりがあるって聞いたことがある」

　水原は一いつ旦たん言葉を切って顔を上げる。

「頼みってのはほかでもない、俺と天童グループ、ないしは聖天子様との繋つなぎをつけて欲しいんだ。どうしても聖天子様かその補佐をしている天童菊きく之の丞じよう閣かつ下かに直接お目にかかって話さなきゃならないことがある。東京エリアの危機だ」

「それが、さっき言ってた『新世界創造計画』とか『ブラックスワン・プロジェクト』とかいうやつに繋がってくるのか？」

「そうだ」

「俺以外の誰だれかに仲介してもらうとかじゃ駄目なのか？」

「駄目だ。どこで話が『奴やつ等ら』の耳に入るかわからない」

「なにかを告発したいってことなんだよな？　だったらその証拠品を渡してくれれば、届けておいてやるよ」

「すまない、証拠品は盗ぬすまれたんだ」

「盗まれた？」

　水原が重々しく頷うなずく。

「最近、家に何度か侵入された形跡があっていくつか盗とられた物がある。その中に証拠品もあったんだ。だから、生き証人である俺が直じき訴そするしかない。もう、信じられるのはお前くらいしかいないんだ」

　穏おだやかではない話だった。

　蓮太郎はあごに手を当ててなでさする。

　勿もち論ろん水原に悪い感情など持っていないし、できるならば彼の望みを叶かなえてあげたい。

　問題は段取りについてだった。菊之丞とは元々絶ぜつ縁えん状態だったのに加え、『蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件』の際に袂たもとを分かったままなので論外だし、そもそもあちらも蓮太郎の顔など見たくもないだろう。だが、携帯電話の番号を交換している聖天子に繋ぐことなら──おそらくはできる。

「一つ、条件がある。聖天子様になにを言うつもりなのか事前に俺にも教えてくれ」

「なんだよ、俺を信用してないのか？」

「相手は国家元げん首しゆだぞ。慎重にもなる」

「……まあ、当然か」

　水すい原ばらは譲じよう歩ほする様子を見せるが、ソワソワし始めて事務所内を見渡す。

「この部屋、盗とう聴ちようとかされてないよな？」

「え？」

「だから盗聴だよ。上の階の人間とか、下の階の人間は信用のおける奴やつなのか？」

「どうだろうな」

　彼につられて視線を事務所内に向ける。天井や床は思いのほか薄く、音がよく通るし、壁はモルタル。隣のビルとも近接しているし、防音とはほど遠いボロビルである。

　本格的な盗聴機材や集音マイクを持ち込まれたら、依頼人のプライバシー権など尻を拭ふく紙にもなりはしない。

「ここじゃマズい。明日の夜、建設途中の勾まが田た市役所の新ビルあったよな。あそこで落ち合おう。ただし、これを聞いたら後戻りできなくなるかんな」

　水原の瞳ひとみに本気の色が見えて、蓮れん太た郎ろうは身み震ぶるいした。

　どうやらそれで終しまいにするつもりらしく、水原は破格の報ほう酬しゆうを提示した後おもむろにソファから立ち上がる。見送ろうと蓮太郎も立ち上がり、とりとめもない話で場を繋つなぎながら一階に下りる。

　外は完全に夜になっており、雑ざつ踏とうの中に水商売風の女や一杯引っかけてきたサラリーマンの団体などが混じっている。

　肌に当たる風は、八月の生ぬるい温度をはらんでいた。

　ちょうど正面から延えん珠じゆ、ティナ、木き更さらが両手に買い物袋を膨ふくらませて帰ってきた。女三人でショッピングして来たのがよほど楽しかったのか、じゃれ合い小突き合いながらふらふらと蛇だ行こうして歩く彼女たちの笑い声が聞こえ、その姿を街の灯ひが背後からライトアップしていた。

　水原は一いつ瞬しゆん、まぶしいものを見る目で瞳ひとみを細め、おもむろに蓮太郎の肩を強めに叩たたく。

「蓮太郎、お前はもう『奴等』には俺の関係者だと思われてる。巻き込んですまん。でも、気をつけろ」

「『奴等』？」

　水原は両手をポケットに突っ込むと、振り返らずに去って行った。

　その背を見送りながら、数年ぶりに再会した旧友の存在を、未いまだに自分の中でどう処理すれば良いのか決めかねている自分に気付く。

　彼の背に憂ゆう鬱うつの色が見えるが、それが秘密とやらのせいだったなら、無理矢理にでも聞きだして重荷を半分背負ってやれば良かった。

　昔の彼は、喪うしなわれてしまった妹を早く忘れようとしていた節があったが、その彼が『呪のろわれた子供たち』に関わる仕事をやっているというのは驚き以外のなにものでもなかった。

　どういう心境の変化があったのかは知らないが、妹の身代わりにされている彼のイニシエーターはどういう気持ちなのか。

　ともあれ、水すい原ばらの発言の中には蓮れん太た郎ろうにとっても聞き逃せない単語があった。明日の夜まで時間があるので、こちらからも調べておこう。

「む、依頼人は帰っちゃったのか？」

　見れば延えん珠じゆが両手に提さげた買い物袋を高々と掲かかげながら、恵え比び寿す顔がおでこちらを見ていた。

「見ろ、お野菜やお肉のタイムセール品をたくさん買ってきたから、今日は木き更さらのへそくりで焼き肉パーティするぞ！」

　蓮太郎が木更を見ると、彼女もちょうどこちらを窺うかがっているところだった。ほぼ同時に視線を外はずす。

　蓮太郎はバツの悪さが顔に出ないように延珠に向き直り、微笑を作る。

「悪りぃ延珠。お腹減ってないんだ。三人で食べてくれ」

「え？」

　延珠の表情が固まって、徐じよ々じよに不安げな顔になっていく。

「どうして……なのだ？」

「別に、なんとなく一人で食べたいときがあったって良いだろ？」

　それだけ言うと、蓮太郎は木更の表情を見ないようにしながら踵きびすを返して歩き出した。
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　溜ためられた水の重さに頭こうべを垂たれた竹筒の尻が、岩をたたき出す。

　カポン、という鹿しし威おどしの清明な音が縁えん側がわの向こうから聞こえてきた。美しい音だと思う。

　それに引き替え、木更がいま座っている座敷側の騒そう音おんは耐えがたいものだった。

「──というわけで、この子も反抗期の頃は手がつけられなくて、でも最後には自分から父親と同じ道を進むことを決意してくれて。それどころかこの子は、警察学校の座学と実技、両方で主席で──」

「──こらお前、あまり恥ずかしい話をするな」

「──ハッハッハ、そいつは素晴らしいですなぁ。ますますウチの木更にはもったいない」

　上座で大口を開けてガハガハ笑うオジさんのテーブルを挟んで正面に、ヤクザみたいな傷が顔面に走っている櫃ひつ間ま正ただし警けい視し総そう監かん、その横には縁ふちの厚い眼鏡をかけた総監の奥方がオホホと口元を隠しながら笑っている。

「いいえ、そんなことはございませんことよ。天てん童どうさんもお人形さんみたいに綺き麗れいで、ウチの篤あつ郎ろうも一目で天童さんに心を奪うばわれたって」

　綺麗だと言われて嫌な気分になる女性はいないが、ここまで茶番じみていると額面通りに受け取り難いものがあった。

　現在木き更さらがいるのは高級料亭『鵜う登と呂ろ亭てい』。見合いの場には木更を含め六人の人間がテーブルを囲んでいた。

　六人もいるわりには会話に参加しているのは半分だけで、隣となりにはいつもの制服姿の蓮れん太た郎ろうが、なにを考えているかも知れぬ顔で座っている。

　見合いの話を切り出したとき、てっきり怒り出してやめろと言い出すものだと思っていた。

　だから彼がすんなりＯＫを出した時、失望すると同時に頭に来てしまった部分も──少なからずある。

　なぜか木更は、蓮太郎が見合いをぶち壊してくれるものと期待していたのだ。でも、どうして？

　考えあぐねて和室内を眺めるともなく眺めると、掛かけ軸じくの横に精せい緻ちな細工が彫り込まれた鏡が飾ってあることに気付き、木更は首を伸ばして自分の姿を見る。

　化粧をして口紅を差し、髪飾りをして着物に袖そでを通した木更がそこに映っていた。

　知り合いの司し馬ば重工の社長令れい嬢じようが和服を愛用しているので、なんとなく着物に袖を通す気にならなかったのだが、どうしてなかなか可愛いのではないか。

　やっぱり斜め四十五度くらいが一番可愛かわいく見えるかしらと思いながら、鏡に対して顔の角度を微調整していると、ふと視線を感じてそちらを見る。

　差し向かいに座る眼鏡の男性がこちらをにこにこしながら見ていることに気付き、頬ほおが熱くなり、慌てて居い住ずまいを正した。

　もう一人、彼ら以外にもこの場には人間がいるのだ。

　ほとんど会話らしい会話もしていなかったが、写真よりも細身で綺き麗れいめの男性である。

　櫃ひつ間ま篤あつ郎ろう。紋もん付つきに袖を通して先ほどから正座で通している。五年前と比べてまた一層背が伸びて精せい悍かんになったように見える。

「じゃあ私たち年寄りは退散して、若い者同士でお話ってことに──」

　ひとしきり喋しやべり終わったあと奥方がそう言うと、こちらの返答も聞かずに立ち上がる。

「な、なんだよ。俺も退散しなきゃいけねーのかよ」

「当たり前だろバカモン。さあこっちに来い」

　紫し垣がき仙せん一いちが蓮太郎を引っ立たせると、それに続いて櫃間夫妻が立ち上がり、ふすまを引いて出て行く。

　そして静けさだけが取り残された。

　木更は小さく溜め息をつくと、櫃間は丁てい寧ねいに頭を下げる。

「すみません。ウチの父母たちが舞い上がってしまったみたいで」

「お久しぶりです、櫃間さん」

「ええ、五年ぶりでしょうか」

　木き更さらはいまだに困惑して、目の前に座る男に対して態度を決めかねていた。

「その……警けい視しに、昇進されたんですね」

「はは、五年前はまだ入庁したばかりで右も左もわからない状態でしたからね。あの頃と比べられても。それを言うなら、君こそ五年前とは別人ですよ。昔はまだ可愛らしいというレベルだったけど、いまはもう文句なく美しい」

「いやだわ櫃ひつ間まさん、お世辞ばっかり」

　今度は演技ではなく頬ほおが赤くなって俯うつむいた。

「……でも櫃間さん、どうして急に──」

「と、いうと？」

　悪びれもない櫃間の笑顔に罪悪感を覚えながら、木更は続ける。

「櫃間さんには申し訳ないと思っています。私の一存で天てん童どうを出しゆつ奔ぽんしたせいで、そちらに破談状も届いたことでしょう。だからこそご存じだと思うのですが、私と結婚しても天童との橋渡しにはなりません。私はいま天童を離反していて、本家からは勘かん当どう同然の扱いを受けています。名字こそ天童を名乗っていますが、私は自分のことを天童だなんて微み塵じんも思っていません」

　できることなら、自分の中に流れている天童の血を全部抜き取って他の血と入れ替えたいくらいだ、という後半の言葉を飲み込む。

「別に、私は天童一族とコネクションが欲しくて紫し垣がきさんに一席設けてもらったわけではありません」

「じゃあどうして？　親が警視総監で櫃間さん自身も警視ならさぞかし、おモテになるんじゃないかと思いますが」

「あなたを一目見て、その美しさに心を奪うばわれたというのは、理由になりませんか？」

　不意打ち気味の発言に、木更は思わず頬を染め顔を背そむけた。

「お戯たわむれを」

「冗談で言っているわけではありません」

「なおさら……恥ずかしいですわ」

　櫃間の睦むつ言ごとに耳を傾かたむけつつも、心のどこかで暗い声が上がる。

　木更にも、無邪気にシンデレラを信じられる時代があった。

　だが、王子様が自分を見み初そめて窮きゆう状じようから救い出してくれるなんて夢は、両親が食い殺されたその日に覚めたきり見ていない。よしんば王子様が、あるいは魔法使いがいるとしたら、いますぐ両親を生き返らせてみせろ。

　木更は心に活を入れて背筋を正す。

「私は、天童に復ふく讐しゆうするために生きています」

　木更は戦法を変えることにした。自分をよく見せようとしながら虎こ視し眈たん々たんと相手を窺うかがうという見合いのシステムそのものに嫌気が差していたので、頃合いだと自分に言い聞かせる。

「知っています」

「え？」

　鹿しし威おどしが頭こうべを垂たれ石を打つ音が聞こえる。

「私は、天てん童どうさんの事情も勿もち論ろん存じています」

「その上で、私にお見合いを？」

「そうです。実はその件で、私も天童さんにお手伝いできることがあるのではないかと思いまして」

「そ、それはなんですか？」

　勢い込んでテーブルから身を乗り出すと、櫃ひつ間まは知性的な顔をにっこり笑みの形に崩しながら外を指差した。

「歩きながら話しませんか？」

　頷うなずくより他になかった。

　縁えん側がわから外に出ると白い玉たま砂じや利りの庭を連れ立って歩く。庭園の奥まった場所にある小さな池には朱塗りのアーチ橋が架かっており、欄らん干かんには擬ぎ宝ぼ珠しが据えられていた。

　櫃間から受け取った餌をアーチ橋の欄干から落とすと、見る見るニシキゴイが集まってきて万華鏡めいた色彩の乱舞になる。

「それで？」

　相手のペースに乗せられているなと思いながらも、木き更さらは興味なさそうに装って切り出す。

「天童さん、詳細は省きますが、私たち櫃間の一族も、実は天童には良い感情を抱いていません」

　木更の眉がピクリと動いた。コイの餌を落としながら振り返りもせずに言う。

「無む謀ぼうですね。天童一族は幼児期からの徹底的なエリート教育によって多数の大物を輩はい出しゆつし続ける政財界の巨人ガリバーですよ。その天童に楯たて突つくということは国家に楯突くのも同じ行為。かつて天童に挑戦して闇やみから闇に葬ほうむられた幾多の敵対者のように、あなたたちの一族も潰されます」

「真っ向からやればそうなるでしょうね。ただ搦からめ手から攻めれば鉄壁の牙城を崩すことも、あるいは可能なのではないでしょうか。たとえば闇討ちで天童菊きく之の丞じよう一派の首を狙っている、あなたのように」

　パシャリ、と水面をコイが跳ねた。

「……どこまで知っているんですか？」

「風の噂うわさに聞いた程度です」

　木更は振り返って櫃間を見た。

「協力を申し出てくれるのは嬉うれしいですが、これは私の戦いです。利用されるなんてまっぴら」

「あなたは私を利用してください。私はあなたを利用しません」

　木き更さらは眉をひそめた。

「気味の悪い話ですね。あなたが私に求めるのはなんですか？　はっきりと仰おつしやってください」

　櫃ひつ間まはあごに手を当てて、考える素振りを見せた。

「そうですね、訂正します。私はあなたから欲しいものがあります」

　突然櫃間の手が腰に回され、掌てのひらを握られる。櫃間の美び貌ぼうが近くにあって、木更はドキッとする。

「あなたは私をおかしくした。それはすべてあなたの美しさがゆえです。もし私のことが気に入らないならば剣を拾ってください。でなければ私を」

　直近に櫃間の顔が迫ってきて、木更は頬ほおに紅葉を散らして顔を背けた。

「シェイクスピア劇の見過ぎですね」

「本心です」

　男に強引に抱きしめられるその体温の熱さに驚きながら、心の中で、里さと見みくんは私にこんなことしてくれないな、と思う。

　櫃間はポケットを探ると、木更の掌になにかを握らせる。

　掌を伝う金属の冷たさに驚きながら掌を開けると、そこには陽光を反射して黄金色に輝かがやく円状の物体があった。

「これは？」

「懐かい中ちゆう時ど計けいだ。開けてごらん」

　彼に言われるままに操作すると、純金製の蓋ふたが開いて、木更は驚きに小さく口を開けた。長針と短針も金であしらわれており、高級そうな作りの文も字じ盤ばんの周辺には宝石が埋め込まれ、陽光を反射し光の洪こう水ずいとなって木更の眼を苛さいなむ。

「嬉うれしい。これを私に？」

「もらってくれると、無駄にならなくて嬉しいんですけどね」

　ありがとうという言葉が出かけるが、ハッとして言葉を飲み込むと「でも」とつなげる。

「私たち、もう許嫁いいなずけじゃないのよ」

「そんなことは問題じゃない。私は君が好きなんだ」

「…………あなたみたいな人に耳元で愛をささやかれたら、私もガラスの靴を履はいてみたくなるのかしら？」

「試してみましょうか？」

　迫ってくる櫃間の唇を見て、木更はゆっくりと目をつぶった。







　右手側に広がる美しい日本庭園の白しろ砂すなも、観念的に昇華された枯かれ山さん水すいも、すでに蓮れん太た郎ろうの心を明るくしてくれるものではなくなっていた。

　縁えん側がわの板敷きの廊下を歩きながらトイレを探し歩いている蓮れん太た郎ろうは、やきもきした気持ちのまま歩き回る。

　なんだよ木き更さらさん、アイツのために化粧してあんな可愛かわいい格好してきて。もうちょっと、構わない格好だっていいじゃねぇかよ。俺の前では、三六五日ずっと黒セーラーのままなのに。

　蓮太郎の心のモヤモヤは、櫃ひつ間まが五年前に見たときよりもずっと精せい悍かんになっていることだけに端たんを発はつしているのではない。

　天てん童どう木更の初恋の相手は、なにを隠そう櫃間なのだ。

　おそらく木更本人ですら、あれを恋だと自覚してはいない。

　その当時の淡い想おもいはそのまま自然消滅してくれていると思っていた。だが、こうして彼の見合いを受けて綺き麗れいに着飾っている木更を見ると、蓮太郎は途端に自信が無くなる。

『いい？　天童は普通の人間とは違うの。決して自分が相手と公平だと思って接してはだめよ』

　──俺は、木更さんにどうして欲しいんだ？　俺は……。

　見るともなく庭園を眺めながら縁側の角を曲がったところで、蓮太郎ははたと立ち止まる。

　朱塗りのアーチ橋の上で木更と櫃間が会話している。

　ここからでは会話の内容までは聞こえないが、そこはかとなく楽しそうに見えるのは蓮太郎の眼の錯さつ覚かくだろうか。

「ッ！」

　櫃間が木更を抱き寄せると、唇を彼女の顔に近づけていく。二つのシルエットが重なった。

　電でん撃げきをくらったように体がこわばり、全身から汗が噴き出してきた。

　蓮太郎はその場で踵きびすを返すと、早足に料亭を去った。







　視界いっぱいに広がる櫃間の顔に、木更は目を閉じる。──だが二人の唇が重なる寸前、木更は唇と唇の間に仕切り板よろしく掌てのひらを差し込んでいた。

　そのまま、グイと櫃間の胸元を押す。

「──いまは、離してください」

　そう告げると、無理強いはされずに解放される。

　木更は上気した頬ほおを見られないよう、着物の襟えりを直す。

「つまり、こういうことですか？　私はあなたの使えるものすべてを使って良い。その代わり、あなたは私が欲しいと？」

「まあ、そういう風に取ってもらっても構いません」

　木更は居い住ずまいを正すフリをしながら黙考する。どのみち、自分の命など路ろ傍ぼうの石も同然。残り四人の天てん童どうを葬るまで保もてば良いだけの体だ。

　綺麗な顔と体に生んでくれて、それを交渉材料にできるなら願ってもない話ではないか。

　利用し、利用される。なんて単純な関係だろう。自分は櫃ひつ間まを好きになれるかもしれない。

　なにかがチクリと木き更さらの胸を刺した。

　──あれ？　恋とか愛ってそういうものだっけ？
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「で、君は木更がチュッチュしてるのを見て腹を立てて、木更の前から逃げ出してきたのか？」

　さも痛快とばかりの表情で、法医学教室の室長・室むろ戸と菫すみれはこちらを覗のぞき込んできた。

「別に、そんなんじゃ、ねぇよ」

「そんな体勢で言われても、ちょっと説得力にかけるねぇ」

　蓮れん太た郎ろうは、机に突つっ伏ぷしたままの自分の体勢を顧かえりみる。億おつ劫くうげに上半身を起こすと、薄暗い地下室につり下げられた裸電球を見るともなく見上げた。

　蓮太郎は菫の法医学教室を訪れていた。

　困ったときの神頼みならぬ、菫頼みである。

　こういう時、身近に頼りになる年長者がいるのは心強かった。蓮太郎は昨日一いつ睡すいもしていない。水すい原ばらの一件もあったが、本音のところ、一番気になるのは木更の見合いの話だった。きっと菫なら、いまの蓮太郎の状況に対して快かい刀とう乱らん麻まのアドバイスをくれるに違いない、そう思って彼女に思い切って相談したのだが──

「無理無理、諦あきらめたまえ。木更みたいな優良物件、いままで売れずに残ってたこと自体が奇跡に近いんだ。やっとふさわしい買い手がついたんだろ」

　蓮太郎は唇を尖らせた。

「なんだよ、先生は、俺と木更さんのこと応援してくれてたんじゃないのかよ」

「まさか。君と木更は放っておくと、ジジババになるまでそのままだろうから、焚たきつけてるだけだよ。むしろ、君と木更が上手くいきそうになったら全力で妨害する側に回るね」

「最低だ……アンタ最低だ」

「むしろ私は、君が持て余した性欲に任せて木更を押し倒して警察の御用になって夕刊の一面を飾るとか、そういう方面での大活躍を期待していたんだがね」

「なんで警察沙ざ汰たなんだよ」

「君が警察沙汰にならずに木更をモノにできるものかね？」

　蓮太郎があきれかえっていると、菫が蓮太郎の対面に腰掛け、蓮太郎に視線の高さを合わせて手を振った。

「やめたまえやめたまえ蓮太郎くん、君は木更とえっちぃことしてあわよくば結婚なんて考えてるのかもしれないが、結婚なんていいもんじゃないよ。君に一つ、男と女についてレクチャーしよう。男はね、女のヒステリックでうんざりするほどよく喋しやべる性せい癖へきを我慢したり、自分の夢を諦あきらめたり、他のおっぱい大きくて可愛かわいい女性に目移りするのを我慢して家に帰るんだ。女もね、男性の不愉快な性癖を我慢して、男好みのファッションをまとって男好みの料理を作って、身体を差し出す。お互い我慢の連続さ。男は本質的には女が大嫌いで、女は本質的には男が大嫌いなんだよ」

「じゃあなんで結婚するんだ？」

「ウディ・アレンは卵が欲しいからだと言っていたな」

「なんだそりゃ」

「やれやれ。少しは自分で考える努力をしたらどうだい？　古代の人間は、脳味噌は鼻水を作るためだけの器官だと思ってたらしいけど、君の脳はまさしく鼻水生成装置以上の役割を果たしていないじゃないか。君の存在は悲劇だよ。私は虚ニ無ヒ主リ義ス者トだよ？　私の意見からニヒリズムを引き算すれば良い」

「なにが残るんだ？」

「男は本質的に女が大好きで、女は本質的に男が大好きなんだよ。そんなこともわからないのかい？」

　蓮れん太た郎ろうは狐につままれたような面おも持もちのまま固まってしまった。

　この人はどこからが冗談でどこまでが本気なのだろうか。

　菫すみれが立ち上がってこちらに背を向ける。どうやらいつも通りコーヒーを淹いれてくれるらしい。そのオーバーサイズの白衣の背を眺めながら、胸の内に秘めていた話題を振ることにした。

「先生、『ブラックスワン・プロジェクト』って聞いたことあるか？」

「いいや、ないね」

　菫はケトルに水を適当に入れて、電磁調理器ボタンを押す。そのままの姿勢で「ただし」と、付け加える。

「ブラックスワンと名のつくところを見ると、『ブラックスワン理論』と関係があるかもしれないな」

「ブラックスワン理論？」

　菫はこちらに背を向けコーヒー缶からインスタントコーヒーを適量振り入れながら語り始める。

「スワン──つまりハクチョウは本来的にすべて白色だとされていたが、オーストラリアで黒いハクチョウが発見されて鳥類学者の間に激げき震しんが走った事件がある。ハクチョウは本来的に白いものだと認識されていた世界では、誰だれもコクチョウブラツクスワンの存在を予見できなかったんだ。

　そこから従来の常識に縛しばられて長期的予測を立てていると、予測不可能な事態が起こったとき対応が後ご手てに回ってとんでもないダメージを被こうむることになることをブラックスワン理論と呼ぶようになったんだよ。元々世界には確かな物なんて何一つなく、不確実性で溢あふれている。それをまるで既知のものであるかのように長期的に予測したツケが高くついたんだね。

　まあこれは、人間の性さがに対する鋭するどい警けい鐘しようも含んでいるんだよ。十年間連続で豊作だったら、明日洪こう水ずいで一帯が流されるなんて夢にも思わないだろ？

　理屈の上では数万年に一度しか起きないような大恐慌が数十年単位で頻ひん発ぱつしたり、規格外の地震が起こって原発がメルトダウンしたり、あるいは──」

「──突然ウィルス性の寄生生物が現れて、人類を駆く逐ちくしていったり？」

　菫すみれは振り返ると、にやにやと笑った。

「そういうことだ、なかなか飲み込みが早いじゃないか助手くん」

　蓮れん太た郎ろうは自分の手元に視線を落とした。

『ブラックスワン・プロジェクト』──なんだろう、嫌な予感がする。

　蓮太郎は後悔しつつあった。もしかしたら水すい原ばらの陥っている状況とは、予想よりもずっとマズイものなのではないだろうか。やはりあの時、無理矢理にでも聞き出しておくべきだったのだ。

　時刻を確認する。まだ約束の時間まであった。

「先生、もう一つある。『新世界創造計画』って単語に心当たりは？」

　菫がびっくりして振り返る。その反応から、蓮太郎は当たりを引いたことを確信した。

『新世界創造計画』と『新人類創造計画』──この類似は、最初水原に聞いたときから無視できない問題だった。

　ケトルの湯が沸わき甲高い笛ふえが鳴ると共に、カタカタと蓋ふたが動く音がする。

「どこでその名前を聞いた」

「依頼人が流した情報だ」

「どこまで知ってる？」

「ほとんどなにも。だから先生に聞きに来たんだよ」

　水原は、盗聴器を警戒したり場所を変えて話そうといったり、異常なほどナーバスになっていた。『新世界創造計画』と『ブラックスワン・プロジェクト』──その二つには、そうせざるを得ないほど危険なものが含まれていると考えるのが妥当。

　菫はしばらくあごに手を当てて考え込んでいた。

「君には以前、『新人類創造計画』が解散した理由を話したことがあったな」

「えーとたしか、金が掛かるからやめたんだっけか」

「そうだ、自然発生的に生まれてくる『子供たち』はノーコストだが、君たち一人あたりには莫ばく大だいなコストが掛かっている」

　菫は耐熱ビーカー二つになみなみとコーヒーを淹いれながら、蓮太郎の頭頂からつま先までじっくりと眺めた。

「君は百億円の少年だ、蓮太郎くん」

　なるほど、なくなるはずだ。一人あたりにそれだけ掛かるなら量産体制を整備することなど、夢のまた夢だろう。

　菫すみれは続けた。

「だがね、『子供たち』が現れなければ『新人類創造計画』は次の段階に進む予定だった。それが『新世界創造計画』だよ。そうだね、一言で言うならば『新世界創造計画』は『新人類創造計画』の完全版といったところだね」

「完全版……？」

「そうだ。君や蛭ひる子こ影かげ胤たね、ティナちゃんは体の一部にスーパー繊せん維いや代替臓器、メタルスキンなどを使ったテクノロジーの塊だが、『新世界創造計画』ではさらにもう一歩踏ふみ込んで、体の半分以上を機械に置き換えて、ゆくゆくは脳以外の全身をも視野に入れていた」

「待ってくれッ」

　蓮れん太た郎ろうは慌あわてて割って入った。

「先生前に、ただでさえ機械化手術は成功率が低いって言ってたよな。その適用範囲を増やすなんてことをしたら……」

　菫はバツが悪そうな顔をして椅子に座ると、裸電球を眩まぶしそうに仰いだ。

「理論的にはゼロじゃないからな。確率がゼロじゃないならば挑戦したくなるのが科学者という生き物だ」

「……先生は、科学者である前に医者なんだよな？」

「私は、な。だが、好奇心という名の毒は科学者に覿てき面めんに効く。猫以外も殺すさ」

　菫は耐熱ビーカーの一つを滑らせてくる。

　蓮太郎は、ビーカーを両手で持って、中の黒々とした液体を見た。掌てのひらにじんわりとした熱が広がっていく。

「どういうことなんだ？　『新世界創造計画』は実現しなかった計画なんだろ？　でもその名前が、俺の依頼人の口から出た……」

「それは私が聞きたいくらいだよ。私は『新人類創造計画』の最高責任者だが、『新世界創造計画』が始動したなんて話は寡か聞ぶんにして知らない。しかし、ふぅむ……もしかしたらあの事件に関係あるかもしれないな」

「あの事件？」

　菫はまた考え込む素振りを見せてから口を開いた。

「実はな、この前新国立劇場で一人の男が殺された。芳ほう原ばら健けん二じ、三十五歳、趣しゆ味みのオペラ観劇中に胸を刺されて即死したそうだ。同日同時刻、高たか村むら莢さや、二十八歳の家に何者かが訪れて彼女をショットガンとおぼしき武器で殺している。さらに同日同時刻、海え老び原はら義ぎ一いち、五十三歳が高速新幹線に乗っているところを狙そ撃げきで殺されている」

「一日に三件も……」

「いや、問題はそこじゃない。殺された三人にはある共通点があってね」

　菫すみれは一いつ旦たんコーヒーに口をつけてから、重く閉ざした口を開いた。

「芳ほう原ばら健けん二じと高たか村むら莢さやは『新人類創造計画』の元強化兵士の生き残りだったんだ」

「なんだって！」

　瞠どう目もくした蓮れん太た郎ろうを横目で見ながら足を組むと、菫はちびりとビーカーを傾かたむける。

「二人とも私の患者だ。正直面めん食くらったよ。私は彼らをよく知っていたからね。君にはできれば伝えたくなかった。『新人類創造計画』の元兵士が二人も狩られているなんて話はね……。彼らは計画的に殺された。彼らは君と違って直接ガストレア大戦を戦ったことのある連中で、戦後になって戦いそのものが嫌になって隠いん居きよを選んでいた者たちだ」

　以前菫から、行き場を失った他の強化兵士は民みん警けいとして再就職した者が多いと聞いていたが、その限りではない兵士もいたということか。

　菫はあごに手を当て、どこか遠い目を見た。

「彼らが平穏を選んだならば、私は祝福してやるつもりだった。だがどうやら、そんな二人をそそのかしたヘビがいたようだな。それがこの男だよ」

　菫は机に散らかった書類束を取り出して投げ渡す。

　どうやら検死の書類らしい。一枚目には海え老び原はら義ぎ一いちの名前と彼のプロフィールが刻まれていた。

「こいつは誰だれなんだ」

「公安のお偉いさんだそうだ」

　公安とは、公安警察のことだろう。急進派や保守派の過激派の検挙や、国際テロリストの摘発まで『国家』を守るためにありとあらゆる事をやっている部署。その捜査方法は謎のベールに包まれているが、一昔前の憲兵やスパイまがいの組織だと聞く。

「どうして公安が」

「どうやら海老原は、隠居生活を送っていた二人に秘密裏にコンタクトをとって、工作員の真似事をさせていたらしい。『らしい』というのは、彼が死んでしまって彼と二人の退役兵士の関係性が立証できないからだ。知っているのは彼一人だったからな。この話も海老原の秘書が、ビルで彼と芳原が密会しているのを見たから出てきたんだ。盗み聞いた会話の中に『新世界創造計画』という単語が出たらしい。秘書はその時はなにを言っているのかよくわからなかったらしいがね」

「つまり、三人が殺されたのは……」

「わからないが、知ってはいけないことを知ってしまったんだろう」

　シン、と静寂が地下室に降りた。湿気の強い地下室の空気が首筋を撫なでていく。

　菫は、静じよう脈みやくの透けた青白い手で机の上の別のファイルに手を伸ばす。

「ところで里さと見みくん、ティナちゃんの元に警察関係者がお邪魔していたりはしていないかい？」

「いや……どうしてだ」

「実は私も事件が気になって、未み織おりに情報を流してもらっていたんだ。芳ほう原ばら健けん二じのオペラ劇場での殺人は目もく撃げき証言もなく、殺害に使われたナイフからも指紋は出なかったんだが、ナイフにわずかに甘ったるい香りが残っていたそうだ。高たか村むら莢さや殺害に使われたショットガンは十二番径ゲージの対人装弾シエルが使われている。同じく目撃情報なし。最後の新幹線の狙そ撃げき事件なんだが、海老原を殺した弾丸は、ラプアマグナムとか言う強力な狙撃弾。私は銃とかそっち方面には詳しくないが、その時新幹線は時速二〇〇キロの高速で運行していたらしい。その窓から狙撃弾が飛び込んで正確に彼の頭部にヒット。信じられるかい？」

　そこまで言われて、どうしてティナの名前がでたのか悟る。

「待ってくれ先生ッ！　ティナは犯人じゃない」

「私だってそう信じたいさ。だがここまで超人的な特殊スキルを持っている人間から逆算して絞り込んでいくと、遅かれ早かれティナちゃんは容疑者リストに上がってくる」

　馬鹿な。ティナが、そんなことをするはずがない。

「ティナちゃんは聖せい天てん子し様の特別な計はからいで保ほ護ご観かん察さつ程度の処分に落ちついているが、元々は国家元首暗殺未み遂すいという重罪人だということを忘れるな。余罪が加わると銃殺処分は免れないぞ」

「………………つうかよ、もし、そんな殺し屋連中がいるとして、それが『新世界創造計画』の犯行だとは限らねぇだろ。仮にそうだったとして、旧式の俺で勝てんのかよ？」

　蓮れん太た郎ろうは過去に影かげ胤たね、ティナ、アルデバランを下しているが、決して自分の力が彼らに優越するものだとは思っていない。むしろ毎回あんなにぎりぎりでよく勝ちを取れるものだと思っているくらいだ。

　菫すみれは蓮太郎の言わんとしていることを悟ったのか、あきれたようなため息をついた。

「なにか勘かん違ちがいしているようだけど、君の義ぎ肢しはまだまだ進化の余地を残しているよ」

　一瞬、菫が何を言っているのかわからず、ポカンとする。

「ほ、本当か？」

　詰め寄らんばかりに顔を近づけると、菫は鷹おう揚ように両手を広げる。

「本当だとも。君は私の作った兵士の中でもトップクラスに優れているが、それは君のポテンシャルも含めての話だ。その手足も眼も、君はなかなか上手く運用しているようだが、私の当初の想定スペック通りの性能を発はつ揮きしているとは言い難いね。たとえばその眼」

　菫に指されて、蓮太郎はそっと義眼の嵌はまっている左目を撫なでた。

「君の眼にはリミッター回路が搭とう載さいされていて、ある一定以上の思考の回転数まで行かないようになっている」

「ど、どうして？」

「見えすぎるんだ。いまは敵の未来位置の予測演算や距離計とか、時間の流れが遅く感じられる程度だろうが、実はまだ先がある。臨床実験の段階では君と同じ眼をリミッター回路抜きで移植した患者も数人いたが、みんな帰ってこなかった」

「帰ってこなかったっていうと……」

「義眼を解放した瞬しゆん間かん、脳波計が激しく振しん幅ぷくして、最終的にはゼロになった。彼らが何を見たのか、ついに私にもわからなかった。わからないものは使えないということで、最終的にはリミッター回路をつけるしか方法がなかったんだよ。車のエンジン内部の爆発反応やハードディスクの書き込みとか、きちんと観測されていないけど使ってるものなんて沢山あるのにね。こと生命倫理バイオエシツクスの分野となると、途端にお上は及び腰になる」

「そりゃそうだろ。そこをなおざりにしたら、犯罪の華が咲さき誇ほこる」

「犯罪の華、ね……。なるほどそれじゃあ私は悪人かい？」

「限りなく黒に近いグレー、って感じだな」

　菫すみれは面白くなさそうに鼻を鳴らす。

「言うようになったじゃないか。まあ、リミッターに関しては正解だったかもしれん。回転数が下がる代わりに能力者の脳の負担も随ずい分ぶん下がったしね。君も『二タ千ー分ミのナ一ル秒・のホ向ラこイうズ側ン』という言葉だけは覚えておきたまえ」

「『二タ千ー分ミのナ一ル秒・のホ向ラこイうズ側ン』？」

「そうだ。君の義眼は君の怒りや悲しみなどの感情を糧かてに能力の増減が起こる。君は義眼を発動させているとき、時間がゆっくり流れていることを認識しているだろうが、それは回りの時間が遅くなっているわけじゃなくて、義眼に内蔵された強力なコンピューターと連結した君の脳の思考回転数が速くなっているから相対的に遅くなって見えるんだ。そして、二千分の一秒──つまり、現実世界での一秒が二千秒に感じられるほど周囲の時間がゆっくりになって見える、これは一つの壁だ。この限界線を超えた患者は全員脳が破壊されて帰ってこなくなった」

　蓮れん太た郎ろうは愕がく然ぜんとした。

　義眼の回転数が一番上がったと自負しているＶＳ蛭ひる子こ影かげ胤たね戦でも、精せい々ぜいが五十分の一程度。瞬間的な数値でも百分の一秒を超えるか否かだろう。

　──二千倍？　まだ、そんなに先があるのか？

　だがこれは同時に吉報でもあると、蓮太郎は余さず理解していた。藍あい原はら延えん珠じゆ、ティナ・スプラウト、天てん童どう木き更さら。天童民間警備会社の強力な事務所員に後おくれを取るまいとするならば、『二タ千ー分ミのナ一ル秒・のホ向ラこイうズ側ン』に可能な限り接近することは、決して無駄にはならないはずだ。

　たとえ狙そ撃げきライフルが満足に扱えなかったとしても、それは余りあるアドバンテージではないか。

　菫は足を組み替えて続けた。

「話を戻そう。君は依頼人に関する守秘義務を持っているし、私も名前を聞き出したいわけじゃない。だがとりあえず、そいつの身柄をできるだけ安全なところに隠すことを優先したまえ。殺された三人と同じネタを握っているとしたら、その依頼人の身も危ないぞ」

　やはりいますぐ水すい原ばらとの待ち合わせの場所に行こう。そう思って立ち上がりかける。

「最後に──」

　菫すみれが鋭するどい視線で射い貫ぬいた。

「──まだ結論が出ていない話題があったな。木き更さらのことはどうするつもりだ？」

　ピタリ、と蓮れん太た郎ろうの動きが止まった。

「別に、どうもしねぇよ」

「木更が他の男に取られても、君は切せつ歯し扼やく腕わんして見ているだけか？」

　蓮太郎はスツールから立ち上がると、まっすぐ菫を見下ろした。

「先生……先生にも、この前の和かず光みつ義に兄いさんと木更さんの間にあった一件は話したよな」

「ああ……」

『第三次関東会戦』の折、天てん童どう木更は腹違いの兄、天童和光を殺害した──この上なく残酷な方法で。

「俺は、その……木更さんが好きだ。木更さんのためならなんだってしてあげたい。でもこの前の一件でわかったんだ。木更さんは天童への憎しみによって支えられてるんだって」

　両親が彼女の目の前でガストレアに捕食された事件以降、木更は生きる意味を喪失して失語症になっていた時期があったが、ある日急にベッドから起き上がると、彼女は天童助すけ喜き与よに頼み込んで、猛もう烈れつな勢いで剣の稽けい古こを始めた。

　彼女の心臓を動かして生きる努力をさせていたのは、自分の人生を滅茶苦茶にした連中を地獄にたたき落とすこと、その一念のみだった。

「天童民間警備会社を始めて一年間、楽しい日々が続いてたから、忘れてくれてると思ってた。でも違ったんだ」

『わからない？　正義じゃ駄目なのよ。悪に対抗できるのは正義じゃない、悪を上回る〝絶対悪〟なの。私にはその力がある』

　蓮太郎は歯は噛がみして俯うつむいた。

「俺の言葉も、届かなかった……」

　喋しやべっていると思考が徐じよ々じよに整理されてきて、櫃ひつ間まと木更との見合いにどういう態度で臨のぞめば良いのか見えてくる。

「十年前、天童の家に引き取られてからずっと、木更さんには一生掛かっても返しきれないくらいの恩を受けた。俺は、あの人が幸せになってくれるならなんでもするよ。先生、俺、決めたよ。俺は木更さんに知って欲しい。復ふく讐しゆう以外にも、この世界には生きるに値することがいっぱいあるんだって。だから、そのためなら俺は……」

　蓮太郎はハッとした。たったいま心の中で下した決断は、十年間の木更への積もり積もった想おもいとの決別を意味するものだったからだ。

　菫すみれが怪け訝げんな表情をする。

「木き更さらの幸せを第一に考えて身を引くつもりか？　わかってるのかい蓮れん太た郎ろうくん？　本気で木更の幸せだけを願うなら、ここから先、君は自分の気持ちを殺し続けなければいけないんだぞ。半はん端ぱは許されない。誓えるか？」

　蓮太郎は目を閉じる。目ま蓋ぶたの裏に、口元に手を当てて奥ゆかしく笑う美しい木更の姿が浮かんできた。

「誓うよ、先生」

「その見合い相手と上手くいって、木更が結婚して子供をもうけて幸せになっても──それでも木更は復讐を忘れられないかもしれない。体は腐っても再生が利くが、心が腐ったら駄目だ。もう治らん。木更が手遅れになったら、君が始末をつけるんだ。できるか？」

　蓮太郎は立ち上がり、菫に背を向ける。

「先生もう行くよ。依頼人と待ち合わせがあるんだ」

　逃げるように歩き出すが、階段を踏む蓮太郎の足取りは重かった。

　──俺は木更さんのためならなんだってできる……なんだって……。

　調ちよう息そくが乱れて呼吸が不規則に荒くなっていることに気付いて、蓮太郎はほぼ無意識に腰の後ろをまさぐる。

　拳けん銃じゆうの銃把グリツプを両手でかたく握り、祈るようにして銃をもつことで荒くなった呼吸を整えようとする。

　が、まさぐった手が空を掴つかむ。腰にいつもの頼もしい重みがないことに気付き、慌てて両手を腰の後ろに回すが、ない。

　蓮太郎のＸＤ拳銃がなくなっていた。

　そんな馬鹿なと思うが、すべてのポケットを探っても拳銃は出てこなかった。まさかどこかに落としたのか。

　今日は朝から慌ただしかったので特に意識することもなかったが……。

　ふと、水すい原ばらとのやり取りが脳裏に再生される。

『すまない、証拠品は盗ぬすまれたんだ』

『盗まれた？』

『最近、家に何度か侵入された形跡があっていくつか盗とられた物がある。その中に証拠品もあったんだ。だから、生き証人である俺が直じき訴そするしかない。もう、信じられるのはお前くらいしかいないんだ』

　たしかこうも言っていなかったか。

『蓮太郎、お前はもう〝奴やつ等ら〟には俺の関係者だと思われてる。巻き込んですまん。でも、気をつけろ』

　馬鹿な、と首を振る。昨日の今日で、そんな都合良く敵の手が伸びているはずがない。それに、もし水すい原ばらの言うような『敵』とやらがいるとして、蓮れん太た郎ろうの銃など盗んでそいつはどうするというのか。

　待ち合わせ時刻は間近に迫っていた。

　わき起こってくる不快な予感を首を振って断ち切ると、早足に待ち合わせのビルに急いだ。
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　建設途中の勾まが田た市役所の新ビルは、コンクリ剥むき出しの打ちっ放しになったまま、青白い月光にさらされていた。

　建物内を呵か責しやくなく露あらわにする月光は、建築用の足場に阻はばまれて複雑な陰影を伴った影絵を地面に投げる。

　その中に一人、手持ちぶさたに両手をポケットに突っ込み、足で床を蹴ける水原の姿もあった。

　待ち合わせより一時間も前に着いてしまったのは、家に居る自分のイニシエーターと一悶もん着ちやくあったからだった。

　やはり繁はん華か街がいで落ち合った方が良かったかと思ったが、すぐに首を横に振る。どこで聞き耳を立てられているかもわからない状況で、おちおち話などできるはずもない。

　あとちょっとだ、と水原は必死に自分に言い聞かせた。

　蓮太郎を通じて例の計画を告発できれば、すべて終わる。そうしたら自分は今度こそ枕を高くして眠れるのだ。万事は滞りなくいっている。あと少し──

　その時、カツカツと音が聞こえてきて振り返ると、闇やみの向こうから靴音が響ひびいてくる。

　最初に現れたのは、靴だった。斜めに差し込んだ月光がこちらに歩いてくる人影を足下から照らし出していく。

　携帯電話を見ると、まだ待ち合わせまで四十分もある。

　なんだもう来たのかせっかちな野郎だなと苦笑しながらも、人のことを言えない水原は嬉うれしくなって駆け出そうとする。

「おい蓮太──」

　轟音と共に銃口炎マズルフラツシユが光ったのと自分の脇わき腹ばらに衝しよう撃げきが走ったのは同時だった。取り落とした携帯電話が衝撃でどこかに飛んでいく。

「え？」

　咄とつ嗟さにはなにが起こったのかわからなかった。

　チン、という空から薬やつ莢きようが床面を跳ねる音が聞こえて、直後に脇腹に焼きごてを押しつけられたような熱が襲おそってくる。

　恐る恐る脇腹を見ると、シャツ越しに真っ赤になった腹部があった。

「あ……ぐ……ッ」

　撃うたれたと悟った瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな痛みが脳を駆け上がってくる。

　違う、蓮れん太た郎ろうじゃない。

　人影は歩きながらさらに二回発はつ砲ぽうして、水すい原ばらの腿ももと胸部を貫通。たまらず倒れ込む。

　呼吸ができない。苦しいと思った瞬間、胃の奥からなにかがせり上がってきて、その場に大量に吐血。

　全身を悪お寒かんが襲う。このままじゃ訳もわからず殺されると思い、シャクトリ虫よろしく遮しや二に無む二に体を屈して、伸ばし、襲しゆう撃げき者しやから一ミリでも遠くに逃れようとする。

　だが、思うに任せない逃走劇はあっという間に終わりを告げた。

　コツン、と後頭部をなにかで小突かれる。直感的にそれが銃口だとわかった。

　水原の脳裏を様々な楽しかった思い出が駆け巡り、澎ほう湃はいと涙が溢あふれた。水原は切れ切れの呼吸の奥から、虚こ空くうに手を伸ばし、その中で一番楽しかった思い出──ある少女との思い出をつかみ取る。

「火垂ほたる……ッ！」







　発砲音がして、ビル内部が一瞬光った。空薬莢が跳ねる音と、発砲音の残ざん響きようが長く襲撃者の耳に残った。







　ぬるい風が吹き、近きん隣りんの木立が身を揺する。

　勾まが田た市役所の新ビル建設地に着いた瞬間、蓮太郎は嫌な気配をかぎ取って立ち止まり、ビルを見上げた。

　打ちっ放しの建設途中の建物の上空に冴さえ冴ざえと輝く八月の月があった。

　待ち合わせの時間まで二十分ほどあるが、早すぎたかと思いながら階段に足をかける。

　去り際の菫すみれの言葉ばかりが脳内に空転していることに気付き、首を振る。

　待ち合わせの四階についたが、ひとけもなくガランとしていた。

　念のためスマートフォンのバックライトを点灯させて、虚空に声を投げる。

「おい、水──」

　──原、と叫ぼうとしたとき、蓮太郎の鼻び孔こうに血臭が漂ってきて鋭するどく息を呑のんだ。

　蓮太郎は一瞬思考が停止して立ち止まるが、すぐに頭上にスマートフォンを掲げて、周囲の闇やみを照らしていく。

　すると程なくして夥おびただしい量の血痕と、柱の陰に倒れている男性の足が見えた。

「水原！」

　矢も楯たてもたまらず駆け寄って、だが蓮れん太た郎ろうは絶望的な気分になった。

　水すい原ばらは、脇腹、腿もも、右胸部、そして後頭部の計四発の弾丸を受けてうつぶせになって倒れていた。後頭部の銃弾は明らかに水原を死に至らしめていた。

　水原が死んだ。昨日までは息をして笑い、軽口をたたいてさえいた水原が。

　だが、なお蓮太郎を心しん胆たん寒さむからしめるものが視界に飛び込んできた。

「なんだ、これは……？」

　うつぶせになった水原の背の上に犯行に使われたと思われる拳けん銃じゆうが載のっていた。

　蓮太郎は恐る恐る手を伸ばす。

　やめろ、と心の中の声が警けい鐘しようを鳴らす。すでにここは『事件現場』と化している。お前はいま、現場を荒らそうとしているんだぞ。

　生暖かい夜気が肌を撫なで、冷や汗が頬ほおを流れ落ちる。蓮太郎は理性の警告を退けて銃を手に取る。

　遊底スライド長は四インチあり、左側面に四〇口こう径けいであることが打刻されている。見覚えのありすぎる銃だった。

　スプリングフィールド社製のＸＤ拳銃。蓮太郎の使っているスライドと同寸、同口径のモデル。これが犯行に使われた銃であるのは疑いを容いれる余地がない。

　仔し細さいに眺めてみると、過酷な使い込みを経たフレームやスライドに走った細かい傷は、紛まぎれもなく対蛭ひる子こ影かげ胤たね戦、対ティナ・スプラウト戦、対アルデバラン戦を経た蓮太郎の銃だった。

　なくしていたと思っていた銃が出てきた。水原殺害の犯行現場で。どうして？

　まさにその瞬間、いきなり二条の光線が浴びせられ、まぶしさに咄とつ嗟さに顔を覆おおう。

「警察だッ！　動くなッ」

　薄目を開けて光の奥を見ると、警官の制服。ぞわりと背筋に悪お寒かんが走った。

「違う！　待ってくれ！」

「銃を捨てろ！」

　轟ごう音おんと共に警告弾が足下を抉えぐる。

　そこで蓮太郎は、水原を殺した銃を固く握りしめている自分に気付き、慌てて銃を手放す。

　一条のライト光が走り寄ってくると、いきなり体当たりを食らって衝しよう撃げきと共に腕をねじり上げられる激痛。

　訳もわからぬままにコンクリの床面が迫ってくると、顔面からしたたかに叩たたき付けられ呻うめく。

　金属がこすれる音がしたと思うや、手首に違和感。
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　歯を食いしばりながら無理矢理振り返ると、自分の手首を繋つないでいるのは鈍い輝きを放つ手錠だった。

「確保ッ！」

　蓮太郎は固く両眼をつぶる。




　──嵌はめられたッ！
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　蓮れん太た郎ろうはスチール机を力の限り叩たたく。

「ざけんじゃねぇよッ。俺はやってねぇよ！」

「嘘をつくなッ。お前以外に誰だれがいるっていうんだ！」

「俺は嵌められたんだ」

「ガイシャを殺したのはお前の銃だ。データベースに登録されている銃の指紋ライフリングはお前のものと一致した。証拠はアガッてるんだ。否定するだけ罪が重くなるぞ」

　話にならない。蓮太郎は足を組んでぶすっとスツールに座り直す。蓮太郎が連れてこられた狭苦しい取調室には、剣けん呑のんな空気が満ちていた。

　不景気な鈍にび色いろをした壁に、小さいスツール。猫の額ひたいほどの小部屋はこざっぱりとしており、ほとんど物らしい物が置いていない。

　先ほどから二時間、何度となく不毛な押し問答をしていて、いい加減うんざりしていた。延えん珠じゆはとっくに蓮太郎が帰っていないことに気付いているだろう。余計な心配をかけていないといいのだが。

　どうして、自分がこんな目に遭あわなければならない？　一刻も早く帰りたい。やってもいない罪で責められているので、フラストレーションは思わず警官に手を上げたくなるほど膨ふくらんでいく。

　取調室の扉が開いて、取り調べをしていた刑事が背筋を伸ばす。

　エラの張ったゴツい顔が扉から覗のぞいて、蓮れん太た郎ろうは地獄に救いの手がさしのべられた気持ちになった。

「多た田だ島しま警けい部ぶッ」

　多田島茂しげ徳とく。殺人課の刑事で階級は警部。

　彼とは何度となく現場で顔を合わせているし、自分の人柄に対して一定の理解がある。

　彼ならば、自分がこんな犯罪を自分が行うはずがないと証明してくれるはずだ。

　だが、次の瞬間自分の見通しがいかに甘いかを思い知らされた。

「お前が、里さと見み蓮太郎だな」

「なに？」

　ゴツく角張った顔の中に目は鑿のみで刻み込まれたように細く、犯罪者ならずとも一睨にらみされただけで震ふるえ上がる迫力がある。

　その時確信する。多田島がここに現れたのは『民間警備会社の里見蓮太郎』と対話するためなどではなく『殺人事件被疑者の里見蓮太郎』を尋問するためだと。

　いまの彼に温情を期待することは、ギロチン台に泣いて恩赦を乞こうより虚むなしい試みだろう。

　多田島は、若い刑事を立たせると蓮太郎の正面に座り、いままで尋問していた刑事はこちらの背側に立つと、威圧するためか行ったり来たりし始めた。

　多田島がスチール机に前のめりになると、机が軋きしむ。

「事件当夜のお前の行動を最初から話してもらおうか」

「もう何回も説明してんだろ」

「俺は聞いていない」

　横柄な物言いに反射的に噛かみ付きかけるが、必死に自制する。

　当日のことを繰り返し説明させて、前後の説明で矛盾した箇か所しよがないかを探るのは、警察の常じよう套とう手段である。

　蓮太郎は努めて平静に、事件のあらましを語った。

「拳けん銃じゆうは、お前の物だそうだな」

「だから言ってんだろ。誰だれかに盗まれたんだ。気付いたらなかった」

「気付いたらなかったのに、どうして盗まれたとわかるんだ？　どこかに落とした、とは考えなかったのか？」

　しまったと思って脂あぶら汗あせが噴き出す。

「それは……結果的に俺の銃が犯罪に使用されたから、盗まれたって言ったんだ。その時は、盗まれたとは思わなかった」

「拳銃の紛ふん失しつは重大な問題だ。どうしてすぐに警察署に届けなかった？」

「だから、盗まれたってわからなかったから、事務所か家を探せば出てくると思ったんだよ」

「いつなくしたことに気付いた？」

「それは……水すい原ばらに会う少し前」

「ふん、ガイシャと会う直前か。随ずい分ぶんと、都合のいい時に思い出すんだな」

　多た田だ島しまは、あからさまな疑惑の目を向けた。

　チクショウ。タイムマシンがあるなら、過去の自分にすぐに警察に届け出ろと忠告したい気分だった。

「なあ多田島警部、水原が天てん童どう民間警備会社に依頼に来たとき、あいつは殺されると怯おびえていたんだ。その俺がどうして水原を殺さなきゃならねぇんだよ」

「それを知っている人間は？」

「どういうことだ？」

　多田島は手帳を広げると、舌で親指を舐なめてページをめくり始めた。

「俺はここに来る前に、天童民間警備会社の人間から簡単に事情を聞いてきた」

　息が止まるかと思った。ということは、自分が逮捕されたことは木き更さらやティナ、延えん珠じゆの知るところだということだ。

「お前の元にガイシャの水原鬼き八はちが依頼に訪れたことは、お前のところの社長さんが証言している。けれどな、肝心の依頼内容は聞いていない」

「あいつは信頼できる俺にだけ相談したかったんだと思う」

「だから、それを知っている人間は？」

「あの時、天童民間警備会社には二人しかいなかった。水原が人払いをしてくれって──」

「──つまり、お前以外、依頼内容は誰も聞いていないんだな？」

「……なにが言いたい？」

　多田島は手帳に目を落として、ページをめくり始めた。

「こんな証言もある。お前のイニシエーターが買い物から帰ってきた時、お前の様子は明らかにおかしく、夕食を一緒に食べようという誘いを断ってどこかに消えたらしいな」

「それは……ッ！」

　蓮太郎は、勢い込んで言ったあと、なんと言ってよいものかと思って一いつ瞬しゆん沈黙する。

「なんだ、言ってみろ」

「それは、別件だ……」

「黙秘するってことか？」

「違う。ウチの社長にお見合いが来てたんだ。だから、なんとなく彼女と同じ空間にいるのが苦痛になって……」

　多た田だ島しまは、要領を得ないという顔をした。

「つまり、お前はあの女社長に惚ほれてるのか？」

　俯うつむいた蓮れん太た郎ろうの頬ほおが熱くなる。

　後ろから嘲ちよう笑しようが聞こえた。

「上手く言い逃れするな」

「どういう意味だよ」

　蓮太郎は振り返って背後の刑事をキッと睨にらみ付けると「前を見ろ」ドスの利いた声が聞こえて振り返る。多田島が机の上に両りよう肘ひじをついて、手を組んでこちらを見ていた。

「つまりな、俺たちはこう言いたいわけだ。水すい原ばら鬼き八はちからの依頼なんてものはそもそもなかったんだ」

「なに？」

「お前はガイシャの水原に強ゆ請すられてカネをせびられていた。なにをネタにされていたのかは知らないが、お前とガイシャは幼おさな馴な染じみらしいし、ネタには困らないだろう。お前は『第三次関東会戦』と『蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件』から東京エリアを二回救ってる救世主ということになっているからな、水原はカネがふんだくれると踏んだわけだ。お前は水原に脅おどされて動揺していたから、夕食を事務所の人間と一緒に食べようという気にはならなかった。違うか？

　お前は水原を殺すことに決めると、指定の場所におびき出して銃殺したが、銃声を聞いたという通報を受けた警官に御用となったわけだ。お前にしては随ずい分ぶん浅はかな犯行だったな」

「ふ、ふざけるなッ！」

　なんだそれは。そんなもの、一いち分ぶたりとも事実を含んでいないではないか。

　だが、水原の依頼内容を聞いた人間が自分一人だというのも、その直後、木き更さらと顔が合わせづらくて逃げるようにその場をあとにしたのも事実だった。

　それが巡りめぐって誤解の種になるなどとは、夢にも思わなかったが……。

　蓮太郎の頬を冷や汗が伝っていく。

「……なあ警部。俺は『蛭子影胤テロ事件』と『第三次関東会戦』を戦ってる。その俺が、本当にそんなことで人殺しをすると思ってるのか？」

　祈るような気持ちだった。多田島という寄よる辺べさえ失ってしまったら、自分の命運は決したも同然だ。

　だが、多田島は冷ややかに首を振る。

「それがわからないからお前をこうして尋問してるんだ。悪い奴やつは悪い。だから捕つかまえる。俺は魔が差して悪事に手を染めた『自称善人』を、腐るほど見てきてるんだよ」

　蓮太郎は弱々しく首を振る。

「俺は、やってない」

「つまり、犯行を否認するということだな？」

「当然だろ。やってねぇもんを認めるなんてできるかよ。弁護士を呼んでくれ。当番弁護士っていうのがいるんだろ」

　多た田だ島しまは、ごく小さく溜ため息をついて、冷たい瞳ひとみでこちらを射い貫ぬいた。

「里さと見み蓮れん太た郎ろう、お前を勾こう留りゆうする。裁判所にも勾留期限延長を申請するからしばらくは留りゆう置ち場じよう暮らしになるぞ」
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「随ずい分ぶんとまあ、災難なことになったね、蓮太郎くん」

　強化アクリルのガラスで仕切られた向こう側で、前髪を鬱うつ陶とうしげに掻かきながら室むろ戸と菫すみれはぼやく。

「君に関わっていると、地下室から引っ張り出される回数が増えてならんね。今日なんか、ここに来る途中日差しをモロに浴びて、あやうく灰になりかけたよ」

　お追つい従しよう笑いも、やや引きつりがちになる。

「少し、やつれたかい？」

　蓮太郎は肩をすくめてみせる。

「むしろ健康的になってんよ。なんたってこっちは三食昼寝付きの生活を送ってるからな」

　菫は一瞬虚きよを突かれた表情をしたあと、口元を吊つり上げる。

「その意気だ、青少年。その元気でそのままここを脱走でもしてくれると話が早くて助かるんだがね」

　ゴホンという声が聞こえて振り返ると、椅子に座った留置係が空から咳ぜきをしたところだった。

　菫は悪びれた風もなく肩をすくめて見せる。

　蓮太郎と菫は面会室にいた。蓮太郎が勾留されてもう一週間経たっていた。

「君が捕まるとしたら持て余した性欲で幼女のお尻をペロッとなで回した時に違いないと思っていたけど、まさか殺人とはね。君は色々な意味で私の予想の斜め上を行ってくれる男だね」

「だから、殺してねーよ」

「弁護士とも話したんだろ。どうだった？」

「どうもこうも、起訴は確実だし、勝てる見込みは低いって言われたよ」

「ショックだったろ？」

「別に」

　蓮太郎は、嘘うそをついた。

　蓮太郎は心のどこかで信じていた。自分は殺していないのだから、きっと誰だれかがわかってくれる。正義は遂とげられる、と。

　だが、希望が失望に変わるまでそれほど時間は必要ではなかった。

　苛か烈れつな取り調べと裁判所での勾こう留りゆう手続きの延長。手錠を嵌はめられたり腰こし縄なわを打たれて罪人の如ごとく移動させられて、刑事や副検事の前で何十回も事件当夜の行動を繰り返し唱えた。『俺はやっていない』という侘わびしい添えごとは『聞かれたことだけに答えるように』という人もなげな態度に遮しや断だんされ、無実を叫ぶ声も嗄かれていく。

　どこかの暗殺組織が水すい原ばらを消したという話は、一笑に付された。

　憔しよう悴すいした頭のどこかで、いっそ罪を認めて楽になりたいという捨て鉢な思考が浮かぶことも、一度や二度ではなかった。

「私が弁護してやれれば勝率も変わるんだが、あいにく法律屋になるには面倒な手続きとライセンスが必要だからね」

「アンタ医者だろ」

「医者が弁護士をやっちゃいけないという法律はないだろ」

「まあ、そうだけどよ」

「それに六ろつ法ぽう全ぜん書しよなら読んできたよ。分厚い上に退屈で、暗記するのに三十分も掛かったがね」

「感想は？」

「人間の欲望の数が書いてあるね。大変な数字だ」

　ところで、と言って話題を変えると蓮れん太た郎ろうの胸元を見ながら「延えん珠じゆちゃんは定期的に面会に来ているようだね」と漏らす。

　彼女の視線の先を追うと、蓮太郎の着ているダボッとしたジャージの胸元に、下手くそなパッチワークでウサギが縫ぬい取られていた。触ってみると、なめらかなキルト生地の手触り。延珠が差し入れてくれたジャージだ。

　蓮太郎が逮捕時に着ていた制服はベルトは首つり自殺防止、ボタンは飲み込み自殺防止ということで留りゆう置ち場じようで取り上げられてしまっていた。

　本来ならば義手と義足も取り上げられてしかるべきだが、人工皮膚で偽装してあるので、こちらから申告しなければバレる心配はなさそうだ。

　面会には、延珠しか訪れていなかった。ティナも、木き更さらも、一度として顔を合わせていない。

「先生、ティナは？」

　菫すみれはかぶりを振った。

「まだ警察から戻ってきていない」

　蓮太郎が逮捕されてほどなくして、ティナの身柄も確保された。

　菫が危き惧ぐしたとおり、時速二〇〇キロで走る新幹線の窓からターゲットを狙そ撃げきするなどという離れ技を行うことができる犯人を、警察はティナ以外に見つけることができなかったらしい。

　延珠の話だと、さしたる理由もないのに、ティナは重要参考人扱いで警察についていって、それっきり事務所に戻ってきていないということだった。折悪しく当日のアリバイをティナが持っていないのも、彼女が疑われた一因らしい。

「このままでは、海え老び原はら義ぎ一いち狙そ撃げき事件は君が主犯で、ティナちゃんが殺害実行犯ということで決着がついてしまうかもしれんね」

「馬鹿馬鹿しい！」

　吐き捨てる蓮れん太た郎ろうを尻目に、菫すみれは冷静な様子で机の上に両りよう肘ひじを突いて、組んだ手の上にあごを載のせた。

「そう、馬鹿馬鹿しい。だがね、人間というものは不条理なでき事が起こると、もっとも合理的な理由をつけてなんとか理解しようとするからね。殺された現場に君がいて、殺害に使われた銃を握って立っていた。同様に、ほぼ常人には不可能な狙撃事件が起こって、それが可能なのは現実的に一人しか見つからない。判決がどう下るのかは『神のみぞ知る』だが、法廷で事情を聞かされた裁判員は渋い顔をすることは簡単に予想できる」

「………………」

「もっと嫌な話をしよう。君の有罪が確定した瞬しゆん間かん、君は規定により民みん警けいライセンスを剥はく奪だつされる。犯罪者にライセンスを持たせておけないというのがその理由だ。最も由ゆ々ゆしきは、君がライセンスを奪われ民警でなくなった瞬間、延えん珠じゆちゃんは国際ＩイニシエーターＩ監督Ｓ機構Ｏに身柄を引き取られることだ」

「それは……」

「君が血けつ縁えん関係もない十歳の少女を引き取って共同生活できているのは、民警ライセンスにそういう力があるからだ。ライセンスを失えば当然延珠ちゃんとの生活すら危うくなるよ」

「そうなったら、延珠にイニシエーターをやめさせればいい」

　東京エリアのイニシエーターはスカウトや志願者によって構成されており、辞めることだって本人の意思次第のはずだ。だが、菫は首を横に振る。

「そいつはやめておいた方が良い。延珠ちゃんが民警でなくなったら、ＩＩＳＯからの侵しん食しよく抑よく制せい剤ざいの配給はピタリと止まる。いまの延珠ちゃんにとってそれは致命的だ」

「クソッ。八方ふさがりじゃねーか」

　蓮太郎が机を叩たたくと、留置係がジロリとこちらを睨んだ。

　菫はそのまま椅子から立ち上がる。

「とっくり考えておきたまえ蓮太郎くん。ここが正念場だよ」

　そう言って、彼女は部屋を辞じした。

　俺は、どうすればいい？　そう胸の内に問うが、明確な答えは何一つ浮かばなかった。

　ここに閉じ込められている限り、自分からなにがしかのアクションをとることは容易ではない。

　証拠不十分での不起訴処分は、蓮太郎にとっての最後の望みだった。

　蓮れん太た郎ろうは荒い呼吸を落ち着け、祈るように両手を固く組み合わせた。

　起訴などされることはない。だって、俺は殺していないんだから。

　蓮太郎は、留置係に立つよう促うながされても、じっとその場を動かなかった。







　二日後、里さと見み蓮太郎は副検事から正式に起訴処分を受け、被疑者から被告人になった。
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　起訴が決まってからは、抑よく鬱うつ的てきな日々が続いていた。

　最初は理り不ふ尽じんな怒りに暴れて護ご送そう官かんに組み伏せられた。そのあと襲おそってきたのは深い虚脱感だった。

　逮捕・勾こう留りゆうされてから一度としてティナとは会えていなかったが、聞くところによると、彼女の状況も芳かんばしくないらしい。

　本来、齢よわい十歳でしかないティナ・スプラウトは少年法に守られているので罪には問えないはずだが、検事はなんとしてもティナに処刑台の十三階段を上らせたいらしく、彼女が厳密には人間ではないので少年法の適用外だという理由で無理矢理証言台に引っ張り出そうとしているらしい。

　蓮太郎は激しい失望を覚えていた。

　法律とは、弱者のための最後の砦とりでではないのか。いつの間に、魔女裁判がまかり通るほど文明は荒廃していたのか。いや、荒廃しているのは人の心か。

　延えん珠じゆはほとんど毎日面会に来てくれた。

　面会室の仕切りに顔を押しつけんばかりに肉薄してきて『絶対大丈夫だからな』『蓮太郎はなにも悪いことなんてしていないのだろ？』『無事に出てこられたら妾わらわのおっぱい触らせてやるぞ』と様々なつたない慰なぐさめをぶつ。

　蓮太郎は『ありがとな』『勿もち論ろんだ』『遠慮すんよ』と何気なく返答しながらも、彼女に深い感謝を抱いていた。

　延珠の慰めがなければ、ほどなくして蓮太郎は絶望に押し潰つぶされて、精神に不可逆なダメージを負っていただろう。

　蓮太郎は、邪魔なアクリルガラスさえなければ彼女を抱きしめてキスの雨を降らせたかった。十歳の少女にひどく昂たかぶっている自分に気付いて、蓮太郎は当惑した。







　そして今日、蓮太郎は再び面会室の椅い子すに座っていた。

　だが正面に座っているのは、菫すみれでも延えん珠じゆでもない。

　蓮れん太た郎ろうはしばらくの間、なんと言って切り出せば良いのかわからず沈黙する。それは黒セーラーの少女にしても同じだったらしい。

　壁掛け時計の秒針がコツコツと無機質な音を立て、貴重な面会時間が三分ほど経過してから、少女は口を開く。

「ごめんなさい、本当はもっと早く来るつもりだったんだけど……」

「別に、気にしないでもいいよ、木き更さらさん」

　事前に延珠から聞き及んでいたので、蓮太郎はなんとか平静を保って受け止めることができた。

　留りゆう置ち場じよう暮らしの蓮太郎には知るよしも無いが、蓮太郎の逮捕とティナの任意同行で少なからずマスコミが湧わいて、木更にそのしわ寄せが行ったらしい。

　木更の聡そう明めいさと大胆さを併せ持った性格は内心深く尊敬していたが、そんな彼女とて多感な十六歳の少女だということも、同時にわきまえていた。

　また、ティナと蓮太郎の不在は、イコール天てん童どう民間警備会社の実働可能なペア数がゼロになった事を意味する。

　数少ない依頼をこちらの都合で断ることになったことも、延珠から聞き及んでいた。そして精神的に窮きゆうした木更が心の拠より所どころとして、見合いで再会した櫃ひつ間まの元に何度か相談に行ったことも……。

「木更さんこそ、お見合いはどうだったんだよ？」

　蓮太郎がやんわりと聞くと、木更はやや明るい表情をつくる。

「ええ、櫃間さんはいい人よ。警察の人だから、里さと見みくんたちのことも相談に乗ってもらってね……」

　そこまで言って、木更は俯うつむいてしまう。

「ねぇ里見くん、ホントはもっと聞きたいこと、あるんじゃない？」

「たとえば？」

「どうして一度も面会にこなかったのか、とか？」

「別に……。忙しかったんだろ？」

　ぶっきらぼうに言うが、内心はドキリとしていた。

　気になっていた。気が気ではなかった。

　いくら忙しくても一度くらい会いに来る時間はなかったのか、それは櫃間のことと関係があるのか──そんなみっともないことを聞くのは、蓮太郎の男としてのみじめなプライドが絶対に許さなかった。

「里見くん、私ね、色々考えてたの。きちんとした答えが出るまで、いい加減な気持ちで里見くんに会うべきじゃないと思っていたわ。でも、ようやく答えが出た」

　木き更さらは俯うつむいていた顔を上げると、居い住ずまいを正して蓮れん太た郎ろうを見た。

「私、里さと見みくんのためならなんだってするわ。最高の弁護士さんを雇ってあげる。お金のことは気にしないで。ティナちゃんも絶対無罪を勝ち取って、また四人で天てん童どう民間警備会社をやっていきましょう。時間が掛かっちゃったけど、それが、私の答え」

　こみ上げてくる感情に胸が詰まる。蓮太郎は言葉もなく木更を見た。

　食事をイモで凌しのがなければいけないほど困こん窮きゆうした天童民間警備会社のどこにそんなカネがあるのか？　木更の決断とは、彼女が通っている私立美み和わ女じよ学がく院いんの学費の積立金や、彼女の保有株式や先物でのポジションなどもすべて現金化した上での話だろう──否、それでもまだ資金は不足している。

　万が一敗はい訴そになった場合、その損失の総計は天童民間警備会社の屋台骨をへし折って、二度と再起できなくなるほど巨額に膨ふくらむ可能性すらある。それでも彼女はなお、その選択を是ぜとしたのだ。

　蓮太郎は、櫃ひつ間まと木更の関係ばかり勘かんぐって思考停止に陥っていた自分を深く恥じた。

　同時に、醜みにくい嫉しつ妬との情が水に溶けるように消えていく。愛いとおしさがこみ上げてきて、仕切りを壊していますぐにでも木更を胸の中に抱き留めたかった。

　だが、脳裏で虚うつろに響く警告の声が、その行動に待ったをかける。

『わかってるのかい蓮太郎くん？　本気で木更の幸せだけを願うなら、ここから先、君は自分の気持ちを殺し続けなければいけないんだぞ。半はん端ぱは許されない。誓えるか？』

　それは、勾まが田た大だい学がくの地下室で、法医学教室の室長に問われた言葉だった。その問いに、自分はなんと答えたのだったか？

　木更が自分を大切に思ってくれているのは、さきほどの言葉で十分に伝わった。

　蓮太郎は目ま蓋ぶたを閉じ、ゆっくりと開けた。




　──もう、それ以上は望むまい。




「木更さん、気持ちは嬉うれしいけど、遠慮すんよ」

「ど、どうして？」

　びっくりした木更を尻目に、蓮太郎は自分の膝のあたりを見ながら淡々と告げる。

「アンタこそ、落ち着いたらどうだ？　さっきから黙って聞いてれば、一人で突っ走ってヒロイズムに酔っぱらうのは勝手だけどよ、俺は、アンタに助けてもらいたいなんて思ってねぇよ」

「なに、それ……」

　木更は目を見開いたまま絶句した。

「必要ないって言ったんだ。それに、アンタはお見合いが上手くいきかけてるんだろ」

　蓮れん太た郎ろうは語調を緩ゆるめて、諭さとすように続ける。

「頃合いじゃないのか木き更さらさん？　こうなった以上、俺が木更さんの面倒を見ることはできない。これからは、櫃ひつ間まに守ってもらえよ」

　天てん童どう木更の幸せは、里さと見み蓮太郎の隣となりでは体現できない。それはもう、揺るがない結論だった。

　なぜならば、木更が蓮太郎の義眼を、義手を、義足を見た瞬間、彼女の思いは十年前の惨劇に引き戻され、復ふく讐しゆうの念を新たに上書きする。

　つまり木更にとって蓮太郎の存在とは、ガストレアに生きたまま捕食された両親を思い出す辛つらい記憶の塊かたまりでしかないのだ。

　自分の存在がしがらみでしかなくなった以上、天童木更と里見蓮太郎は、物理的に隔離するより他にない。彼女が復讐を忘れて生きることができる、それが唯一にして最後の方法だった。

　できることならば、自分が木更を幸せにする存在でありたかった。彼女に女性の喜びのすべてを教え、彼女を幸福の絶頂に投げ上げる存在が自分ではないのが、残念で仕方がなかった。

　木更は人もなげな蓮太郎の態度に、ムッとした表情をして、ツンとあごをあげる。

「なにそれ。まあ、櫃間さんはいい人よ？　里見くんと違って私のこと大事にしてくれるし、里見くんと違ってお金持ちだし、里見くんと違って身長も高いし。私、櫃間さんに求婚されてるわ。里見くんは知らないだろうけど私、結構モテるのよ、フン」

「そうか。良かったじゃねぇか」

「そうかってなによ」

　木更はなぜか、蓮太郎が素そっ気けない反応をしたことが心底気に入らないという風な反応をする。

「じゃあ里見くん、このまま有罪になってもいいの？　里見くんは殺してないんでしょ？　おかしいじゃない」

　一転して木更は頬ほおを染めて俯うつむくと、もじもじと太ふと腿ももを擦すり合わせた。

「私は、持病の糖尿病があるから長時間戦せん闘とうができないのは、知ってるでしょ？　だ、だからこれからも里見くんが守ってよ。私だって、本当はか弱い女の子なんだからね」

　蓮太郎は無言でかぶりを振る。

「お願いだ木更さん、もうここには来ないでくれ」

「どうして？　どうしてそんなこと言うの？　私のこと、嫌いになっちゃったの？」

　蓮太郎は視線をまっすぐ木更に据えた。

　──木更さんありがとう。十年前天童の家に引き取られてからずっと、俺は木更さんに感謝しっぱなしだったんだ。木更さんの両親がガストレアに食われたとき俺も手足を食われたけど、木更さんを守れたことだけが、俺のささやかな誇りだったんだ。

　俺はあなたが好きです、木更さん。

「もうここには来ないでくれ。二度と顔を見たくない。それだけだ」

　ガタンと音を立てて木き更さらが椅い子すから立ち上がると、両手で口元を覆おおう。両眼から涙が溢あふれて頬ほおを伝った。

「なによそれ……なによ」

　拭ぬぐっても拭っても、木更の瞳ひとみからは止めどなく涙が溢れた。

　彼女自身、まさか自分が泣き出すとは思わなかったらしく、「あれ？」と言いながらひどく当惑した様子を見せ、素早く踵きびすを返すと、面会室から駆け出そうとした。

　これでいいんだと自分に言い聞かせる。

　櫃ひつ間まなら木更を幸せにしてくれる。

　木更がドアノブに手をかける後ろ姿を、自分に課せられた当然の罰として見送ろうとする。

　木更の姿が扉の向こうに消えようとした時、ティナ、延えん珠じゆ、蓮れん太た郎ろう、木更の四人で食卓を囲んで笑い合っていた姿が脳裏に幻視され、それが二度と返らぬものだと悟ると、澎ほう湃はいと涙が溢れる。

　──いかないで木更さん。

「助け──」

　蓮太郎は両手で口を塞ふさぎ目を閉じて、続く言葉を死に物狂いで飲み込んだ。

　幸いにもこちらの言葉は聞きとがめられず、拒絶の固いドアの閉鎖音と、冷え込む沈黙だけが取り残された。

　俯うつむいた鼻先から涙るい滴てきがポタポタと落ちて、ズボンの上に染みが広がっていく。

　かけがえのないものを永遠に喪失した痛みに、蓮太郎は声を殺して嗚お咽えつした。




　天てん童どう民間警備会社が空中分解を起こしていくイメージが、蓮太郎の脳裏に静かに広がっていった。
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「どうして……」

　蓮太郎は小さく口を開けて今日何回目になるかわからない『どうして』を呟つぶやいて、前方にそびえ立つ東京エリア第一区、聖せい居きよを眺め渡した。

　どうして自分がここに居るのか。

　思えば今日の朝、差し入れられたジャージではなく制服を着ろと指示があった時から、おかしいと疑ってかかるべきだった。なにしろ留りゆう置ち場じように入れられたとき、ベルトが駄目ボタンが駄目と散々イチャモンをつけたのは、他ならぬ留置係だったのだ。

　護ご送そう官かん二人と運転手と蓮太郎を乗せたワゴン車が、いつもの検察庁への進路を逸それて違う道を走っていると気付いていた時も、どこかおかしいなと思いながら、蓮太郎はさしたる感かん慨がいもなく、ただ淡々と事実を受け入れただけだった。

　ワゴン車の窓から見える景色は生せい彩さいを失って暗く沈んで見えていた。

　木き更さらとの一件以来、蓮れん太た郎ろうは外的刺激に鈍感になって物思いにふける時間が長くなっていた。

　楽しかった記憶、嬉うれしかった記憶を一つずつ丹たん念ねんに拾い集めて回想に浸ひたろうとするが、蓮太郎が必死に回かい顧こしようとする天てん童どう民間警備会社の記憶は、あまりにも短かった。

「おい、前を向け。聖せい天てん子し様がお会いになる」

　意識が現実に帰還すると、焦点の合わない思考をこね回す。その意味に気付いてハッとする。

「聖天子様が？」

　護ご送そう官かんに言われた通りにすると、手錠に鍵が突っ込まれ、蓮太郎の両手が自由になる。

　イヌのリードよろしく腰から繋つながれた縄も解かれ、前後をサンドイッチされながら進む。

　すでに連絡がいっているのか、聖せい居きよに仁に王おうの如ごとく立ちはだかる門前の守衛は軽く敬礼しただけでパスした。

　タカの置物や数々のトロフィーがおいてあるレセプションルームでしばらく待たされたあと、催さい事じを行う際に使う大広間に通された。

　高い天井はアーチを描いており、磨き抜かれた床に施されたモザイク画。大理石の石柱が立ち並んでいる。そのどれもが人知を越えたスケールで展開されて、巨人の家に迷い込んだのではないかと思うほどだ。

　聖居の中の光景は、どこまでも精せい白はくかつ華美だ。決して取調室や留置場の鉛色の壁ではない。そのことが、わずかに蓮太郎の気分を明るくした。

「おい、これを持っていろ」

　そう言って護送官から渡されたのは、奇妙なことに逮捕と同時に取り上げられていた民みん警けいのライセンスだった。

「どういうことだ？　これから、なにが始まるんだ？」

　護送官は答えない。

　ただ背中を小突かれて大扉の前に立たされると、重々しい音と共に向こうから開かれ、帯状の光が舞い込んでくる。

　奥に進むと、つづらに折れた階段の最上部、玉座に腰掛けた聖天子が立ち上がり、ゆっくりとこちらに降りてくるところだった。

　両脇を挟んでいる護送官の背筋が限界まで伸びる。

　聖天子が水平に手を払う動作をすると、蓮太郎をサンドイッチしていた護送官が慌てふためく。

「お二人になるなど危険です、聖天子様」

「構いません。下がってください」

　護送官は困り果てて顔を見合わせるが、しぶしぶと扉の向こうに消える。

　だだっ広い空間には蓮れん太た郎ろうと聖せい天てん子しだけが取り残された。

「おひさしぶりですね」

　そう口上を述べる聖天子の微笑は、どこか悲しげだった。

「そりゃそうだろ。アンタは国家元げん首しゆで俺は民みん警けいだからな。特別な用事でもなければ会う義理もない」

「じゃあこれは良いことなのですね。民警が暇だということは、世界が平和だということです」

「違いない」

　蓮太郎は小さく肩を揺すって、聖天子は口元に手を当てて奥ゆかしく笑った。二人の間にホッとした空気が流れる。

「で、なんの用だよ」

　聖天子は、ドレススカートの前で両手を組んで、居い住ずまいを正した。

「里さと見みさんはいま、世論がどういう方向に形成されているかご存知ですか？」

「あいにく、留置場には新聞もテレビもねぇよ」

「前回の『第三次関東会戦』を命がけで戦い抜いて東京エリアを守護した民間警備会社を、世間が見直す動きが出ていましたが、里見さんの殺人現場での現行犯逮捕は、その流れに待ったをかけてしまいました」

「……アンタも、俺が殺したと思ってるのか」

　聖天子はかぶりを振った。

「わかりません。そしてそれを判断できる立場にもありません」

「アンタは国家元首だろ」

「私は行政の最高責任者ではありますが、司法の責任者ではありません。しかし私にも、任命責任があります。私は里見さんを重用し、三回にわたって大幅な序列の向上を手伝いました。そういう意味では、里見さんを選んだ私もまた同罪です」

　蓮太郎は、話の雲行きが怪しくなっていることに気付いて冷や汗を掻かいた。どうして今日、自分がわざわざ聖せい居きよに招かれたのか。改めて、その不可解さが気になってくる。

「今日は里見さんに、辛つらいお知らせを告げねばなりません」

　聖天子は、一いつ旦たん言葉を切って顔を上げた。

「里見さん、あなたの民間警備会社のプロモーターライセンスを失効します」

「なッ！」

　ライセンスの失効？　そんなことになったら──

　蓮太郎の内心の驚きよう愕がくをおもんぱかることなく、聖天子は淡々と続ける。

「覚えていますか里見さん？　狙そ撃げき事件があって里見さんが私を守ってくれたとき、私言いましたよね『あなたにはこれからも継続的に働いてもらいます。私のために、国家のために』と。あの言葉を、こんな短い期間で覆くつがえすこと、とても残念に思います」

「待ってくれ！　いまライセンスを取られたら延えん珠じゆがＩＩＳＯに連れて行かれる。俺から延珠まで、奪うばわないでくれ」

　聖せい天てん子しは辛つらそうに目を伏せて蓮れん太た郎ろうから顔を背そむける。

「決まったことです」

　握った拳がぶるぶると震ふるえた。

　蓮太郎はパスケースに入ったライセンスを取り出すと、震える手で聖天子に握らせる。

　そのままなにか言いたげな聖天子に背を向けると、早足に聖居をあとにした。







　廊下に飾ってある時価五千万円の絵画も、アラベスク模様の彫刻が入った真しん鍮ちゆう製せいの花か瓶びんも、もはや聖天子の心躍おどらせるものではなくなっていた。

　私室に帰ろうと催事の広間を出て渡り廊下をとぼとぼと歩いていると、正面に白い袴はかま姿すがたの男性が見えた。白はく髪はつ白はく髭ぜんの男の体格は、老境に入ったとは思えないほどガッシリしている。

　聖天子の補佐を務める政界の雄、天てん童どう菊きく之の丞じようである。

「ご苦労様でしたな」

「菊之丞さん……あれで、本当に良かったのですか？」

「当然です。『里さと見み蓮太郎は事件の直前に民みん警けいを辞める旨むねを申し出、ライセンスを返却していた』──このシナリオならば、民間警備会社全体のメンツは保たれ、あやつを任命した聖天子様へのダメージも最小限に抑えられます」

「でも……ッ、無む辜この人間の無実を訴える声が掻かき消されています！」

「どんな事をしてもあなた様をお守りするのが、私の道でございます」

「それはわたくしの道ではありません」

「聖天子様……ッ、あなた様は選ばなければなりません。救助ボートにこれ以上人を乗せられないならば、あなた様は残りの要救助者を殺す覚悟を持たなければなりません。それはボートという生態系全体を救うために必要な行為なのです」

「わたくしがボートを下りればあと一人救えます」

「あなた様は飢うえている者のために自分の肉を食わせようというのですか？　それは『聖者』ではあっても『政治』ではありません。あなた様が司つかさどらなければならないのは政治のはずだ」

「菊之丞さん、あなたこそ、里見さんをどう思っているのですか？　里見さんをかつて養子に迎え、あなたが人間国宝に選出されたとき、その弟子を血の繋つながった天てん童どうの人間ではなく里見さんに決めたと聞きます。菊之丞さんも里見さんを憎からず思っていたはずです。なのになぜ、そんなに冷淡なのですか？」

「……あやつが木き更さらについて天童を出しゆつ奔ぽんしたときから、あやつとは身内でもなんでもありません。ここで潰ついえるなら、それがあやつの定めだったのでしょう」

「そんな……」

　聖せい天てん子しは悲しくなり、俯うつむいて唇を噛かむ。

　こらえきれなくなって、菊きく之の丞じようの胸に飛び込むと、彼にすがりついたまま小さくこぼす。

「私、いつも里さと見みさんを目で追っている自分に気付きます。里見さんとお話ししていると、胸が高鳴る自分がいます。私────里見さんをお慕したいしています」

　菊之丞の胸がビクリと震ふるえる。

「なんと……！」

「辛つらいのです。公人としてのわたくしは彼に辛く当たらなければならないのに、私人としての私は今すぐにでも自分の持てる権力のすべてを使って彼を助けてあげたい。心と体が引き裂かれて、私はバラバラになってしまいそうです」

「………………」

「辛いのです。菊之丞さん、私はどうしたら良いのですか……どうしたら………………」

　菊之丞は黙って聖天子の背中に手を置くと、そのまま背中を撫なでさすった。
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　綿わた笠がさ冬とう治じはエルグランドのハンドルに手を置き、足をアクセルペダルの上に置いて視線をフロントガラスの向こうに向けながら、心は不気味な静寂に沈んだ背後に向いていた。

　時刻は夜になっていた。前照灯の照らす未み舗ほ装そうの私道の走り心地は最悪で、張り出した木の根っこを踏んで、時折車体が大きく揺れる。両側からせり出した高木は鬱うつ陶とうしく、柄にもなく近道をしようとしたことを後悔し始めていた。

　押おう送そう者しやの里見蓮れん太た郎ろうを留りゆう置ち場じようから拾い聖居に送ってから、いまは迎えの車で彼を留置場に逆送するのが冬治の仕事だった。

　護ご送そう官かんの仕事を始めてからというもの、聖居に入ったこともなければ人を送るなどということもはじめてだった。

　冬治は運転手役として車で待機していたので聖居内でなにが起こったのか知るよしも無いが、行きよりもさらに重い空気が車内を占めているところを見ると、きっとなにがしかはあったのだ。

　冬治はバックミラー越しに背後を見た。

　護送官二人に挟まれて深く俯うつむいている里見蓮太郎の姿は、生気が抜けてしまったかのようだった。

　彼をピックアップしたときもひどかったが、いまは輪をかけて凄せい惨さんなありさまになっていて、見ていてさすがに気の毒な気分になる。

　冬とう治じは、ガストレアウィルスの保菌者キヤリアでありながら街の中を大手を振って闊かつ歩ぽしている『呪のろわれた子供たち』には生理的な嫌悪をぬぐえないが、彼ら民みん警けいが『第三次関東会戦』を戦ってくれたおかげで自分がいまこうして生きて呼吸ができている事実も充分にわきまえている。複雑な気持ちだった。

『第三次関東会戦』の際、冬治はシェルターの当選券を外して、家族と一緒に我が身の不運をかこつばかりだった。

　アルデバランが撃げき滅めつされたときの喜びは筆舌に尽くしがたいほどだったし、現在の尾お羽は打うち枯からした彼の姿を見ると、なんとかしてやりたいという気もするが、具体的にどうすればいいのかと考えると、思考は暗あん礁しように乗り上げてしまう。

　彼の逃亡を手助けしたとして、その行為で得られる満足感はその後に与えられる厳罰に見合うものではない。自分には、養うべき家族がいる。

　冬治は自じ嘲ちようした。やはり自分は英雄になれるような器ではない。結局自分の周囲のごく狭い範囲しか守れない。それでいい。時には臆おく病びようの声も聞くべきものがある。

　持てる勇気の限りを尽くして東京エリアに奉仕してきた英雄ですら、いまは切り捨てられる側なのだ。この世界のルールは、その時々の思いつきで書き換えられていく。

　考え事をしていたせいで注意が散漫になって、林からなにかが車正面に飛び出してきたことに気付くのが遅れた。

　最初それがわからなかったが、ヘッドライトの光こう芒ぼうが闇やみを切り抜いたとき、栗色のボブカットの少女が光の中に踊おどる。

　女の子が道路の中央に立ちはだかり両手を広げている──そう理解したときにはすべてが遅く、瞬しゆん刻こくのち、バンパーが矮わい躯くを跳ね飛ばすことは想像に難くなかった。

　脊せき髄ずいを悪寒が貫き、考えるよりも先にブレーキペダルを床面まで踏ふみ抜きハンドルを目一杯横に切っていた。

　舵だ輪りんをロックする悲鳴じみた擦さつ過か音おんが鳴り、車が林側に逸それる。

　間一髪少女の脇をかすめたものの、車道を外れたタイヤが段差に落ち込み、足払いをかけられたかの如ごとく車体が慣性力で大きくめくれあがる。

　自分が判断を誤ったと気付いたときには、鳥肌立つ浮遊感が襲おそいかかって視界が傾かしいでいた。

　数秒前まで無事に留置場に帰り着けると信じて疑わなかった冬治に、一瞬後に襲いくる激痛のほどなど、予想できようはずもなかった。







　災さい厄やくは、後部座席に乗っていた蓮れん太た郎ろうにも襲いかかった。

　尻が浮き上がったと思うや、視界が回転して車体のあちこちに叩たたき付けられる激痛。悲鳴とクラッシュ音が被さり一瞬意識が飛ぶ。

　なにが起こったのかわからぬままに、気付けば蓮れん太た郎ろうは俯うつぶせになって柔らかい物体に顔を埋めていた。

　鳴りっぱなしになっている耳みみ障ざわりなクラクションが、蓮太郎の意識をかろうじて繋つなぎ止めていた。

　パラパラと音がして鼻を突く異臭がする。目ま蓋ぶたの奥がチカチカした。喉のどを打ったのか、呻うめき声をあげるのも辛つらい。とにかく狭くて息苦しい。

　朦もう朧ろうとした意識の中、重たい目蓋を薄く開けると、すぐ直近に頭部から血を流した護ご送そう官かんがいた。頬ほおの皺しわのたるんだ初老の護送官だ。

　上下が反転してワゴン車の天板が床になっていることに気がつく。どうして？

　暗くて車内の状況がつかみづらいが、自分以外に同乗していた護送官全員は沈黙したきりだ。まさか死んではいまいなと不安になる。

　──とにかく、外に出なければ。

　そこで手錠が繋がれたままであることに気付き舌打ちすると、足で側面の扉を蹴ける。

　剄けい力りよくを込めて三回蹴ったところで扉が外側に吹っ飛んだので、這はって外に出ると、冴さえ冴ざえとした夏の月を頂いた夜空があった。

　案の定ワゴンは横転してひっくり返っており、路面に派手なブレーキ痕こんが残っているが、どういう理由でワゴンがひっくり返るに至ったのかはわからない。

　そこで黒い液体が車体から流れ出ていることに気付いて異臭の正体がガソリンであることを知る。エンジン部がスパークし火花をあげていた。引火の危険がある。

　手錠のせいでままならない手つきの中、後部座席にいた護送官二人を車から安全なところまで引きずり出し、正面でハンドルに突っ伏したまま意識を失っている運転手を引っ張ってくる。

　まるでその時を見計らったように、スパークした火花の一つがガソリンに引火し、爆炎と共に熱ねつ波ぱが押し寄せ、思わず目をつむる。間一髪のタイミングだった。

　自分の体を軽く検あらためてみるが、幸運にも打だ撲ぼくや擦すり傷以外には特段異常は見られない。

　蓮太郎はもう一度、ひっくり返って炎上するワゴン車を見た。

　本当に、どうして──

「あなたが里さと見み蓮太郎？」

　びっくりして声の方を見ると、揺れる炎の帳とばりの向こうに少女の姿が踊おどっていることに気付く。背が低く、子供ほどの矮わい躯くだ。顔立ちがよく見えないが、ホットパンツからすらりと伸びた足から、少女とわかる。いままでこちらの救助活動を黙ってみていたのだろうか。

「どうして助けたの？」

「誰だれだ」

「あなたには関係のないことよ」

「お前が車を横転させたのか」

「鬼き八はちさんを殺したのはあなたね」

「鬼八？　水すい原ばらのことか？　違う。俺は殺してない」

　否認した瞬しゆん間かん、人影から怒気が膨ふくれあがり、土をにじって一歩こちらに踏み出してくる。

「じゃあなんで、あなたは逮捕されたの？」

「それは…………」

　一瞬、殺害に使われたＸＤ拳けん銃じゆうを持って現場に立ちすくんでいた自分の姿が脳裏にフラッシュバックした。

　咄とつ嗟さに答えられないでいると、その反応を見た少女の影が腕をこちらに水平に伸ばす。その手に握られているのは小型の回転リボルバー拳銃だった。

「悪く思わないで。こうしないと、私の気持ちの収まりがつかないの」

　少女の人差し指がよどみなく動き、引き金と連動した撃げき鉄てつが動いて、回転弾倉が金属音と共にゆっくりと回転。襲おそい来るだろう衝撃に総身を硬くする。

　だが、なぜかすぐには撃うたれない。相手も、水原を殺したと思っていた殺人犯が護ご送そう官かん三人を車から救出した矛盾に困惑しているようだった。

　あわや引き金が引ききられる寸前、鳴り響ひびくサイレンの音が二人の間に割り込んだ。

　まごう事なき警察車両のサイレン。

　少女は舌打ち一つすると、速やかに転身して林の中に身を投じる。かと思うや、樹じゆ冠かんを越えて少女の影が大きくジャンプ。明らかに通常の人間を超越した跳ちよう躍やく力りよくだった。

　遠くなっていく彼女の背を見送りながら、イニシエーターだったのかと独りごちる。

　聞いたことのない声だったし、肝心の顔が見えなかったが、水原の仇かたき討うちを考えそうな人間で、なおかつ彼を『鬼八さん』と呼びそうなイニシエーターとなれば、おそらく……。

　蓮れん太た郎ろうは周囲を見渡す。横転、大破炎上したワゴン車と昏こん倒とうした護送官三人。

　説明に難なん儀ぎしそうだったが、正直に話すほかない。

　その時、護送官の胸ポケットから、小さな鍵がこぼれているのが目に入った。

　手錠の鍵だ。

　バクン、と急に心臓が早はや鐘がねを打ち始め、それに反比例して近づいてくるパトカーのサイレン音が小さくなっていく。

　いまならば、逃げられる。

　だが、逃げてしまえば最悪、横転事故まで蓮太郎の責任にされかねない。

　まだ起訴されただけだ。裁判を戦うのは時間がかかるが、最後まで無罪を叫ばなければ、なんのためにここまで耐えてきたのか。

　だが、本当にそうなのかと内心で問う声があった。裁判とは、並べられた証拠を元に、有罪か無罪かを競う場だ。いままでに、蓮太郎の無罪に有利な証拠が一つでも発見されただろうか。

　いままでの刑事や検事の決めつけに近い取り調べから、推すい定てい無む罪ざいの原則がお題だい目もく以上に効力を発はつ揮きしないことは、疑いを容いれる余地がなくなっていた。

　蓮れん太た郎ろうは腰こし縄なわを打たれて裁判所と留置場を往復する。

　その間に、一足先にティナの有罪が決まる。ティナは『聖せい天てん子し狙そ撃げき事件』と併せて即決死刑を宣告される。

　イニシエーターは絞首刑に処しても、持ち前の再生力のせいでいたずらに苦痛が長引いてしまうことがわかっている。かといって、バルビツール剤や筋きん弛し緩かん剤ざいなどをカクテルした薬物刑は、ガストレア細胞が体内に入ってきた毒を無毒化しようと働くのでこれも効きにくい。

　消去法で、ティナは銃殺されることに決まる。震ふるえる足で刑場に引かれていき、頭にずだ袋をかぶせられ柱に縛り付けられる。十歳の少女の脆ぜい弱じやくな精神で、処刑の恐怖に耐えられるはずがない。ティナは死にたくないと泣きゆう訴そするが、それが聞き入れられることはない。

　弾はバラニウム弾を使う。一列に銃殺隊が並んで隊長の合図で一斉に発はつ砲ぽう。銃殺隊のライフルの内一発は慣例で空砲になっている。誰だれが空砲のライフルを持っているかは誰にもわからない。銃殺隊は『殺したのは俺ではない』と心の中で自分を正当化しながら、自宅に帰って美味しい食事にありつく。ティナは死ぬ。

　木き更さらは、他の事務所員が全員いなくなってしまったので天てん童どう民間警備会社を閉める以外に道がなくなる。櫃ひつ間まと結婚し、糖尿病というハンディを負いながら出産までこなす。

　徐々に記憶は風化していき、妹のように接していたティナのことも、元気すぎて手に余っていた延えん珠じゆのことも、そして蓮太郎のことも忘れて二度と顧かえりみることはなくなる。

　延珠は、ペアの喪失ということでＩＩＳＯに引き取られていき次のペアと組むことになる。だが次に組んだプロモーターが最悪だった。

　プロモーターの男は延珠に満足に食事を与えず、暴力を振るう。彼女たちの再生能力は常人の何倍もの代たい謝しや能力によって支えられているので、食事を抜かれると傷の再生もおぼつかなくなってくる。

　侵しん食しよく抑よく制せい剤ざいすら与えられずに延珠の体内侵食率が五〇％を超えた場合、延珠は内臓が裏返るような激痛の中、あえなくガストレア化する。

　延珠ほどの破格の強さを持つイニシエーターがガストレア化した場合、その脅きよう威いの総算は、人類にとっての悪夢を体現したものとなるだろう。

　そして延珠を狩り出すために集まってくるのは、皮肉にもかつて延珠があれほど帰属意識を持ち、自分がその一員であることを誇りに思っていた民みん警けいたちなのだ──

　意識が現実に引き戻される。蓮太郎の呼吸が、浅く短くなっていた。

　たったいま自分が見た病的な未来予測は、本当にただの妄もう想そうに過ぎないのか。

　自分に有罪判決が下った先の、ありうべき未来の姿ではないと、どうして言い切れるのか。

　両掌を目の前にかざすと、手首は手錠で醜い青アザだらけになってズキズキと痛んだ。

　握りしめた拳こぶしが震ふるえる。

　──俺は水すい原ばらを殺していない。なのにどうして、こんな理不尽な目に遭あわなければならない？　俺を嵌はめた人間はなんの罪も償つぐなうこともなく、今頃計画が上手くいって高笑いしているっていうのに。

　不意に目頭が熱くなって視界がかすむ。

　悔しくて悔しくて仕方がなかった。

　取り返したい。奪い去られた日常のすべてを。ティナと木き更さらと延えん珠じゆのいる、かけがえのない天てん童どう民間警備会社を。

　なにより、誰だれのためでもない自分自身から強ごう奪だつされ、蹂じゆう躙りんされた名誉と誇りのために、真犯人をこの手で捜し出し瞋しん恚いの炎で焼き尽くしてやりたい。

　パトカーのサイレンは次第に強く耳じ朶だを叩たたき、ややもせず警官が殺到することは明白だった。

　残された時間は、否いや応おうなく蓮れん太た郎ろうに決断を迫っていた。

　しばらくして、ピタリと蓮太郎の体の震えが止まる。

　蓮太郎は顔を上げると、林を抜けた先にある煌きらびやかなネオンの街を冷ややかに見据えた。







　数分後、警官が現場に駆けつけた時、その場には横転・炎上したエルグランドと、昏こん倒とうした護ご送そう官かんが三人、それとカラの手錠が打ち捨てられているだけだった。

　里さと見み蓮太郎の姿は、どこにもなかった。
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「なんですって……ッ」

　聖せい天てん子しは思わず声をあげる。

「里見さんが……脱走………………？」

「はっ、聖せい居きよからの帰りに、護送車を襲おそわせて計画的に脱走したものと思われます。いまだ車に乗っていた護送官三人の意識が覚かく醒せいしていないので、詳しいことはわかりませんが……」

　敬礼しながらそう報告した聖居職員の言葉は、半ば耳から耳に抜けていく。

　自分の顔から血の気が引いていくのがわかった。

　なんということだろうか。保身をはかるために彼のライセンスを取り上げてしまったことは、巡りめぐって彼を追い詰めてしまったのではないか。

　だが、どうすれば良かったのだろう。

　東京エリア国家元げん首しゆという公人としての聖天子は、誰だれをも等しく愛するが故に、誰をも特別視することができない。

　気付けば肩に手を置かれて強く揺すぶられていた。

「聖せい天てん子し様、しっかりしてくださいませ」

　菊きく之の丞じようだった。

「憚はばかりながら、あやつが逃げ出したのはあやつの弱さゆえです。あなた様はあなた様のなすべきことをなしてください」

　聖天子ははっとして、目をつむると、心を落ち着ける。

「警察は、もう動き出しているのですか？」

　なんとか平静を装ってそれだけ絞り出すと、職員は背筋を伸ばして腹から声を出す。

「はい、遠からず彼を逮捕するために動き出すものと思われます」

「では──」

「──その件、私どもにお任せいただけませんでしょうか？」

「誰だれです」

　割って入った声に驚いて顔を上げると、カツカツと、硬い靴底が聖居の床を叩たたく音がして、廊下の向こうの闇やみの奥から一人の男性が歩いてくるところだった。

　年の頃は六十よりわずかに若い程度。五分刈りの頭部に斜めに走った傷跡のせいで一部が禿はげ上がっており、目元は厚ぼったく垂れている。三さん白ぱく眼がんの目つきは剣けん呑のんな輝かがやきを放っていた。

　見知った顔だ。

「これは、櫃ひつ間ま総そう監かん」

　答えたのは、隣となりに控えていた菊之丞だった。

　警視総監の櫃間正ただしは聖天子の前まで来ると、恭うやうやしく礼をする。

「すみません、会話が聞こえてしまったので。ご無ぶ沙さ汰たしております、聖天子様」

「お久しぶりです、櫃間総監。しかし、どうしてここに？」

「私が呼んだのです」

　菊之丞が答えて、聖天子を一いち瞥べつしたあと、続ける。

「あなた様を護衛するはずの護衛官が不祥事を起こして解散したあと、あなた様を守る者が私だけという状況は困りますからな。警察の警護課から護衛官ＳＰを貸していただけないかお伺いしていたのです」

　続きを櫃間が引き取る。

「お話を聞けば全面的に私ども警察組織の失態ではありませんか。しかしご安心ください聖天子様、卑ひ劣れつな逃亡犯を可か及きゆう的てき速やかに逮捕すべくうってつけの人間がいます」

「うってつけの人間とは？」

「せがれです。不ふ肖しようの子ながらよくできた奴やつで、あのような逃亡犯など、たちどころに逮捕してみせるでしょう」







　車の扉を勢いよく閉めると、ぬるい夜の風がわずかにかき混ぜられ、土の匂いが鼻び孔こうに届いた。

　どこから湧わいたのか、ワゴン車が横転した現場は詰めかけた報道陣で騒そう々ぞうしく、闇やみ夜よに焚たかれるカメラのフラッシュがひどく眩まぶしい。

　一帯にはパトカーや救急車の回転灯がひしめいており、封ふう鎖さテープが敷かれていた。

　多た田だ島しま茂しげ徳とくがまとわりつく記者を掻かき分けて腰をかがめて封鎖テープをくぐると「主任」という聞き慣れた声がかかる。

　声の方を睨にらむと、幼さが顔に残る刑事がしまったという顔で両手で口を押さえて「あ、もう係長でしたっけ」と漏らす。部下の吉よし川かわである。

「で、現げん場じようは？」

　無視して多田島が問うと、「こっちです」と吉川にさきほどまで炎上していたワゴン車まで案内される。

　逆さになって天板が潰つぶれたワゴン車内部を一いち瞥べつしてから、土の上に残ったブレーキ痕こんを見る。

「どういう状況だ？」

「押おう送そうの帰り道、被告を乗せたワゴンの前に小さな女の子が飛び出して運転手がハンドルを大きく切ったせいでワゴンが横転。二人は骨折したので搬はん送そうされました。いま軽傷だった運転手が目を覚ましたんで事情を聞いているところです」

「女の子？　あの民みん警けいのイニシエーターが助けに来たのか？」

「いや、どうもそれが違うらしいです。押送中の里さと見み蓮れん太た郎ろうは今日聖居を訪れていて、その際自主的に民警を辞めさせられたらしくて、そこでライセンスを返納しています。ほぼ同時刻にＩＩＳＯ職員が天てん童どう民間警備会社を訪問していて、ペアの不在ということでイニシエーターの女の子……確か名前は藍あい原はら、えーと──」

「──延えん珠じゆ」

「そうそう、藍原延珠の身柄を半強制的に引き取っていったそうなので、彼女にはアリバイがあります」

「じゃあ誰だれなんだそいつは？」

　多田島は溜め息をついた。『聖せい天てん子し狙そ撃げき事件』の際、延珠が敵に捕まったと聞いた蓮太郎の顔は蒼そう白はくになってひどいありさまだった。

　イニシエーターに相当入れ込んでいるタイプのプロモーターが、ライセンスを取り上げられた挙げ句二度とイニシエーターとは会えないと宣告されたならば、ヤケを起こすこともあるかもしれない。

　多田島は自分を扇あおぎながら手頃な倒木に腰掛けると、空を見上げて星を見た。

「フン、しかしまさか本当に起訴するとはな」

「係長まだ言ってるんですか？　係長はアイツが無罪だと思っていたクチですか？」

「いや、一応アイツは『第三次関東会戦』の英雄だからな、上の人間が必死になってもみ消しにかかるんじゃないかと思ってたんだ」

「聖せい天てん子し様は潔けつ癖ぺきだからそういうの一番嫌いでしょう。あの方だって泣いて馬ば謖しよくを斬きる心境だったんじゃないっスかね、きっと」

　ふとどちらともなく会話が途切れると、多た田だ島しまは胸から取り出したタバコの箱を軽く叩たたいて一本取り出すと、火を点つける。横でぽつりと吉よし川かわが漏もらす。

「アイツ、本当に犯人だったんでしょうか？」

　多田島は胸に紫し煙えんをいっぱいに吸い込み、宙に向けて吐いた。

「さあな」

　横目で慌ただしく現場を行き交う警官を見ながら倒木から立ち上がると、指示を出そうと肺に息を吸い込む。その時「ここの責任者は誰だれですか？」という声がどこからともなく聞こえてくる。

　ひしめく回転灯や鑑かん識しきの封鎖テープ、記者団の焚たくフラッシュの向こうから、すらりとした男が一直線に歩いてくる。

　背筋が伸びてシルバーフレームの眼鏡をひっかけたスーツの男だ。見たことのない顔だった。

　男はまっすぐ多田島の前まで来ると敬礼。

「櫃ひつ間ま篤あつ郎ろう、本庁の警けい視しです。現場の責任者はあなたですか？」

　多田島は階級が上の人間とわかると、慌ててタバコを落としてかかとでにじって敬礼を返す。

「勾まが田た署しよの多田島茂しげ徳とく警けい部ぶです。たしかに、私が責任者ですが」

　不ふ摂せつ生せいがたたって体が横に広がった寸ずん胴どうの多田島と、すらりとした長身の男が向かい合って敬礼しているのは悪趣味な戯ぎ画がのようで、柄にもなく劣等感を覚える。

「上級試験合格者キヤリアっすか」と後ろで吉川がひがみっぽくつぶやいたので、多田島は脇を小突いて黙らせる。

「警部、悪いんですが、捜査権限はウチでもらいます」

「これはウチの管かん轄かつで起きた事件ですよ。大体なんで警視殿がわざわざ泥臭い現場くんだりまで出てくるんですか？　捜査は我々に任せてもらえませんかね」

　階級が上の手前敬語を使うが、言葉の端々に抑おさえがたい苛いら立だちが混じってしまう。

　だが白はく皙せきの男は眼鏡のフレームを中指で上げながら泰たい然ぜんと一いつ蹴しゆうする。

「多田島警部、残念ながらそういうわけにはいきません。事態はあなたが考えているよりずっと大きくなっています。特別捜査本部が設置されることが決まりました。本部は勾田警察署ではなく警視庁に設置して指揮は総そう監かんが執とります。以後あなたたち勾田署の人間は、我々の指示に従って動いてもらいます」

　多田島は仰ぎよう天てんした。

「総監クラスまで動くんですか？」

　櫃ひつ間まは肩をすくめる。

「まあ、我々警察の不祥事ですからね。なるべく早く沈静化させたいのでしょう」

「クソッ」

　なにが起こってるんだ、思わずそう叫びそうになった。警視庁に特捜を建てるのはよほどの大事件の時だけだ。絶対に、逃亡犯一人の捕とり物もののために動員して良いものではない。

「警部、被告は逃亡してからどれくらい時間が経たっていますか」

「大体一時間前の話だそうです」

「じゃあまだ遠くには行っていませんね」

　櫃間の眼鏡のフレームが光る。

「警部、里さと見み蓮れん太た郎ろうについて聞かせてくれませんか？　来る途中、書類は読みました。身長一七四センチ、体重六二キロ。天てん童どう流りゆうという拳法の初段だそうですね。ですが私が聞きたいのはそういうことじゃない。警部は被告と付き合いがあったそうですが、警部から見てどういう人物なんですか？　その里見蓮太郎というのは」

「ちゃらんぽらんな奴やつに見えますが、凄すご腕うでです。言っておきますが警視殿、あんたなんかには絶対捕つかまらんと思いますよ」

[image: ]

　きょとんとした表情をしていた櫃間の口元がわずかに釣り上がる。

「ほう、警部は彼を随ずい分ぶんと高く買っているんですね」

　なぜだか背筋にぞっと悪お寒かんが走り抜けた。

　櫃ひつ間まはパンパンと手を叩たたいて回りの捜査員の注目を集める。

「さあみんな、逃亡犯が逃げ切らないよう周囲二十五キロに検問を設置してくれ。逃亡犯の名前は里さと見み蓮れん太た郎ろう。中肉中背の男性で職業は学生兼民間警備会社の元プロモーターだ。あとでみんなに写真を渡す。繰り返す──逃亡犯、里見蓮太郎」

　取りかかれ、と櫃間がもう一度掌てのひらを打ち鳴らすと彼の部下とおぼしき捜査員は機敏に散開する。

　多た田だ島しまは櫃間の背におずおずと問う。

「で、櫃間警視。これからどうするつもりなんですか」

「里見蓮太郎の交友関係はそんなに広くはない。彼が一番最初に頼るのが誰だれかも容易に想像がつきます。なに、その人物は私の知り合いでもありましてね。私が話をつけてきましょう。安心してください警部、あなたの予測は外れますよ。事件は今夜中に解決します」
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　ハッピービルディング三階の店子テナント、天てん童どう民間警備会社のフロア内は重い静寂に沈んでいた。

　黒こく檀たん材ざいの幅広の社長机には、黒セーラーの少女、天童木き更さらが黙したまま座していた。

　時計が秒針を刻む音が、病的なまでに虚うつろに木更の耳に響ひびく。

　木更の脳裏には、膨ぼう満まんした風船を秒針がカリカリと引ひっ掻かくイメージが踊っていた。臨界点ギリギリまで膨ふくらんだ風船をつつく秒針は見るからに危なっかしく、破裂してしまったらすべてがおしまいだということはなぜか直感で理解できた。

　ＩＩＳＯ職員と名乗る人間が現れて、嫌がる延えん珠じゆを無理矢理連れて行ってしまったのはついさきほどのことだった。

　なんでも蓮太郎が自主的に聖せい天てん子しに民みん警けいライセンスを返納したので、延珠はＩＩＳＯの所有物として回収されるらしい。

　そんな馬鹿なことがあるはずがない。

　蓮太郎の延珠への執着はそばにいる木更から見てもいささか度が過ぎているとすら思う。その蓮太郎が、延珠との別離をわかっていながらおいそれと民警ライセンスを手放すはずがない。

　きっと聖居でなにかがあったのだ。

　だが本当にそうなのかと疑問を投げる声があった。

『もうここには来ないでくれ。二度と顔を見たくない。それだけだ』

　なぜいきなりあそこまですげない態度を取られたのか、今に至るまで木更にはわからなかったが、蓮太郎があの時を境に人が変わってしまったのなら、延珠のことを放ほう擲てきして諾だく々だくとライセンスを返却するということもありえるのではないか。

　胸がずきずきとして、気持ちが悪かった。

　延えん珠じゆもいない、ティナもいない、蓮れん太た郎ろうもいない。こんな状態で会社を続けても……。

　その時、携帯電話が鳴った。着メロはラフマニノフのピアノ協奏曲第三番第三楽章。

　木き更さらはためらいがちにスマートフォンを叩たたく。

『木更さん俺だ。助けて欲しい』

「里さと見みくんッ？」

　思わず椅い子すから立ち上がっていた。送信者名を見ると、『公衆電話』となっている。

「ちょっとこれ、どうしたのよッ」

　言葉を濁にごす逡しゆん巡じゆんが、スマートフォンの小型スピーカーの向こうから聞こえてくる。

『──いまは説明してる時間がねぇんだ。状況が変わった。力を貸して欲しい』

「状況が変わったって……」

『〝勾まが田たプラザホテル〟の一階のカフェラウンジ。八時半にそこで落ち合えないか？　そこですべて話す』

　木更は壁掛け時計を見る。あと三十分しかない。

　通話にかすかにパトカーのうなり声が混じって、蓮太郎が小さく舌打ちした。

『じゃあ木更さん、待ってっから』

「あ、ちょっと──」

　そう言ったときには、通話の途絶音が消しがたく虚無的に響ひびいていた。

　なにが起こっているのかまったく理解が追いつかなかった。

　彼の身柄は罪ざい証しよう隠いん滅めつの恐れがあるということで勾こう留りゆう処理が延期されていたので、保ほ釈しやくされたはずはない。

　それでも彼が外から連絡してきているという事実は、すなわち彼が自主的に出てきたということ。法を犯さずにそんなことをする方法を、木更は寡か聞ぶんにして知らなかった。

「そんな……」

「残念だが君を行かせるわけにはいかないよ」

　出し抜けにかけられた声に驚いて振り返ると、いつの間にか事務所の入り口の壁に、眼鏡の美び丈じよう夫ふが背を預けていた。

「櫃ひつ間まさん。どうしてここに？」

「里見くんからの電話だね」

「ち、違います」

　咄とつ嗟さに否定した木更を見て、櫃間はさも沈痛げに首を横に振る。

「聞いているかもしれないが、彼が護送車をひっくり返して仲間の少女とおぼしき共犯と共に脱走したんだ」

「仲間の少女？　……誰だれですか？」

「わからないんだ。それも捜査中だね」

　櫃ひつ間まは両手を広げてこちらに歩んでくると、ポマードの匂いが鼻び孔こうに飛び込んでくる。

「初動捜査がどれだけ重要なのかは、ガストレアの処理殲せん滅めつを仕事としている天てん童どうさんもわかってもらえるはずです。残念ながら彼は一線を越えた。教えてくれないかな？　彼の居所を。まだ私の権力内で穏おん便びんに処理できる」

「でも、だって……」

　櫃間の手が、不安に揺れるこちらを包み込もうと伸びる。木き更さらは一歩下がりながら咄とつ嗟さに櫃間の胸を押し返す。

　櫃間は気分を害した風でもなく小首をかしげる。

「好きなのかい？　彼が」

「そんなこと……ないです。里さと見みくんなんて、お馬鹿で甲か斐い性しよう無しで貧乏人で、未み織おりとかにデレデレして、私のこと構ってくれなくて、電話もいつも私からかけてばっかりで…………」

　木更は言葉に詰まって櫃間から視線を外して俯うつむくと、その肩に、優しく櫃間の手が置かれた。

「彼が無実であり正義を叫びたければ法廷でそれを証明すれば良かったんだ。彼はもしかしたら無実かもしれないし、これは私たち警察官のミスによる誤認逮捕の可能性もある。

　だけど、だとしてもトラックを横転させて怪我人を出した彼の行為を是ぜ認にんするわけにはいかない。天童さん、君が本当に里見くんのことを考えるなら、どうすればいいのかわかるよね？　このまま犯罪者として狭い東京エリアを永遠に逃げ回ることは不可能だ。彼は遅かれ早かれ捕つかまる。彼にこれ以上犯罪を重ねさせない事ができるのは君だけなんだ」

『もうここには来ないでくれ。二度と顔を見たくない。それだけだ』

　木更は強くかぶりを振った。

「私、わからないんです。里見くんがなにを考えているのか、なんにも。前はわかったのに、いまは、わからない」

　気付けば木更の顎おとがいは持ち上げられ、櫃間の優しげな微笑みの前に引きずり出されていた。

「さあ、あとは全部私に任せるんだ。里見くんのことは悪いようにしない。彼はどこにいるんだい？」

　なおも逡しゆん巡じゆんする木更に、櫃間がだめ押しする。

「彼が警官に射殺されるような結末を迎えてもいいのかい？」

「だ、駄目」

　木更はハッとして俯く。

「じゃあ、どうすればいいのかわかっているよね？　天童さんがなにが一番里見くんのためになるのか、ゆっくり考えて決めるんだ」







　櫃ひつ間まは天てん童どう民間警備会社を足早に飛び出すと、階段を降りてビルの前に立つ。

　取り澄すました顔をしているのも限界だった。いますぐ空き缶でも小動物でも良いので最初に目についたものを思い切り蹴けり飛ばしたい──そんなむしゃくしゃした気持ちになる。

　櫃間は携帯電話を取り出し、履り歴れきからリダイヤルすると、ややもなく相手が出る。

「天童木き更さらの携帯電話に仕込んだ盗聴器の感度は？」

『良好です。ですがもう里さと見み蓮れん太た郎ろうは電話をかけてきた場所からは移動しているでしょう。彼女は勾まが田たプラザホテル一階のカフェで待ち合わせすると約束したので、こちらを押さえましょう』

「ふん」

『気にくわないことでも？』

「天童木更はな……ついに口を割らなかったよ」

　電話口の声は理解できないとばかりに言う。

『我々の技術を信用していなかったのですか？　彼女から直接聞き出さなくてもこうして情報は苦もなく得られ──』

「──違う。試していたんだ。天童木更が里見蓮太郎を裏切るのかをな……。だが彼女は最後の最後まで口を割らなかった」

『計画は誤差の範囲内です』

「そう、だな……」

　櫃間は頭を振って、思考を切り替える。

「『メモリーカード』の在処はわかったか？　紅こう露ろ火垂ほたるの消息は？」

『どちらもまだです』

「面倒なことになったものだな」

　問題は山積みだが、一つ一つ解決していくほかあるまい。まずは里見蓮太郎だ。

「警察には遅れて知らせる。三十分やる」

『上はなんと言っているのですか？』

「フ、父上経由で聖せい天てん子し様からも彼を殺さないよう連絡が来ているよ。聖天子様が里見蓮太郎に特別な感情を持っているという噂うわさも本当かもしれんな」

『羨うらやましい限りです。で、どうするのですか？　まさか傷つけるなとは言わないですよね？』

　櫃間は肩を揺すって笑う。

「馬鹿を言うな『ネスト』。水すい原ばらがどこまで里見蓮太郎に話したのかは不明だ。構わん、確実に消せ。『ダークストーカー』を使うぞ」
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　勾まが田たプラザホテル内は、事前の予想以上に煌きらびやかな建物だった。

　天井は高くカフェラウンジは吹き抜け構造になっており、幾何学的な模様を描きながら組み合わさった強化ガラスの連なりが、外界とホテル内を分けている。

　ダウンライトとシャンデリアが織りなすオレンジ光が室内に暖だん色しよくを投げ、その間を落ち着いたクラシックの旋せん律りつが流れる。

　精せい白はくなテーブルクロスが掛かった卓の間をウェイターが回遊し、時折高そうなスーツ男やオックスフォードスタイルの事業家らしき紳しん士しが、淑しゆく女じよ相手に華やかなりしバラニウム産業の十年後の予測について熱弁を振るっている。

　一般にも開放されているはずだが、宿泊客らしき姿しか見えない。時間帯が悪いのかもしれなかった。

　そんな中で、土汚れのついた制服で一人そわそわと卓についている自分はさぞかし目立つのではないかと、蓮れん太た郎ろうは柄にもなく待ち合わせ場所をプラザホテルにしたことを後悔し始めていた。

　神経が昂たかぶっているのは、なにも手持ちぶさたにコーヒーを何杯も呷あおっているからだけではない。

　壁に掛かった時計に目をやると、待ち合わせ時刻まで残り十分。

　まさか今日中に警察がこのホテルに目星をつけてやってくるとは思えなかったが、ホテルとは我ながら早計だった。

　孤こ立りつ無む援えん化かした蓮太郎が夜を明かす場所を、警察は逆算して考えてくる。一日二日は野宿するが、そのうちどこか寝床がある場所が恋しくなるだろうと。そうした時真っ先に手配書が回ってくるのはこういったホテルのたぐいだ。

　約束の時間を五分過ぎたら木き更さらになにかあったものとしてこの場を離脱しようと決心した。

「お一人ですか？」

　不意にかけられた声に、驚いて顔を上げる。

　いつの間にいたのか、にこやかに笑う少年がこちらを覗のぞき込んでいた。自分と背格好は同じくらいで、歳としもそう離れているとは思えない。

　紺こん地じの詰つめ襟えりの制服は見覚えがあった。蓮太郎の住んでいる第九区にある額ぬか狩がり高こう校こうのものだ。人好きしそうな笑顔。笑顔が似合わずむすっとしていることが多い蓮太郎としては、羨せん望ぼうすら感じる陽性の気を発している。

　謎の少年は笑顔のまま目の前でカードケースをカタカタと振る。

「ブラック・ジャックなんていかがですか？」

「あ、いや……」

　なんと断って良いものかと思っていると、少年は蓮太郎の正面に着席して返答も聞かぬうちに山札から二枚配る。

　オープンになっているカードの一枚はクラブのキングだった。ジャック以上の絵札三枚はすべて数字の十としてカウントされる。

　どうやら断るタイミングを失したらしく、ワンゲームだけやって追い払おうと思って不承不承カードをめくると、もう一枚はダイヤのエース。エースは合計二十一を超えない限り十一の役札として扱うので、合計二十一を目指して役を作るブラック・ジャックでは最強ナチユラル・の手ブラツク・ジヤツクが苦もなく完成している。

　少年のオープンの合図でカードを開くと、相手が合計十六なのでこちらの勝ちだった。

　少年はにっこりと微笑んで両手を開いてみせる。

「おめでとうございます。さすが名にし負う里さと見み蓮れん太た郎ろう、運を天に味方につけているのかな」

　蓮太郎の肩がピクリと動いた。

「どうして俺の名前を知っている？」

　少年はゲームを終えたカードを脇によけてセカンドゲームの手札を配りながら、何気ない調子で言った。

「天てん童どう木き更さらなら来ませんよ」

　思わず椅い子すから腰を浮かしかける。

「お前は……ッ？」

　少年はなおも自分の手札に視線を置きながら机を指差す。もう一勝負しようということらしい。

　苛いら立だちながらも、まさかいきなり殴りつけるわけにもいかず、仕方がなく着席すると、テーブルに伏せられた札をしならせて盗み見る。合計で十八。これ以上リスクを取る必要もない手札だった。

　オープンすると、相手も十八。引プきツ分シけユ。

　少年は両りよう肘ひじをテーブルに突いて手を組み合わせると、目を細めてこちらを見た。

「せっかく水すい原ばらや公安を始末して君たちに泥を被かぶってもらっていたのに、君が往おう生じよう際ぎわ悪く逃げてきたせいでこちらが描いた青写真が崩れかかっています。これは由ゆ々ゆしき事態だ。君は水原に弱みを握られて強ゆ請すられ、それを苦に彼を殺した──そういう筋書きでいくことが決まっているんです。いまさら書リきラ直イしトは困る」

「まさか、お前──」

「──『新世界創造計画』。初めまして先せん輩ぱい。僕は君を超えるために作り出された」

　側頭部をハンマーで一いち撃げきされたような衝撃が走った。

「そんな馬鹿な……」

　水原と公安警察が消された事件を追うと決めた以上、蓮太郎は警察以外にももう一つ、立ち向かう覚悟を決めていた組織があった。実態は見えず、その姿は朧おぼろとかすんでいたが、その脅きよう威い度どは警察など比較にならないほど上だと当たりをつけていた。

　だがその暗殺組織が、逃亡から二時間も経たたずにこちらを発見できるかと問われれば、蓮れん太た郎ろうは一笑に付しただろう。

　こうして信じがたい現実を目の当たりにしなければ……。

　悠ゆう揚よう迫らざる態度の少年に束の間呆あつ気けにとられていると、彼は両手を広げてさらに続ける。

「僕はコードネーム・ダークストーカー。巳み継つぎ悠ゆう河がと言います。どちらでも好きなように呼んでくれて結構ですよ。君の処刑を司つかさどることになりました。以後お見知りおきを」

「ふざけるなッ！　『新世界創造計画』は立ち消えたはずだッ」

「じゃあ立ち消えたはずの僕は亡ぼう霊れいですか？」

　悠河は悪意も露あらわに混ぜ返す。

「里さと見みくん、我々は君という生いけ贄にえを欲している。ティナ・スプラウトは処刑される。天てん童どう木き更さらは飼い慣らして天童一族にけしかける。藍あい原はら延えん珠じゆが次に組むプロモーターも実はもう決まっています。『相棒バデイ殺し』。君が想像する以上に最悪のプロモーターですよ、君の有罪判決も揃そろえば完璧なんですよ」

　つまりは、事の初めから……。

　怒りに歯が軋きしる蓮太郎を尻目に、悠河はさらに泰たい然ぜんと言葉を重ねる。

「聞けって言われてるんで聞きますよ。水すい原ばらから渡されたメモリーカードはどこですか」

　蓮太郎は危うく『なんだそれは？』と口走りそうになって、なんとか口をつぐむ。

　そんなものを水原からもらった記憶はない。が、直感が、敵の勘違いに便乗した方が良いと告げていた。

「渡したらどうなる？」

「この場を一番穏おん便びんに終えることができます。黙って檻おりの中に戻る権利を与えますよ。命までは奪うばいません」

「ふざけろよクソ野郎」

　悠河はこちらを小馬鹿にした嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「交渉決裂、ということですか？」

「俺とお前の間に、決裂する交渉すらない」

「じゃあ君を殺して奪うしかなくなりますね。まったく、馬鹿な人だ。せっかく生き残るチャンスをあげたのに」

　二人の間に不可視の火花が散り、一触即発の空気。

　蓮太郎は感情をいったん鎮めて、冷静に敵の戦力を分析する。

　卓の反対側に泰然と座る悠河は中肉中背、体格もそう自分と変わるものではない。

　実力は不明。彼が本当に同じ機械化兵士プロジェクトの人間だとすると、当然どこかしらが機械化されているはず。

　菫すみれの言葉が本当なら、蓮太郎の先せん輩ぱいに当たる『新人類創造計画』の芳ほう原ばら健けん二じと高たか村むら莢さやは、こいつらに殺されている。直接ガストレア大戦を戦ったことのある彼らが。

　ここで自分が負ければ、『新人類創造計画』は『新世界創造計画』に全面降伏したことになる。死した彼らのためにも、ここでは負けるわけにはいかなかった。

　テーブルの下で拳を固く握りしめる。

「じゃあ始めましょうか。どこで──」

　先手必勝で仕掛け、着座した状態から足を跳ね上げ卓を蹴けり上げる。

　周囲の客のどよめき。悠ゆう河がの驚きよう愕がくの表情もすぐに跳ね上がって横倒しになった円卓で見えなくなる。立ち上がりざま、左足で地を踏みしめ腰を落とすと、右足で卓の中心を蹴りつける。

　悠河から見れば、横倒しになった卓で視界を塞ふさがれた上、卓が迫ってきた形になる。躱かわせる道理はない。

　──そう思っていたからこそ、悠河が苦もなく卓を大きく飛び越えて視界に迫ってきたことに気付いたとき、瞬しゆん時じに対応できなかった。

　悠河がこちらめがけて飛び蹴りを放つのを見て、咄とつ嗟さに足下のテーブルクロスをつま先で絡め取ると、そのまま足を跳ね上げて上空に巻き上げる。

　空中で広がった精せい白はくなクロスが、悠河の体を包み込み、全身のバネを使ってしゃがんだ瞬間、蹴りが耳元をかする。

　冷や汗が噴き出すのも束の間、テーブルクロスに絡め取られてミイラ男になった悠河めがけて足を踏み換える。

　天てん童どう式しき戦せん闘とう術じゆつ二の型十六番──

「これで────どうだッ！」

　──『隠いん禅ぜん・黒こく天てん風ふう』。

　渾こん身しんの力で放った回し蹴りは、もがく悠河の側頭部付近にパァンと快音を立てて命中。吹き飛ばされて隣の卓に派手に激突。卓の料理をひっくり返し、陶器が割れる甲高い音。宿泊客のどよめきがパニック寸前まで膨ふくらむ。

　手応えはあった。

　だが次の瞬間、驚愕の声を上げたのは蓮れん太た郎ろうの方だった。

　悠河は倒れていなかった。蓮太郎の蹴りを受けて靴跡が絨じゆう毯たんに激しく擦さつ過か痕こんを引いているのに、ダウンまでいっていない。

　ブロックしたのだ。視界を完全に塞がれた状態で蓮太郎の蹴りを。

　そんなことは、蓮太郎の頭の中を覗のぞきでもしない限り不可能である。

　悠河は纏まつわるテーブルクロスをはぎ取る。

　クロスの下から現れた悠河の顔を見た瞬間、蓮太郎の眦まなじりが裂けんばかりに見開かれる。

　悠河の両眼に幾何学的な模様が生まれて、黒こく瞳どう内部が高速で回転していた。

「そんな、馬鹿な……」

　両眼に義眼だと？　それではまるで──

「フ、気付きましたか。言ったでしょう？　僕は君を超えるために作り出されたって」

　悠ゆう河がは余裕綽しやく々しやくの態度で自分の右目を指差しながら続ける。

「これは『二一式黒膂石バラニウム義眼』を改良した『二一式改』です。君のものと比べて基本スペックに大幅な底上げが図られたモデルです」

「二一式改……」

　一体誰だれが。

『四賢人』とまで謳うたわれた菫すみれの研究開発した『二一式黒膂石バラニウム義眼』は、一般の研究者には基礎理論ですら理解不能だと聞く。

　絶望的な気分のまま立ち尽くしていると「お客様すみません」という声が悠河の背後から掛かる。いかにも荒あら事ごと専門という筋骨隆々とした黒服のホテルマンが、遅まきながら仲裁に入ることにしたのか悠河の肩に手を置く。

「ホテル内でのもめ事は他のお客様の迷惑になりま──」

　パアン、という快音が響ひびき、男が血を吹き宙に浮くとひっくり返り昏こん倒とう。悠河がそちらの方向も見ずに放った裏拳があごにクリーンヒットしたのだ。

「キャアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　絹を裂く悲鳴が響き渡り、事ここに至って、尋じん常じようならざる事態に呪じゆ縛ばくされていた宿泊客が我先にと雪崩なだれを打ったようにホテル出口の回転扉に殺到する。

　地をどよもす悲鳴と怒ど号ごうの中、距離を置いて対たい峙じする蓮れん太た郎ろうと悠河だけが静かにお互いを睨にらむ。

　悠河が腰に手を伸ばし自分の得え物ものを取る。奇くしくもそれは、蓮太郎が拳けん銃じゆうを挟んでいる位置と酷似する。

　彼が抜いたのは、ブローニング社製の自動拳銃、ハイパワー。

　悠河が腕を上げて撃げき鉄てつを起こすと、銃口をこちらに向ける。

　こちらを射い貫ぬく細められた視線。殺意の放射。けたたましく鳴らされた警報ベルも精神を没入させるに従って小さくなっていく。

　固いツバを飲み込み、心臓がドラムのように打つ。

　なぜ彼の目に義眼が嵌はまっているのかという疑問をいったん脇に置いて、思考する。

　本来、蓮太郎の義眼は銃使いガンナーの銃口から弾道を予測して手玉にとってこそのもの。

　だが、果たして敵も同様の能力を持った状態で、その道理がどこまで通用するのか。

　十メートル足らずの彼ひ我がの距離が、無む間げんの広がりに思えてくる。

　蓮太郎は静かに目を閉じる。

　──恐れるな、俺。

　刮かつ眼がんと同時に義眼が限界まで加速する超演算を開始。熱を持った義眼に、目ま蓋ぶたの裏にチリリと焼けつく痛み。

　思考の回転数がオーバークロックされて奇妙にスローモーションになった視界の中、悠ゆう河がの人差し指が引き金トリガーに掛かり、ゆっくりと絞られていく。シングルアクション拳けん銃じゆうにしては長く粘りのあるハイパワー拳銃特有のストローク。極限まで集中した蓮れん太た郎ろうの耳には、トリガースプリングが潰つぶれて軋む音すら聞こえてくる。

　やがてトリガーと連動したトリガーバーを起点に、シアを介して撃鉄ハンマーが振り子の如く振られて、ブリーチブロック内に収まった撃針フアイアリングピンが薬やつ莢きよう底部を打撃。

　そして──三三九フィート・ポンドの初しよ活かつ力りよくを持つ必殺の銃弾が、発砲炎と共に螺ら旋せん回転を描きながら吐き出され、こちらに向かって突進し始めた。

　蓮太郎も回かい避ひ位置を演算しながら、駆け出していた。







　宿泊客が悲鳴を上げて逃げ惑って飛び出してくる様子は、ホテルを密かに包囲していた多た田だ島しまたち警察官の目にもはっきりと見えた。次いでホテル全体にジリリリとけたたましい警報ベルが鳴る。

「櫃ひつ間ま警けい視し！」

　指揮車で直通電話を受けていた櫃間は電話の相手に「わかりました」と一つ頷うなずいて顔をこちらに向ける。

「多田島警部。総そう監かんより特殊急襲部隊ＳＡＴの突入命令が出た」

「ＳサＡツＴトッ？　そこまでする必要があるんですか」

　櫃間は青い機動服を着た特殊部隊の隊長を呼び出すと、敬礼を交わす。

「隊長、突入してくれ。逃亡犯の生死は問わない。迅じん速そくに事態を収束してくれ」

「し、しかし櫃間警視、聖せい天てん子し様からは逃亡犯には可能な限り危害を加えるな、と……」

「情報が錯さく綜そうしているようだね隊長。逃亡犯は確実に射殺して欲しい。責任は私が持つ」

　その時、一発の銃声がホテルからとどろいて、多田島と櫃間は顔を見合わせた。

「係長！」

　部下の吉よし川かわが焦った表情で双眼鏡を差し出す。

　光学的に拡大されたホテル内を覗のぞき込むと、カフェ中央で里さと見み蓮太郎と見知らぬ少年が戦せん闘とう状態に突入していた。

「なんだ……ありゃ」

　多田島は呻うめく。戦闘は、異常な状態で推移していた。

　謎の少年が拳銃を連発するも、蓮太郎はバックステップやサイドステップを駆使して紙一重で回避。のみならず、隙を見て目にも止まらぬ速度で肉薄せんと迫り来る。

　五発目でついに至近距離にたどり着き、拳が勝敗を左右する世界に突入する。

　蓮れん太た郎ろうの拳が左右から三発放たれる。どれも当たり所が悪ければ残らず決め技に化ける一撃である。少年はそれを弾きざまハイキックを繰くり出し、蓮太郎はあごを反らせて回かい避ひざま、喉のどを潰さんと水平に手て刀がたなを放つ。
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　凄すさまじい手数の技を繰り出し回避しながら再び繰り出す演武めいた攻防。一秒間にお互いが打ち合う手数だけが気が狂わんほどに多い。

　彼らはお互いを見ているようで、その実もっと遠くを見ていた。それが次の攻撃を避けながら十手先を見据えて戦術を組み立てている眼だと気付いたとき、多た田だ島しまは心の底からゾッとした。

　もはや人間の繰り広げて良い戦せん闘とうではない。

　──一体なにが起こってやがる。

　多田島は突入に続くためスーツの脇に手を入れて、ホルスターの中のリボルバー拳けん銃じゆうを固く握りしめた。







　多田島は知るよしも無かったが、百分の一秒という驚異的な速度で観察、事象の把は握あく、行動という思考プロセスを辿たどり、人間の筋反射の限界速度である〇．二〇秒の壁すら越えて駆動し続ける戦闘が、常識の範囲内に収まる道理もなかった。

　義眼に仕込まれたコアプロセッサが、互いの裏を掻かこうと限界近くまで演算を続ける。

　だが、戦闘は徐々に一方的な展開を見せ始めていた。

「ガッ！」

　胃の内容物が逆流しそうなほどの蹴けりを受け、蓮れん太た郎ろうははじき飛ばされ派手に近場の卓をひっくり返して転倒。グラスの氷水を頭からひっかぶる。

「スペックが違うんですよ、スペックが」

　霞かすむ視界の先、悠ゆう河がが余裕綽しやく々しやくに両手を広げる。

　蓮太郎は歯は噛がみしながら立ち上がり、ふらつく足で構える。

　つぶさにこちらの様子を観察する悠河は、鼻を鳴らす。

「わかりますよ里さと見みくん、右みぎ膝ひざ屈曲筋と大だい腿たい二頭筋、左手側の尺しやく側そく手しゆ根こん伸しん筋きんや尺側手根屈筋に力が入っていますね。次の一撃は左の拳をめくらましにした右のミドルキックですか。でもその手は悪あく手しゆですよ。三十七合の打ち合いの後に僕の蹴りで君の頭ず蓋がい骨こつを破壊して詰みチエツクメイトです」

　蓮太郎はゾワリとしていままでの戦術分析をゴミ箱にたたき込んで、新たに戦略を練り直す。

「おや、戦法を変えてきましたね。でもそれはもっと悪手だ。体当たりで僕の体を押さえ込もうとなんてすれば、十合もいかない内にあなたのあご骨が叩たたき折られて詰みチエツクメイトです」

「そんな……」

　脳の配線がショートして次の行動すら策定できなくなった蓮太郎は、恐怖に思わずあとじさる。

　悠河が必勝を確信した笑みで腰を落としたその時、悠河の背後にあるホテル正面や窓から青い機動服を着た人間たちがこちらめがけて突進してくる。

　──ＳＡＴッ？　どうして。

　早すぎる。警報ベルが鳴ってから幾ばくも経たっていない。

　事態は完全に蓮太郎の理解を越えていたが、連中が蓮太郎を助けに来たわけではないのはわかる。

　一刻も早く逃げなければ。

　刹那、起死回生の一手が電でん撃げき的てきに脳裏をよぎる。

　──なら、これならどうだ！

　右足の人工皮ひ膚ふが裂け、中から光沢のあるブラッククロームの義足が露ろ出しゆつ。ストライカーが右足内部のカートリッジを打撃し、イジェクターが空から薬やつ莢きようを蹴けり出す。

「ラアアアアアアアアアアアアアッ」

　蓮太郎は慣性力に任せて右足を蹴り出す。狙いは絨じゆう毯たん敷じきのその下の床。超バラニウムのつま先は絨毯を引き裂きその下の大理石やその下の基礎材をまとめて粉砕して前方に巻き上げる。

　破片ダメージを狙った躱かわすべくもない指向性対人地雷の如ごとき一撃。

　数百数千の破片になった床材が、狙い違わず機動隊や悠ゆう河がめがけて襲おそいかかる。頭に破片が当たっただけでも脳のう震しん盪とうは確実だし、そうでもなくともアーマーの類いを身につけていない悠河ならば全身が粉砕骨折に至っても不思議はない。

　だが彼は、あろうことか顔面を防御しながら破片側に突っ込んできた。直後に夥おびたたしい量の破片が悠河の全身を殴打。血が噴き出し、服が切り刻まれながらも、破片の暴風を突破。

　懐ふところに飛び込まれて掌しよう打だが胸に置かれたと思った時にはすべてが遅すぎた。

　悠河の喜悦の滲にじんだ凶相に、蓮れん太た郎ろうは顔色を失う。

「里さと見みくん、君の戦いに敬服します。さようなら」

　掌打がそのままねじられ、直後に蓮太郎は内臓が捻ねん転てんするかの如き激痛に襲われた。

　死神の冷たい手で心臓を握るイメージが脳裏をよぎり、咄とつ嗟さに身を捻よじりながら床を蹴けり後方に飛んで致命傷を避さける。硬い物体に背中から激突して、肺から息が絞り出される。

　気付けば蓮太郎はカラのエレベーターケージに飛び込んで荒い息をついていた。

　悠河が追撃の構えを取る。反射的にエレベーターの最上階のボタンと『閉』ボタンを連打する。

　叫び出したくなるほどゆっくりと閉まる扉に、迫り来る悠河。

　あわやというところで分厚い扉が閉まり彼の姿が視界から消えたと思った瞬間、逃すまじと蹴りが放たれる。金属が捻り潰つぶれる怪音がして、扉が内側に膨らむ。

　カゴケージ全体が揺れ、パラパラと粉塵の壁材が削れてケージ内に降り注いだ。それが彼の蹴りによって引き起こされた災厄だと気付くまでしばらく時間を要した。

　それでもエレベーター最上部に設置されたケーブル巻き上げ機は、思案の末スチールケーブルを手た繰ぐり寄せることに決めたらしく、ケージはゆっくりとだが、けだるい上昇感と共に昇っていく。

　蓮太郎はきりきりとした痛みに歯を食いしばりながら、慎重にカッターシャツをまくり上げる。胸元に悠河の掌てのひらの痕あとが病的なほど濃い青あざになって残っていた。

　どういう類いの技が、これほど人体を損そん壊かいし得るのか。

　ただ一つわかるのは、最後のあれは間違いなく決め技だった。直ちよく撃げきしていれば命はなかった。

　これが、『新世界創造計画』。

「チクショウ……ッ」

　腹から大きく息を吐くと、蓮太郎は天井灯をぼんやりと見上げた。







　蓮太郎を乗せて昇っていくカゴの階数表示目盛りインジケーターをまんじりともせず見上げていた悠河の胸は、獲え物ものを取り逃がしたというのにすがすがしく澄すみ渡っていた。

　悠河の口角が持ち上がる。

「さあ、ゲームの時間だ里見くん。無事にホテルから脱出してみるといい」

「動くな！　銃を捨てて両手を頭の上に置け！」

　出し抜けに無ぶ粋すいな声が背後から飛んでくる。

　せっかくの気分をぶち壊しにされて瞳ひとみを不快げに細めながら振り返ると、案の定大勢の人間の視線と銃口がこちらを向いていた。

　青い機動服の上から黒の抗弾ベストを着こんで、頭にはバイザー付きのヘッドギア。前衛はハンドガンと片手用対弾シールドで、その後ろの連中は短機関銃サブマシンガンで武装している。ＳサＡツＴトだ。

　悠ゆう河がは億おつ劫くうげに左手を頭の上に置き、右手で上着のポケットを指さし、視線で許可を取った上ゆっくりと手を入れてパスケースを取り出し、放った。

　注意深くそれを拾ったＳＡＴの隊員は、しげしげとそれを眺めている。パスケースの中には民みん警けいのライセンスが入っている。

　悠河はプロモーターでもなければ相方のイニシエーターも存在しない。拳けん銃じゆうを所持して大っぴらに歩きやすくするため『組織』から支給された偽造品だが、彼らがそれに気付くことは永遠にない。

「なんだお前、民警なのか？　どうしてここに？」

「ニュースで彼の脱走を知りました。偶然ここで彼を見かけたので同業者として恥を濯そそごうとしたのですが、逃がしてしまったようですね」

　ＳＡＴ隊員はパスケースを投げ返してきてシッシッと手を振った。

「とにかく、ここからは我々がやる。君は下がっていたまえ」

　悠河が肩をすくめてエントランスから出て行こうとしたとき、二人の刑事が正面の回転扉をくぐって入ってきた。一人は遠目からでも高身長でハンサムな櫃ひつ間まだが、その隣となりにいる中年のくたびれた刑事は何者だろうか。

　櫃間は掌てのひらを叩たたいてＳＡＴの注目を集める。

「急いでエレベーターの主電源とバックアップ電源を止めて里見蓮れん太た郎ろうを孤立させるんだ。残りは階段から上がっていけ。いま別働隊を屋上から乗り込ませているから挟はさみ撃うちにするんだ。絶対に逃亡犯を逃がすな」

　櫃間の号令一下、ＳＡＴが二班に分かれて片側が非常階段を駆け上っていく騒そう々ぞうしい音がする。

　悠河は櫃間とのすれ違いざま、彼にだけ聞こえるように声を落として呟つぶやく。

「別ポイントで里見蓮太郎を待ち伏せます」

「面倒をかけるなダークストーカー。私でもかばいきれなくなるぞ」

「わかっていますよ、櫃間さん」

　視線すら交わさずに交こう錯さくを終えた悠河は回転扉をくぐって外に出ると、大量のパトカーと回転灯がホテル外周を取り囲んでいた。

　ねっとりした風が顔に吹き付ける。なぜだかすがすがしく感じながら、夜目に屹きつ立りつする勾まが田たプラザホテルを仰ぎ見る。

　ただでさえ脱走を許しているのだ。ホテルからまんまと蓮れん太た郎ろうを逃亡させたとあらば警察の沽こ券けんに関わる。警察も死に物狂いで掛かっていくことになる。

　ここから彼の相手をするのはＳＡＴだ。







　蓮太郎は頬ほおをぴしゃりと叩いて活を入れる。

　いつまでもケージ内でグズグズしているわけにはいかなかった。

　遠からずエレベーターも使えなくなる。ホテル側のブレーカー操作でこのエレベーターだけをピンポイントで停止させてくることも考えられた。

　そうなるとケージは鉄の棺かん桶おけに変へん貌ぼうし、あとは逮捕されるのを待つばかりとなる。

　しかし、一体どうやってホテルを脱出すれば……。

　階数パネルを見ると、ホテルは三十二階まであるらしい。一番近場の二十階を押すと、ややもなく小気味よい音と共に扉が開く。

　直後にエレベーターの室内灯が消え視界が暗転、閉まりかけていた扉がその挙動を永遠に停止した。

　ぎょっとするのも束の間、すぐに警察側のブレーカー操作によるものだと気付く。ひやりと背筋を汗が流れ落ちる。

　降り立った廊下側の電気は生きており、ベージュ色の壁紙と落ち着いたダウンライト。だが足下にはタオルケットやガウンなど様々なものが散乱している。

　警報に驚いたのか、降り立ったフロア客室はほとんど扉も開け放しになっており、取るものもとりあえず逃げていったという印象がある。素早いことに、ほとんどの宿泊客は雲を霞かすみと逃げ出したあとらしい。人の気配はない。

　油断なく二十階の窓まで近づき恐る恐る眼下を見ると、パトカーが音もなく回転灯を閃ひらめかせて重厚な包囲網を築きずいており、その外に封鎖テープ。さらにその外には報道陣や野次馬が詰めかけていた。アリの這はい出る隙すき間まもなさそうだ。

　ふと、遠くからローター音が聞こえて目をこらすと、探照灯サーチライトをせわしなく動かしながらヘリがこちらに向かってきていた。

　光の環わがこちらに迫ってきて、蓮太郎はそっと窓から離れる。

　とにかく、この階に長時間留まるわけにはいかない。すでにエレベーターが二十階で止まったことは警察も知るところだ。

　だが下に降りることは論外だ。必然的に上に上がるしか方法がないが、いずれジリ貧になることは蓮太郎自身痛いほどよくわかっていた。

　非常口を示す人型のグリーンライトを頼りに鉄てつ扉ぴを押し開けると、ひやりとした空気が肌を撫なでていく。豪ごう奢しやなホテルの雰囲気から一変して、配管などが上部にむき出しになった無骨な非常階段が渦巻き状に上下に伸びていた。

　ふと階下から控えめな靴音がして手すりから下を覗のぞき込むと、七階ほど下に機動服を着てバイザーメットを被かぶったＳＡＴが見えた。

　一人がこちらと目が合う。慌あわてて手すりから顔を引いたのと隊員が銃口をこちらに向けて引き金を絞ったのは同時だった。

　消音器サイレンサーで減音された発はつ砲ぽう音おんと同時に手すりの鉄骨に連続で着弾して思わず首をすくめる。

　冷や汗をかきながら体勢を低くして駆け出す。とにもかくにも上に逃げるより他になかった。

　だがしばらくして、上方からも控えめな靴音がカタカタと聞こえてきて慄りつ然ぜんと背筋を凍らせる。

　おそらくヘリから降下した部隊。

　挟はさみ撃うちにされたことに気付いた蓮れん太た郎ろうは絶望的な気分になりながらすぐ背後にあるプレートを見る。二十五階と書かれていた。

　鉄扉を開けて二十五階のフロアに転がり込む。

　やや広めに取られた廊下にベージュの壁紙。ダウンライト。いくつものドアが見渡す限り続いている。

　形状は二十階のフロアと同じ。警報に慌てて逃げた部屋のいくつかはドアが開けっ放しで、奇くしくも履はき物や財布などが転がっている惨状も二十階と酷似していた。

　ここで迎え撃つよりない。

　咄とつ嗟さに空いた部屋に飛び込もうとして理性の声が待ったをかける。

　敵は立てこもりや対テロ制圧のプロフェッショナルだ。本当にここで良いのか。

　蓮太郎は手近な部屋に飛び込んで鏡台を見つけると肘ひじをたたき込む。瓦かわらを割ったような乾いた破砕音と共に、割れて破片になった鏡片の中で手頃な大きさのものを見み繕つくろう。部屋を出てＴ字になった廊下の奥手側左に飛び込みざま壁に背をぴったりとつけ、鏡片をたったいま来た廊下側に差し込み手首を返しながら角度を調節、廊下を監視する。

　ほどなくして、聞こえるか否かの小さい鉄扉の軋きしみが聞こえてきて、人の絶えたホテル内の空気をゆるくかき回す。

　来た。

　左右反転した鏡面世界を通して盾たて持もち一人を先頭に六人。

　驚くべき事に、ヘッドギアやプロテクター、コンバットブーツで固めた重装備にもかかわらず移動音が聞こえなくなっていた。すでにして、フロアに蓮太郎がいるのを確信している足取りだ。

　蓮太郎はそっと掌てのひらにかいた汗をズボンにこすりつけた。

　彼らが身につけているヘッドギアは対たい閃せんバイザー仕様。短機関銃サブマシンガンは命中精度の優れたヘッケラー＆コッホ社のものと司し馬ば重工のものが半々。

　幸いにもまだこちらに気付いた様子はない。

　脱走して来たきり、着の身着のままの蓮れん太た郎ろうは、財布はおろか拳けん銃じゆうも持ってないので徒と手しゆ空くう拳けんで彼らに当たらなければならない。

　破れかぶれに彼らに突貫して掛かっても精々一人二人倒したところで撃ち殺される。だがこの場に留まっても早晩こちらの位置がばれて特フ殊ラ音ツ響シ閃ユ光バ弾ンが投げ込まれることになる。あれは爆音・爆光・圧力衝しよう撃げき波はの三種類がカクテルされて襲おそってくる凄すさまじいもので、室内戦でこそ真価を発揮する。

　特に最後の圧力衝撃波は携帯電話や腕時計などの精密機械を故障させ、至近で爆裂すれば骨折や鼓こ膜まく破は裂れつすらも起こりうる。目を閉じ耳を塞ふさいだくらいで凌しのぎきれるものではない。

　脈が速くなり、うなじの毛がピリピリとする。

　どうする？　どうする？

　そうこうしている間にも、ＳＡＴは怪しい部屋に、マニュアル通り二人一組で死角を殺しながら扉からの侵入ドアエントリーをして室内掃討クリアリングしていく。驚くほど音がしない。

　わずかに動いた靴先がなにかを蹴ける。足下を見ると勾まが田たプラザホテルのロゴが刻印されたマッチ箱が転がっていた。

　慌てて逃げた客の一人が取り落としていったのだろう。

　そこで蓮太郎の脳裏に電光が走る。

　首を直角にして天井を見ると、そこには蓮太郎の思惑通りの物があった。

　いけると思って一つ頷うなずいたその時、思いもよらぬ事態が起こった。

　突然、廊下側のドアが一つ開くと一人の婦人がふらふらとさまよい出てくる。

　逃げ遅れたのかと思ったが、すぐに違うとわかる。その虚うつろな瞳ひとみは、蓮太郎になんらかの病気を連想させた。

　ＳＡＴの一人が驚いて彼女に銃口を向ける。

「おい、やめ──」

　蓮太郎の制止も虚むなしく発はつ砲ぽう音おんが撒まき散らされ、不幸な誤射が彼女を襲っていた。婦人は膝ひざを崩し、床に倒れ伏す。

　咄とつ嗟さに駆け寄ろうと顔を出すと、猛烈な銃じゆう撃げきに晒さらされ押し戻される。轟ごう音おんと共にパッパッと音を立てて壁材が粉砕されて粉末状になって視界を覆おおう。

　こちらの位置もばれた。考えている時間はなかった。

　すぐ近くにある部屋に飛び込んで椅子を持ってくると、椅子に乗ってマッチを側そく薬やく帯たいの滑走路で擦する。手元で温かい炎がともり、それを天井の一端にかざす。

　蓮太郎がマッチをかざした先──そこには火災検知器が取り付けられていた。

　熱感知式のセンサーはマッチの炎を火災のそれと誤認し、ただちに消火するため側面に取り付けられた散水機スプリンクラーに指令を出す。

　直後、フロア中に豪ごう雨うが降り注いだ。

　ＳＡＴのどよめきが聞こえて発砲が止んだのを確認して廊下側を窺うかがうと、そこは蓮れん太た郎ろうの意図した通りの事態に陥っていた。

　豪雨に視界を奪われＳＡＴ一隊は恐慌状態に陥っており、とにもかくにもヘルメットを取ろうともがいている。

　勝機。

　蓮太郎は壁から飛び出し火薬撃発式の義足を駆動させ、一発撃発。スラスターを足の裏から噴射させる。

「ハアアアアアアアアアッ！」

　体がバラバラになりそうな超加速で廊下を駆け抜け、視界に迫ってくるＳＡＴ直ちよく中ちゆうに突っ込む。

　いきなり隊列中央に飛び込まれたＳＡＴの驚きよう愕がくはバイザー越しにも明らかだった。

　スラスター加速の勢いを殺さず軸足に回転力をかけ回し蹴げりを振り抜くと、盾たて持もちのポリカーボネイト防盾シールドにぶち当たりバイザーもろとも破砕。隊員の体は大きく宙を舞いながら後方に吹き飛ぶ。

　同士撃ちフレンドリーファイアを恐れて出遅れたポイントマン、ヘッドギアを脱ごうともがいていた二人は蓮太郎の左右の手から放たれた裏拳で顔面を強打。間を置かず別の標的を探す。あごの下に据えた掌しよう打だがバイザーを脳を揺らし、そちらの方も見ずに放たれた貫ぬき手てが喉のどを突く。

　ゼロコンマ秒の内に瞬殺されゆく仲間を見て、最後の一人はなにを思ったのか。

　刹せつ那なの判断で短機関銃を捨て、腰のバックアップ拳けん銃じゆうを抜こうとするが、その戦術判断は甘過ぎると言わざるをなかった。

　拳が届くほどの至近距離での戦せん闘とうでは拳銃などの出る幕ではなく、あとはもうただひたすらに鍛きたえ抜かれた拳法の出る幕なのだ。

　懐ふところに飛び込み組み討ちをかける。ホルスターの上に手を重ね拳銃をドロウ不可能に仕向けると、もう片方の手を掌打の形にして抗弾プレートの上に置く。

「天てん童どう式しき戦せん闘とう術じゆつ一の型十二番──」

　男の眼に無様なおびえが走るが、なにもかも遅い。

「──『閃せん空くう瀲れん灔えん』」

　ドスン、と音がしてフロア中の空気が振動。隊員の体が跳ねて白目を剥むく。密着状態から打ち込まれた剄けい力りよくは余さず衝撃力を伝える。どれほど分厚いプレートもこの技の前では意味を成さない。

　接近戦インフアイトでの絶対性。これこそは天童式戦闘術が成し得る千せん古こ不ふ易えきの真理である。

　沛はい然ぜんたるスプリンクラーの雨の中、蓮太郎は静かに『百ひゃく載さい無む窮きゅうの構え』を取りながら心を調ととのえると、遅れてＳＡＴ五人が同時に崩れ落ち、回し蹴りで吹き飛んだ最初の一人が地面に叩たたき付けられる。

　決着を確認。纏まとわりつく雨は生ぬるく、制服を重く湿らせる。

　頭髪、あご先、鼻先から滴したたり落ちる水滴を感じながら、蓮れん太た郎ろうはしばらくの間構えを取ったまま調ちよう息そく。

　ハッとして我に返ると、誤射された婦人の元まで行きかがみ込む。

「おい、アンタしっかりしろ」

　傷を検あらためると腹部に一発九ミリ弾をもらっており、弾は貫通せず体内に留まっている。

　婦人が虚うつろな瞳ひとみでこちらを見る。

「…………私、眠れなくて……睡眠薬………………飲」

　強い睡眠薬を飲んだ直後にたたき起こされると、ひどい不快感やふらつきに襲おそわれることになると聞く。彼女はなんらかの睡眠障害を強い薬で乗り切っており、警報のベルにも咄とつ嗟さに対応できず逃げ遅れる羽目になったのだろう。

　蓮太郎は近場の部屋からタオルを取ってきて傷口に強く当てて縛しばり止血するが、すぐにタオルは真っ赤になり、こうしている間にも雨に濡ぬれて体が冷え切っていく。とても応急処置で凌しのぎきれるものではない。このまま手をこまねいているわけにはいかなかった。

　蓮太郎は一つ頷うなずくと、倒れたＳＡＴの一人、誤射した張本人の元に立つ。

　短機関銃を遠くに蹴っ飛ばし、ナイフと拳けん銃じゆうはホルスターごともらっておく。

　完全に武装解除したのを確認したあと、かがみ込んで頬ほおを叩く。

　彼が呻うめき声を上げながら目を覚まして、虚ろな視線が蓮太郎に向けて焦点を結ぶ。さすがはプロフェッショナルというべきか、状況をすぐに把握すると叫び出すでもなく蓮太郎を睨ねめつける。

「逃げ場はどこにもないぞ。これ以上罪を重ねるな」

　蓮太郎は奪った拳銃を上げて照準すると、ことさらに冷たい声で威圧する。

「黙れ。お前等の撃った弾で怪我人が出た。至急、弾の摘てき出しゆつ手術が必要だ。彼女を担かついで下まで行けるか？　イエスなら黙って首を縦に振れ」

　男は一瞬気を呑のまれた表情をするが、すぐに重々しい表情で頷く。

　蓮太郎は油断なく拳銃を照準したまま、隊員に婦人を背負わせると、階段まで見送る。蓮太郎は婦人の手を握った。

「おいアンタ、必ず助かるから安心しろ」

　婦人は虚ろな瞳でこちらを見て、切れ切れな声を出す。

「あなた……逃亡した……殺人犯、だって………………どうして、私を……？」

「………………」

　ふいに婦人の手がこちらの顔に伸びる。

「あ……ア……ありが──」

「喋しやべんな。自分が助かることだけを考えろ」

　蓮れん太た郎ろうが拳けん銃じゆうで小突くと、男は途中何度か物問いたげにこちらを振り返りながら階段を下っていく。二十五階から地上階まで人間を負ぶっていくのはかなりの重労働だが、ＳＡＴの隊員ならやり遂とげるに違いない。

　彼らが見えなくなるまで見送りながら、蓮太郎は思案する。

　本部も連絡が途絶えたＳＡＴの様子に慌あわてふためいているだけで、大勢に影響がないとわかればすぐにでも再突入をかけてくる。そうなった時、再びこちらが勝ちを取れる保証はどこにもない。

　もしかしたら婦人以外にも逃げ遅れている宿泊客がいるかもしれない。いっそのこと、手近な扉をぶち破って震ふるえる宿泊客を引っ立てて人質に取れば、警察が先手を打つのを封じることができるのではないか。

「馬鹿な」

　蓮太郎は即座に首を振った。

　自分が脱走までしたのは、自分の冤えん罪ざいを晴らして真犯人を暴き立てるためだ。その途中で自衛以上の力を行使して新たな犯罪を重ねるのは本末転倒だ。

　蓮太郎は階上を見上げる。短い逃亡劇の終わりを肌で感じながらも、足あ掻がけるだけ足掻こうと決めていた。

　最上階のフロアには目もくれずさらに階段を駆け上がり『関係者以外立ち入り禁止』の立て札を越えて屋上の扉に飛びつく。

　ガチャガチャとノブを回すが扉はびくともしない。鍵が掛かっている。

　義手を駆動させ振りかぶった拳を、炸さく裂れつ音おんと共に振り抜くと、蝶ちよう番つがいがもげて快音を立てて扉が外側に吹っ飛んでいく。

　屋上に出ると、夜よ目めにも雲が高速で流れていくのが見える。空が近い。

　濡ぬれネズミになっている蓮太郎にとって、吹き上げるビル風のおかげで体感温度はかなり肌寒かった。

　ビルの縁ふちまで行くと、遙はるか眼下に灯るパトカーの回転灯がチカチカと明滅し、どこぞにいるヘリのプロペラ音は幸いにも遠い。

　正面にプラザホテルよりも背の高いビルを見つけて、蓮太郎は不思議なデジャヴを覚えた。そこではたと気付く。

『聖せい天てん子し狙そ撃げき事件』だ。事件の際、暗殺実行犯のティナ・スプラウトと外周区の廃はい墟きよ街がいで戦ったが、蓮太郎は彼女の足下に近づくため、義足のスラスター噴射を連発させてビルからビルに飛び移るという荒技をやってのけたことがある。

　あれがそのまま使えるのではないか。

　蓮太郎は眼下をもう一度見渡す。包囲されているのは当然ながらこのホテルだけで、隣となりのビルはフリー。ホテルからビルの距離は目算で二〇メートルほど。二つのビルの間に一本、幅広の川が横たわっている。

　ティナ戦では遙はるかに長距離を突っ切ったので、同じ要領でやれるのなら、事はより容易に進む。

　──やれるか？　俺？

　蓮れん太た郎ろうは自分の掌てのひらを顔の前にかざす。掌は細かく震ふるえていた。

　恐怖がないと言えば嘘うそになるが、一度は死地をくぐり抜けたという自負が、最後には蓮太郎の背中を押した。

　手すりから離れて反対側の手すりまで行くと助走のための距離を取る。

　脳内でイメージトレーニング。タイミングを間違えればたちまち落下して死亡することになる。たしかホテルは一四七メートルの超高層建築。仕し損そんじた場合、地面に叩たたき付けられるまで後悔する時間だけはたっぷり取られている。

　掌を握ったり開いたりして緊張を紛まぎらわそうとするが、すぐに掌は汗でびっしょりになる。

　息を吸い、吐く。

　眼前を睨にらみながら走り出す。最初はゆっくり、歩く速さで。徐々にスピードを上げ、足がもつれないように必死に疾走する。

　手すりが視界に迫ってくる。勢いをつけて手すりを踏ふみ越え、大きく跳ぶ。わずかな滑かつ空くうのあとヒュオンと風が全身を持ち上げる奇妙な浮遊感。

　同時に義足内部のカートリッジを撃げき発はつさせていた。炸さく裂れつ音おんと共に凄すさまじい加速感が全身を叩いていた。

　なんとか薄目を開けると、正面、まっすぐ空を駆け抜けていた。

　角度、スラスター噴射のタイミング共に最適。あとは失速しないよう断続的にカートリッジを撃発させていけば──

　突とつ如じよ、横腹を破滅的な衝しよう撃げきが貫いて視界が揺れた。

「──え？」

　成功する──数すう瞬しゆん前までそう思っていたからこそ、自分の腹から溢あふれだし空に咲いた血液の華がなにを意味するのかも咄とつ嗟さに理解できなかった。

　そこからは奇妙にスローモーションで世界が流れた。

　蓮太郎は容易に体勢を崩し、頭が下になる。その時見た。

　蓮太郎の腹に銃じゆう創そうが生まれていた。狙撃されたのだ。空中で、高速機動中に。

　ほぼ反射的に動作した義眼の距離計レンジフアインダーが、遙はるか二〇〇メートルの先のビル屋上、ライトアップされた巨大な広告看板の脇に人影を捉とらえる。

「そ……ん、な」

　体が重力方向に引っ張られていくのを感じながら、蓮れん太た郎ろうは無む窮きゆうの闇やみの中に吸い込まれていった。

[image: ]







　鼻び孔こうを熱い硝しよう煙えん臭しゆうが焼く。銃口からは白煙が上がっていた。

「チェックメイト」

　ビル屋上で膝撃ちニーリングの射撃体勢を取っていた悠ゆう河がは、ＤＳＲ狙撃銃の上部にマウントされた暗視スコープから顔を上げる。把手ボルト・ハンドルをターンしながら手前に引く。空から薬やつ莢きようが地面を跳ねる。

　悠河は立ち上がると、しばらくの間、蓮太郎が落下していった先を眺めていた。携帯電話を取り出して操作する。

「ダークストーカーからネストへ。任務完了。目標沈黙しました。次の指示を待ちます」

『確実に消したか？』

「川に落ちたので不明ですが、この高さから川に落ちてもコンクリートの路面に叩き付けられるのとそう変わりません。全身の骨がバラバラになっているでしょう。関係者にはお悔やみを」
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「そんな……ッ」

　驚きよう愕がくの余り玉座から立ち上がった聖せい天てん子しは、両手で口元を押さえた。

　五分刈りの警けい視し総そう監かんは後ろ手に組んだまま、さも残念そうに首を振る。

「激しい抵抗に遭あってやむなく射殺したそうです。致し方なかったのです」







　同刻、天てん童どう民間警備会社。

「嘘うそよ、嘘……」

　あとじさった木き更さらは、ほどなくして後退を机に阻はばまれる。

　下か肢しから力が抜けてくずおれるのを、櫃ひつ間まの腕が咄とつ嗟さに抱き留める。

「申し訳もない天童さん。私も里さと見みくんをなるべく傷つけないように何度も言ったのですが、どうにも指令の行き違いがあったらしい」

　木更はブルブルと震ふるえながら櫃間に抱きついてくる。

「どうしよう……。私…………どうしよう。延えん珠じゆちゃんもティナちゃんも里見くんもみんないなくなっちゃった」

　気き丈じような女が小さくなって震えている様は、そそるものがある。

　櫃間は黒艶の長い髪に隠れた可愛かわいらしい小耳を露ろ出しゆつさせると息を吹きかける。木更の体がピクンと跳ねた。

　櫃間は甘い声でささやく。

「これで君はひとりぼっちだね。私が君の淋さびしさを埋めてあげる──結婚しよう、木更」

　互いの肩にあごを載のせている状態だったので彼女の表情がうかがえなかったが、しばらくして、震えながら一回だけ頷うなずく振動が伝わる。

　──これでこの女も私のものだ。

　快かい哉さいを叫びそうになる心を抑えて、視線をスライドさせていく。

　カラスの濡ぬれ羽ば色いろの髪。病的なほどに白い肌に細い首。鎖さ骨こつは感情が高ぶっているせいで薄くピンク色に上気している。黒いセーラー服の布地越しに大きく押し上げる果実はたわわに実り、したたるばかりの甘さに身を重くしている。芸術品のような体だ。

　どれ、少し味見をしておこうかと木更の乳房に手を伸ばしたところで、懐ふところの携帯電話が鳴った。

　危うく舌打ちを漏らしそうになりながら、木更に断って事務所の外に出て電話に出る。

『こちらネスト。ダークストーカーが至急里見蓮れん太た郎ろうの件で話があると言っています』







　時刻は午前の一時になっていた。

　蓮れん太た郎ろうが落下した川かわ縁ぶちには大勢の警官が詰めかけており、そんな中に巳み継つぎ悠ゆう河がの姿もあった。

　悠河は両手をポケットに突っ込みながら黒い水面をまんじりともせず眺めていた。

　脳裏で『こんなものなのか？』と自問する。

　里さと見み蓮太郎──彼の様々な遍へん歴れきに思いを致す。東京エリアの救世主。全世界がいまもっとも熱い視線を送る民みん警けいペア。序列百三十四位、蛭ひる子こ影かげ胤たねペア撃げき破は。ゾディアック・スコーピオン撃破。序列九十八位、ティナ・スプラウト撃破。不死のガストレア・アルデバラン撃破。

　この状況、並の民警ならば一〇〇％死亡しているものと判断する。だが……。

　その時、すっと眼鏡の美び丈じよう夫ふの姿が横手に並ぶ。

「なんの用だ」

「櫃ひつ間まさん、いますぐ潜水夫ダイバーを出してくれませんか？」

　黒い水面を見ながらそう言うと、質問の意図を判はんじかねたのか、櫃間がいぶかしげな表情をする。

「夜が明けない内に潜もぐらせても仕方がない」

「気休めくらいにはなります。それに夜が明けてからじゃ遅いですよ」

　櫃間が眉をひそめる。

「まさか里見蓮太郎が生きているとでも？　お前が倒したと言ったんだぞ」

「常識じゃ計り知れない相手だから万が一にも備えようと言っているんですよ」

「随ずい分ぶん高く買っているんだな」

「櫃間さんは彼と手合わせしたことがないからわからないんですよ。僕の要求スペックは『里見蓮太郎を封殺可能なレベル』だったはずです。事前の計算では、里見くんが僕に一発入れることができる確率は〇．〇二％でした。ですが防御越しとは言えまず先制で一発蹴けりをもらって、さらに義眼同士の戦せん闘とうでも三発ほど演算が追いつかず拳がかすめています。最後に至っては回かい避ひすらままならず破片を受けましたよ。明らかに里見くんは僕の動きに慣れてきていました」

「………………」

「ちぎれ飛んだ腕なり頭部なりが目に見える形で見つかった方が櫃間さんも枕を高くして眠れるんじゃないですか？」

「貴様、私を脅おどしているのか？」

　悠河は肩をすくめる。降参を示すため手を上げる。

「とんでもない。僕がしているのは提案ですよ。とにかくダイバーの手配、よろしくお願いします。彼の死体が見つからない限り、彼が生きているものとして動いた方が賢明だと思います」
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　水滴が、水たまりを跳ねる音がピチョンピチョンと規則的に聞こえる。遠くでセミの鳴き声。

　鉄臭いサビのにおいがした。肌に触れる空気はじっとりと蒸し暑く、自分はどこかに座らされているのか、背中と尻のあたりに固い感触がある。

　どれくらい寝ていたのか。そろそろ起きないと。自分には大事なことがあったのだ。なにか大事な……。

　身じろぎしようとして、自分の両腕がほとんど自由にならないことに気付く。腕を動かそうとすると、ジャラジャラと金属質の音がするばかりだ。両腕が痛い。

　どこかに拘こう束そくされているのだろうか。

　──ここは、どこだ。

　ようやく、根本の疑問に立ち返る。

　目ま蓋ぶたが鉄でできたように重くなっていた。それでも難なん儀ぎしながら何度か目をしばたたかせると、うっすらと暗がりの中から周囲の情景が明らかになる。

　最初に見えたのは水色のタイル地だった。自分が座り込んでいるのもタイルらしい。

　両手の自由が利かない。腕が空中に吊つり上げられていた。

　首をわずかに振って腕を見ると、両手首には手錠が嵌はまっていて、赤さびの浮いた配管に連結されている。蓮れん太た郎ろうが背を預けているのは浴よく槽そうらしかった。

　自分は手錠を嵌められて浴槽脇の配管に縛り付けられている。広さは三さん畳じようほどなので、足をいっぱいに伸ばすことさえできない。どこかの家庭の風呂場なのではないか。

　ようやく、自分の置かれている状況が飲み込めてきたが、依然としてそこから先は不明だった。

　誰だれが、なんのために自分を拘束しているのか。

　依然として頭の中は靄もやが掛かっていた。だが二つほど、理解できることがある。

　まず、自分は生きているということ。次におそらく自分は警察に捕まったのではない。警察に捕まったとしたら病院のベッドかなにかで目を覚ますはずだ。

　腹のあたりを見ると、はだけたシャツの下は何重にも包帯が巻かれていた。簡易的ながら治ち療りようされている。

　風呂場は暗く、スライドドアで仕切られており、曇くもりガラスの向こうは明るいが、うっすらとしか見えない。

　無理矢理身じろぎすると、脇わき腹ばらから全身に凄すさまじい痛みが駆け巡った。

「誰か、いないのか……」

　切れ切れに何度も呼ぶ。と、どたどたと振動が地面を伝ってきて正面の風呂場の曇りガラスに影が差し、サッシがスライドされる。

「起きたのね」

　まず最初に眼に入ったのは、しなやかというには細すぎる足だった。

　視線をあげていくと手も足も折れそうなほど細かった。デニムショートパンツ、ピンクのタンクトップの上にはアメリカンアパレルのジャケット。きつそうな瞳ひとみには栗くり色いろのボブカットが踊っている。細められた眼の奥には静かな怒りが燻くすぶっている。氷のような少女である。

「私が誰だれだかわかる？」

　蓮れん太た郎ろうは、ゆっくりと首しゆ肯こうした。ガンガンする頭を必死に回転させて記憶に検けん索さくをかける。たしか、名前は──

「紅こう露ろ火垂ほたる……だったか。水すい原ばらのイニシエーターだな」

　火垂は静かに首肯する。

「なぜ自分がここに拘こう束そくされているのかは？」

　蓮太郎は今一度、狭苦しい風呂場を一通り眺め渡した。

「なんとなく」

　記憶が確かなのは、狙そ撃げきで撃墜されて水面に叩たたき付けられるところまでだった。

　まだ土ど左ざ衛え門もんになっていないということは、つまりは自分は、どこかの段階で川から引き上げられたのだろう。

　そして多分、自分を救った彼女の意図は……。

　途端に死よりも暗い銃口が視界いっぱいに広がる。目の前に自動拳けん銃じゆうが据えられたのだ。

「なにか言いたいことは？」

「お前がワゴン車をひっくり返した犯人だな」

「そうよ」

　少女は凍った眼差しで臆おく面めんもなく答える。

「どうしてあんなことをした？」

「鬼き八はちさんの仇かたきを討うつ以外に理由がいるの？」

「今は、落ち着いて見えるな」

「あなた、自分がどれくらいの間寝ていたかわかる？　三日よ。三日も経たてば冷静になるわ」

「どうしてすぐに殺さなかった」

「あなたから懺ざん悔げの言葉を聞きたかったの」

　眉一つ動かさない火垂を、蓮太郎は睨にらみ上げる。

「俺は、水原を殺してねぇよ」

「ふざけないで」

　言葉こそ静かだが、火垂の黒こく瞳どうが鮮せん紅こう色しよくを帯びる。銃の撃鉄ハンマーが起こされ、銃把グリツプを握る手はミシミシと軋きしみを上げていた。

　静かな憎悪が、彼女の矮わい躯くを包んでいた。

「そんなに命が惜しいの？」

「本当だ。本当に俺は水すい原ばらを殺してなんか──」

　下あごが砕けんばかりの強烈な一いち撃げきを受けて、気付けば天井のタイルを仰いでいた。噛かみしめた奥歯が砕ける感触。口の中に広がる鉄臭い血の味。火垂ほたるのつま先で蹴けり上げられたと気付くまで時間が掛かった。

「グッ、ガハッ」

　火垂を睨にらんだまま砕けた奥歯を吐き出すと、よだれの混じった血が錘おもりのように長い糸を引いて落ちる。

　その様子を、火垂は処刑人の瞳ひとみで見下ろしていた。

「よく聞こえなかったわ」

「だから言ってんだろ。俺は殺して──」

　今度は脇わき腹ばらの傷を蹴り飛ばされる。

「ぐあッ…………グッ」

　傷口をそのまま足で踏ふみにじられ、脳が焼き切れるほどの痛みが駆け巡る。

　火垂は拳けん銃じゆうをもう一度、蓮れん太た郎ろうの頭部に照準。

「もういい。他人をいたぶる趣しゆ味みはないから次で最後よ。正直に罪を認めて懺ざん悔げするならあなたは殺さずに警察に引き渡すわ。でも嘘うそをついたら眉み間けんに穴が空いた状態で転がることになるわ。よく考えて決めて──生きるべきか、死ぬべきか」

　蓮太郎は火垂を睨み上げたまま黙って頷うなずく。

「じゃあ聞くわよ。あなたは鬼き八はちさんを殺してわずかでも自責の念を覚えている？　鬼八さんはあなたのことを親友だと言っていたわ。その鬼八さんを卑ひ劣れつな罠わなに掛けて殺して、少しでも申し訳ないと思っている？　答えて」

　ひどい魔女裁判だ。結局彼女は本人から自白を得たいだけで、蓮太郎が無実だなんて微み塵じんも思っていない。

　だがそれゆえ彼女の言葉には一切の虚きよ飾しよくはない。蓮太郎が無実を叫べば確実に引き金を引くだろう。

　命を繋つなぐためにひとまず罪を認めてしまえと理性の声が叫ぶ。こいつも警察と同じだ。こんな連中を謀たばかることになんの躊ちゆう躇ちよがあろうか。

　蓮太郎は逡しゆん巡じゆんを終えると、決意を込めてまっすぐ火垂の瞳を見る。一言ずつ言葉を切って言った。

「信じてくれ。俺はやってない。本当だ」

　銃声が浴室内にとどろき、蓮太郎の足がびくりと跳ねる。キン、と音がして空から薬やつ莢きようが数回タイルを跳ねて、静寂が訪れる。

　熱せられた銃口から白煙が立ち上っていた。

　ゆるゆると首を真横に傾かたむけると、蓮れん太た郎ろうの目と鼻の先の浴よく槽そうに弾丸がめり込んでいた。

　火垂ほたるはこちらに背を向けると、携帯電話をポケットから取り出してダイヤルする。

　しばらくして「あ、もしもし警察ですか？」と言って一瞬だけこちらを振り返り、そのまま天井を仰いで続ける。

「指名手配犯の里さと見み蓮太郎を偶然見かけたので市民の義務として捕まえました。……はい、いえ、イタズラではありません。本当です」

　素早く住所と名前を告げると、火垂は通話を終えてこちらを見る。

「疑ってたけど、来るわよ。ここは最寄りの警察署から遠くないから五分もかからないって」

　火垂はかがみ込むと、拘こう束そくされた蓮太郎に視線の高さを合わせる。

「あなたの言い分、聞いてあげるわ。ただし警察がくるまでの間ね。来たら問答無用で引き渡すわ」

「どうして、殺さなかった？」

「殺す価値もなくなったわ。精せい々ぜい裁判で晒さらし者になって死んでちょうだい」

「お前、警察からはなんて聞いてるんだ」

「あなたが鬼き八はちさんを呼び出して金目当てに殺したって」

　失笑気味に笑おうとして、咳せき込んで失敗する。蓮太郎は血の絡からんだ痰たんを吐くと火垂を見据える。

「俺は水すい原ばらに金をせびられて口封じに殺したことになってる」

「……嘘うそよ。鬼八さんが恐きよう喝かつなんかするはずないわ」

「勿もち論ろん俺は水原に脅おどされてもいないし、脅してもいない。どうだ？　俺とお前に関してだけでもこんなに話が食い違ってる。多分警察の中にも敵がいる。この事件、なにかおかしいとは思わないか？　お前は違和感を感じなかったのか？」

「…………残り四分よ」

「俺はお前に謝らなければならないことがある。だけどそれは、水原を守れなかった事に対してだ。水原は俺の元に来たとき随ずい分ぶんナーバスになってたよ。話を聞いてアイツの負担を半分引き受けることだってできたのにな。その時じ機きを見誤ったことに関しては、本当にすまないと思ってる」

　火垂は目を伏せたまま、苦く悶もんに眉をゆがませる。

「やめて」

「なあ、裁判だって両方の言い分を聞いて、その上で裁判員なり判事が審判を下すだろ？　お前はもう警察の言い分を聞いたはずだ。今度は俺の話もキチンと聞いてくれ。ただしそれは五分やそこらで終わるものじゃない。チャンスがほしい」

「チャンス？」

　火垂が心なしか前のめりになっている。蓮れん太た郎ろうは慎重に言葉を紡つむぐ。

「俺を嵌はめた連中がいる。そいつは俺に罪をなすりつけたばかりか、天てん童どう民間警備会社もターゲットに入っていた。俺も人ごとじゃない。俺を嵌めた奴等を捕まえたい。協力してくれないか？」

「逃げる気でしょ」

「そう思うなら、いますぐにでも引き渡せばいい。でももし、俺の言葉に少しでも聞くべきものを感じたなら、警察に引き渡すのを待って欲しい。お前だって真実があるなら知りたいはずだ。俺は依頼を受けた。水すい原ばらはとある秘密を持っていて、それを俺を経由して聖せい天てん子し様に告発したいと言っていた矢先に誰だれかに殺された。この事件、なにか裏があるんだ」

「………………残り二分」

「もしそんな人物なんていなかったら、俺を殺せばいい。火であぶって八つ裂きにして死体を晒さらし者にしても構わない」

「本気……なの？」

　蓮太郎は火垂ほたるの目を見返しながら、強く頷うなずいた。

「水原が信じた俺を信じてくれ。お願いだ」

　しばらくの間、無言でお互いの瞳ひとみを見つめ合う。息詰まる沈黙。蛇口から水滴がしたたり足下のタイルに一滴落下するピチョン、という音が聞こえる。

　火垂がなにか口にしかけたとき、無む慈じ悲ひにもチャイムが鳴らされた。警察だ。

　蓮太郎は目をつぶって体の震ふるえを必死に押し殺した。タイムアップか。

　火垂は感情を凍らせた瞳で立ち上がるとその足で風呂場から出て行く。

　曇くもりガラスが締め切られていなかったせいで蓮太郎は浴室から一部始終を目もく撃げきする羽目になった。

　どうやら浴室と玄関口は間取り的に非常に近接しているらしく、火垂は浴室を出てすぐのところにあるドアのチェーンを外して外の人間を迎え入れる。

　こちらからは火垂は見えるが、玄関口の外にいる警察官の姿までは見えない。

「君が通報してくれた人？」

　声を聞いて、ゾワリと背筋に悪お寒かんが走った。

「はい」

「で、えーと、早速なんだけど、里さと見み蓮太郎を拘束してるって本当なの？」

　いぶかしげな声で別の警官らしき声が尋ねる。どうやらふたり組らしい。

『入ってください。そっちの風呂場に繋つないであります』──一瞬後に放たれる言葉を予期して蓮太郎はぎゅっと目蓋を閉じる。

　万事休す。

「すみません、アレ、イタズラ電話です。まさか本当に警察の方が来るなんて思わなくて」

　火垂ほたるが殊しゆ勝しような様子で深く頭を下げるのを見て、危うく「え？」と声を上げかけた。

　ふたり組らしい警察官は特段怒った様子も見せず、優しい声で続ける。

「まあ、なんとなくわかっていたよ。──里さと見み蓮れん太た郎ろうはニュースじゃ死んだんじゃないかって噂うわさされてるからね。だからって、大人をからかっちゃいけないのはわかるよね？」

　なおも重ねて謝る火垂に、所詮子供のイタズラと寛かん容ような姿勢で臨んだ警官ふたり組は、何回か問答を重ねた後、辞去する。

　火垂は申し訳なさそうな顔を引っ込めると元の通りの無表情になり、すたすたこちらに戻ってくる。ポケットから鍵を取り出し片かた膝ひざをついて、蓮太郎が拘こう束そくされている手錠の鍵穴に差し込んでひねくり回す。

「どうして……？」

　手錠のこすれる金属音の中、感に打たれながら呟つぶやく蓮太郎に火垂はこちらを見もせず言い放つ。

「犯人じゃないのよね？」

　蓮太郎は言葉に詰まった。

　勿もち論ろんその通りだ。だがいままで何度声こわ高だかに叫んで、そのたびに誰だれが耳を傾かたむけてくれたか。

　不意に熱い涙が誘われるが、それを自由になる肘ひじでなんとか拭ぬぐう。

　ほどなくして金属音がして手錠が地面に落ちる。

　蓮太郎は手首に異常がないことを確認して立ち上がろうとするが、膝が笑って上手く立てない。

　火垂は無言で肩を貸す姿勢を取ったので、意地を張らずに彼女の首の後ろに腕を回す。

　浴室から一歩外に出ると、セミの鳴き声が一オクターブ高く耳を打つ。

　曇くもりガラスの向こうは１Ｋの間取りになっており、手狭で雑多だった。

　風呂場に監禁されていたのでわからなかったが、どうやら外は真っ昼間らしく、日当たりの悪い暗めの室内と外のコントラストがなぜだか奇妙に我が里見家と二重写しになる。

　よく見ると散乱した新聞や雑誌はすべて蓮太郎が水すい原ばらを殺した事件に関するものだった。

『堕おちた英雄』だの『里見蓮太郎、逮捕さる』だのセンセーショナルなタイトルをつけるのに各々必死な様子だ。

『第三次関東会戦』直後は箸はしの上げ下げまで記事にされかねないほどだったが、まさか一ヶ月も経たたないうちにこんな形で話題を提供することになるとは。

　妙な音鳴りがする古ぼけたエアコンの稼か働どう音おんを聞きながら、軋きしみを上げるパイプベッドに寝かされる。ごわごわと固い毛布の感触。

　仰いだ天井の至る所に雨漏りの跡があり、壁面の壁紙が剥はがれていて、全体にくすんだ色をしている。

　そこでふと疑問に思う。どう見てもこのアパートとおぼしき建物は一人暮らし用で、ベッドもシングルサイズが一つきりだ。水すい原ばらは彼女と一緒に生活していたわけではなかったのか。

　疑問を脇に置いて、蓮れん太た郎ろうはベッドに横になったまま、シャツをめくって包帯を取り去り脇腹を検あらためる。

　思わず呻うめき声をあげるほど凄せい惨さんな傷跡が現れた。血は止まっているが、傷口が焼け焦げている。

「お前、どうやって血を止めたんだ？」

「傷口に熱したフライパンを押しつけたの」

「なんの匂いかと思ったら、焼き肉かよ」

　火垂ほたるがわずかに瞳ひとみを丸くしたあと、小さく溜ため息をつく。

「よく軽口なんか叩たたく元気があるわね。幸か不幸か弾は抜けてるわ」

「俺にとっては幸福だよ」

「私にとっては不幸よ」

　ツンとあごをあげた素っ気のない態度でそう放言されるが、火垂は瞳を細めて横目でこちらを見る。

「あなたの体って面白いことになってるのね」

　彼女の視線の先を追うと、蓮太郎の右手右足の義ぎ肢しに行き当たる。ホテルでの包囲戦の際に解放したまま、人工皮膚が破れて露あらわになった黒い手足だ。

「なに、それ？」

「水原から聞いてないのか？　『新人類創造計画』の個人兵装だよ」

　今度はさっきより気持ち大きめに瞳が見開かれる。

「……ずっと都市伝説だと思ってたわ」

　蓮太郎はその反応に不可解なものを覚える。

「じゃあお前、『新世界創造計画』も『ブラックスワン・プロジェクト』もなにも知らないのか？」

　火垂は小首をかしげる動作をする。

　そうか。水原は彼女が巻き込まれるのを恐れて危険な知識から遠ざけていたのだ。

　彼女が水原同様暗殺されていないのが、そのなによりの証拠ではないか。

　彼女が水原と同じだけの知識を保有していれば、彼女も抹まつ殺さつリストの候補者に入っているはずだし、彼女だけが生き残っている道理もない。

　水原を暗殺した連中は、彼女は放置しても害はないと踏ふんだのだ。

　その時、救急箱が投げ渡される。何回かお世話になっている細胞活性フイブリン剤と呼ばれる生体ノリが封入されていた。

　傷の治ち癒ゆ力りよくを高める民みん警けい御ご用よう達たしの一品。延えん珠じゆの好きなＲＰＧゲームの魔法や回復アイテムほどではないが、自然治癒とは比較にならないほど傷の再生が捗はかどる。キリキリと痛む腹に片目をつぶりながら、生体ノリのパッドを傷口に当てて包帯を替えていく。

　窮きゆう地ちを切り抜けたかと思うと、現金なことに胃が空腹を訴えてきた。

　火垂ほたるに無む心しんして、胃がびっくりしないようにまず重おも湯ゆをすすり、次にお粥かゆをかきこむ。

　三日も食べていないわりには胃腸はそこまで弱っておらず、なんとか食パンとスープも吐き戻さずに食べられる。パンは軽く表面を焼いただけでジャム類すらつけずに食べたが、一口噛かむごとに小麦の味が口の中に広がり、なぜだか涙が出そうになる。気付けば夢中で平らげていた。

　留りゆう置ち場じようの食事が不ま味ずかったわけではないが、長い間、血の通った食事をとっていなかった気がする。

　腹がふくれると満ち足りた気分になってベッドに横たわる。

　固くてごわごわした毛布と音鳴りのひどいパイプベッドが天上の寝具かと思うほど心地よく感じられ、思わず眠りに落ちそうになるが、まだ寝てしまうわけにはいかなかった。

　状況は何一つ好転したわけではないのだ。

　先日『勾まが田たプラザホテル』で大立ち回りを演じたのが遙はるか昔に感じられるが、あそこで舐なめさせられた苦く杯はいと辛しん酸さんの数々は思い出すだに業ごう腹はらだ。

　より深刻なのは、ＩＩＳＯに身柄を確保されてしまった延えん珠じゆと身柄を拘こう束そくされているティナのことだ。

　ホテルでコードネーム・ダークストーカーと名乗った少年・巳み継つぎ悠ゆう河がは、延珠の相棒が『相棒バデイ殺し』になり、ティナは処刑されると明言していた。

　この三日でどれほど事態が進しん捗ちよくしているのか気になるところであった。

「まだ、あなたのことを信じたわけじゃないのよ。さあ、いい加減、私にも状況がどうなっているのか教えて」

　ベッドの縁へりに腰掛けて横目でこちらを見下ろしている火垂がつまらなそうに言う。

「そうだな、どこから話せば良いかな……」

　蓮れん太た郎ろうは天井を仰ぎながら、自分がどう水すい原ばらから依頼を受け、なぜ逮捕されホテルを脱出するに至ったのかを語った。すべてを聞き終わる頃には、火垂はあごに手を当てて真剣な顔をして考え込んでしまった。

「つまり、鬼き八はちさんは『新世界創造計画』や『ブラックスワン・プロジェクト』という計画の詳細を知ってしまって、その背後の組織に消された、と」

「信じるか？」

「作り話にしては込み入っているわ。それに、鬼八さんが私に隠し事をしていることなら私も気付いてた。まさかこんな大事になっているとは夢にも思わなかったけど……」

　警察に荒こう唐とう無む稽けいと一いつ蹴しゆうされた意見をすんなり信じてくれて嬉うれしい反面拍子抜けしてしまったが、火垂は敵てき愾がい心しんの抜けきらない反抗的な瞳ひとみでこちらを見る。

「これからあなたはどうするつもりなの？」

「お前はどうしたい？」

「櫃ひつ間まっていう人も犯人の一味なのよね」

「多分な」

　ホテルで悠ゆう河がはこう言っていた。

『里さと見みくん、我々は君という生いけ贄にえを欲している。ティナ・スプラウトは処刑される。天てん童どう木き更さらは飼い慣らして天童一族にけしかける。藍あい原はら延えん珠じゆが次に組むプロモーターも実はもう決まっています。〝相棒バデイ殺し〟。君が想像する以上に最悪のプロモーターですよ、君の有罪判決も揃そろえば完璧なんですよ』

　木更を飼い慣らして天童一族にけしかける──問題はこの部分だった。木更はまんまと相手に利用されるほど頭の悪い人間ではない。が、木更がある程度心を許していて、なおかつマインドコントロール能力に長けている人間ならばあるいは、とも思う。最近木更に接触してきてそれができそうな人間となると、自然と候補は絞られていった。

　櫃間が敵組織の構成員だとすれば、木更にしか教えていなかった情報を聞き出して蓮れん太た郎ろうを待ち伏せすることも可能だろう。

　櫃間が警察から降りてきた指令を割り込みインタラプトして悠河を配置して、万が一の時のために警官隊をホテルの周辺に配置した。一応事の成り行きに説明がつけられる。

　木更がすんなり蓮太郎の居場所を教えるとも思えなかったが、すると木更はもう櫃間の手に……。

　蓮太郎は硬く眼をつぶり、血が滲にじむほど拳を硬く握る。

　──俺は、アンタになら木更さんを任せられると思っていたよ櫃間さん。木更さんはアンタを信用していた。

　食いしばった歯が軋きしみを上げる。

　──その木更さんを利用したな。許せねぇ。

　考え込んでいた火垂ほたるが顔を上げる。

「私、その櫃間って男と、実行犯かもしれないダークストーカーを殺すわ」

「駄目だ」

　火垂はあからさまに不満そうな顔をする。

「理由を聞かせてもらえるかしら？」

「それじゃ解決にならない。首尾よくいったとして、お前は車をひっくり返して怪我人をだし、二件の殺人を犯した重罪人になるぞ」

「不当な手段を用いてきたのは敵の方が先よ。どうしてこちらが不当な力を使うことをためらう必要があるの？」

　蓮太郎は彼女が誰だれかに似ていると思っていたがようやくその正体がわかった。

『里さと見みくん、私気付いちゃったの。里見くんは〝蛭ひる子こ影かげ胤たねテロ事件〟の黒幕の天てん童どう菊きく之の丞じようを裁くことは出来なかった。〝聖せい天てん子し狙そ撃げき事件〟の真の黒幕、斉さい武たけ宗そう玄げんを裁くことは出来なかった。でも私は〝第三次関東会戦〟の事件責任者の天童和かず光みつを裁くことが出来た。どうしてだかわかる？』

『わからない？　正義じゃ駄目なのよ。悪に対抗できるのは正義じゃない、悪を上回る〝絶対悪〟なの。私にはその力がある』

「間違ってる、それは間違ってんよ。不当な力を行使されたら正当なやり方でやり返さなきゃ駄目だ。それに、お前が犯罪者に堕おちるようなことになったら俺は水すい原ばらに顔向けできねぇ」

「綺き麗れい事ごとは結構。じゃあどうするっていうの？」

「『ブラックスワン・プロジェクト』とやらがなんなのか暴き出して証拠を掴つかんで逮捕する。そうすれば櫃ひつ間またちだけじゃなくて、その他の構成員も根こそぎ検挙できる」

　それに、首尾良く殺人実行犯を逮捕できれば自身の身の潔けつ白ぱくも証明される。

　だが勿もち論ろん、そうやすやすとは行くまい。『ブラックスワン・プロジェクト』について告発しようとしていた水原は暗殺され、蓮れん太た郎ろうはおろか、ティナ、延えん珠じゆ、木き更さらを含む天童民間警備会社全体にまで累るいが及んでいる。

　敵がどこまでこちらの動向を把は握あくしているのかは不明だが、川をさらって蓮太郎の死体が上がらなければ、早そう晩ばん追つい撃げきが始まると見て間違いない。

　その時蓮太郎を追うのは櫃間に操られた警察組織だけではない。『新人類創造計画』をアップデートした恐るべき『新世界創造計画』の機械化兵士も一緒なのだ。

　正直、命がいくつあっても足りない。

　四し面めん楚そ歌か、孤こ立りつ無む援えん。状況は最悪に限りなく近い。

　できれば、水原の忘れ形見とも言うべき火垂ほたるにはこんな危ない橋を渡らせたくはなかった。

「誤解しないで欲しいんだけど……」

　火垂は無表情のまま栗くり色いろのボブカットの下の氷の瞳ひとみをわずかに動かす。

「私は鬼き八はちさんの仇かたきは必ず討うつわ。あなたはエサよ」

「エサ？」

「そう、あなたが生きていることがわかって、あなたの血に敵が群らがってくるならむしろ好都合よ。私はあなたを仕留めに来た敵を仕留めるだけ」

　ジャケットの裾が跳ね上がり腰に後ろに両手を回したかと思うや、次の瞬しゆん間かん彼女の手には漆しつ黒こくの銃が二に挺ちよう握られていた。

「これで鬼八さんの弔とむらい合戦ができるわ」

　思わず感嘆の吐息を漏らす。引き金こそ引いていないが、瞬まばたきすれば見逃すほどの抜き撃ちフアストドロウだ。

　初見から銃の扱いに習熟しているのはなんとなくわかっていたが、これが彼女の戦せん闘とうスタイルなのだろう。

　彼女の銃はゴールドカップ・ナショナルマッチと呼ばれる、コルト社製のガバメント拳けん銃じゆうのカスタムラインの一つだ。二に挺ちよう拳銃に向いた銃とは言えなかったが、少女の小さな手でも握りやすいことと、マニアから絶賛される美しさを持つことで有名なモデルである。尻のあたりに背面交差した二挺拳銃用のホルスターがセットされている。

　火垂ほたるが銃を構えた姿勢のまま、凍った双そう眸ぼうをこちらに向けてくる。

「だからビジネスライクに行きましょ。私はあなたを利用する。あなたは私を利用する。七面倒くさいことはナシ。私はあなたが殺されようが構わず戦うし、その逆になったら私を捨てていくといいわ」

「協力は？」

「ないわ」

　蓮れん太た郎ろうはムッとする。警察から守ってくれた時の一いつ瞬しゆんの心の触れ合いは幻だったのかと思うほどすげない反応だった。

「……お前がなんのために戦おうが勝手だが、ダークストーカーとか名乗る奴やつが来たら俺に任せろ。詰つめ襟えりの学生服を着ててスカした感じのする奴だ」

「強いの？」

「クソ強ぇ。お前じゃ手に余るぞ」

「見くびらないで欲しいわね」

　いきなり蓮太郎の方に黒い塊かたまりが投げ渡される。危ういところでキャッチすると、それはナイロン製のヒップホルスターが二つ。拳銃が入っているものとナイフが入っているもの。

　プラザホテル包囲戦で蓮太郎がＳＡＴ隊員から奪うばったものだ。

　ナイフはガーバー社のサバイバルナイフ。拳銃の方は──。

「──ベレッタか……」

　隊員の個人カスタムなのか、生産中止されて久しい強化遊底ブリガデイアスライド仕様になっている。木き更さらの愛銃も90ｔｗｏというベレッタのカスタムラインだったはずだ。ベレッタ社は製品プロダクトの美しさにも強いこだわりを持っていて、高貴な木更にはよく映えたが、果たして自分が持って似合うものか。

「それ、あなたの銃じゃないの？」

「途中でぶんどったやつだよ。俺のＸＤは警察の証拠品保管庫の中だ」

「ＸＤなんて安銃よ。ベレッタの方がよく当たるわ」

「照準サイトシステムにクセがありすぎないか？　それに俺はあの銃に体が慣れちまったんだよ」

「安い男ね」

「言うと思ったよクソッ」

　ふと、まだ一つ、大事なことを尋たずねていないことに気付く。

「そういやお前、なんのガストレア因子の混じったイニシエーターなんだ？」

　火垂ほたるはむっつりと沈黙しながら、チラリとこちらを見る。

「あなたに教える義務はないわ」

　とことんムカツクガキだな。

　蓮れん太た郎ろうが憤然とホルスターのきつさを確かめていると「まだ話は終わってないわ」という声が降ってくる。

「なんだお前、まだあんのかよ」

　辟へき易えきしながら言うと、蓮太郎の鼻先にビシッと火垂の人差し指が据えられる。

「その『お前』って呼ぶのやめて。私には火垂っていう名前があるわ」

「……わかったよ、火垂」

「あなたはなんて呼べば良いの？」

「蓮太郎でいい」

「そう、じゃあよろしくね蓮太郎」

　こうして、真相の解明を誓って一つの同盟ができた。

　お世辞にも一枚岩とは言えないが、蓮太郎にとって、この広い東京エリアでただ一人の味方だ。おそらくそれは、彼女にとっても。

「これからどうするつもりなの？」

　蓮太郎は部屋の中を見渡しながら言う。

「まずはここだ。水すい原ばらの部屋に証拠になるものが残ってないか探そうと思ってたから手間が省けて好都合だよ」

「ここ、鬼き八はちさんの部屋じゃないわよ」

「は？」

「だからここ、鬼八さんの部屋じゃないわよ」

「じゃあここはどこなんだ？」

　火垂はやれやれとばかりに首を振った。

「蓮太郎、あなたまだ気付かないの？　私はプロモーターがいなくなったのにＩＩＳＯに身柄が引き取られていないじゃない」

「あッ」

　さきほどから喉のどの奥に引っかかっていた漠ばく然ぜんとした違和感の正体がここにきてはっきりとした。延えん珠じゆは、蓮太郎のライセンス失効と同時にＩＩＳＯの職員に身柄を押さえられた。

　当然水原が死亡したとなれば、ペア不在ということで火垂の身柄もＩＩＳＯが押さえに乗り出すはずだ。

「ど、どうしてなんだ？」

　勢い込んで聞くと、火垂は無表情に外を指差した。

「外に出ましょ。その方が良くわかるはずだわ」







　外に出た瞬しゆん間かん、眼を射る強烈な日差しが出迎えた。エアコンが吸収していてくれた暑気に当てられ一気に汗が噴き出す。

　一歩踏ふむごとに危なっかしく鳴る鉄板とさびの浮いた鉄骨の階段を降りながら建物から距離を取ると、あたりを眺め渡す。

　家は傾かたむいており、トタン屋根と板張りの壁という簡素なアパート。周囲の家々も似たり寄ったりだ。ゴミ回収車すら来ない地域なのか、廃材や廃品が回収された様子もなく地面にぶちまけられているので足下はプラスチックゴミで色とりどりになっている。

　腐敗したゴミのにおいで鼻が曲がりそうだ。

　ふと、視線を感じて振り返ると、自分を見ていた目つきの鋭するどい男は、さっと家の中の身を翻ひるがえした。顔立ちから日本人でないことは容易にわかった。

　人の立てる生活音がするところから、家に人が住んでいるのがわかる。だがいまにも崩れそうな家を放置しておくことも理解できなかったし、経営している大おお家やもカタギの人間ではなさそうだ。

　一瞬外周区かとも思ってぐるりと首を巡らせて三六〇度空を眺め渡したが、モノリスは遠く、いわゆる内地だとわかる。

「なんでこんなところに住んでるんだ？」

「保証人も保護者もいない状態で泊めてくれるところなんてこういう非合法なところしかなかったのよ。私、逃げ出したの。すぐにＩＩＳＯの局員が来るってわかったから、身柄を押さえられる前にね」

　改めて、彼女の行動力の高さに舌を巻く思いだった。彼女は水すい原ばらが殺されたと知ったとき、悲しむ暇も惜おしんで次手を講じたのだ。

　延えん珠じゆもあの歳にしては大人びたところがあったが、それは彼女が十歳という年齢で寒さや飢うえなどの直接的な脅きよう威いと、迫害や蔑べつ視しなどの精神的な脅威をあまた経験してきたがゆえである。

　不幸や逆境が人間を強くするというのは一面の真実だが、だとすれば、その延珠ですら気付かなかった脅威を敏感に感じ取って逃げ出した彼女の逆境の総量とは……。

「私たちが元住んでいたところは、いまは警察が張っているわ」

「そうか……」

　蓮太郎は考え込む。

「それとも、危険を承知で家まで行く？」

「いや、じゃあもう一つ先に行ってみたいところがある」

「どこ？」

　蓮れん太た郎ろうは火垂ほたるの顔を見た。

「水すい原ばらが殺された事件現場だ」




　　　　２




　多た田だ島しま茂しげ徳とくは手帳を開いたまま立ち尽くしながら、内心いい加減にしてくれと思っていた。

「でもね、あの人私を見捨てずに傷の手当てをして、下まで送るよう指示してくれたの。私ね、どうしてもあの人が報道されてるような凶きよう悪あく犯はんには思えないの。……ねぇ聞いてらっしゃる？」

「はぁ……」

「で、どこまで話したかしら。そうそう、私が睡眠薬で悪酔いして警報ベルでホテルから逃げ遅れたところだったかしら。でね──」

「──いえ、もう結構です」

　多田島は辟へき易えきしているのが顔に出ないようにしながら警察手帳を閉じる。

　多少ふっくらとした感じの婦人は、病院のベッドから半身を起こしたまま残念そうにあごをなでさする。

「そう？　まだお話ししたいことの三分の一もお話ししていないのに」

「大変参考になりました。また、なにかうかがうこともあるかもしれませんが、今日のところはこれで」

　多田島は折り目正しく礼をすると、退室する。

「どうでした係長？」

　外で待っていた吉よし川かわが、すかさず声を掛けてくる。

　多田島はうんざりした表情で顔の前で手を振る。

「どうもこうも、やっこさん、命を救われたひいき目もあるんだろうが、奴やつのことを絶賛してたよ。あれじゃ参考人というより奴のファンだ。これもストックホルムなんとかってやつかね？」

　吉川は苦笑する。

「僕はこれから一いつ旦たん署の方に戻りますけど、係長も一緒に行きますか？」

「いや、俺は櫃ひつ間まさんに呼ばれてる。どうやら捜査員としてあの人と二人一組ツーマンセルで行動することになりそうだ」

「キャリアのお守りは大変そうっすね」

　多田島は吉川の頭をゴツンと殴りつけた。

「陰口を叩たたくなといつも言ってるだろ。言いたいことがあったら本人に言え。ったく…………優秀な人だよあの人は。ちょっと気になるところもあるがな」

　殴られた頭を撫なでさする吉よし川かわと別れて、病院を出る。タクシーを拾って櫃ひつ間まに指定された場所まで行くと、周囲のビルを圧するかの如ごとくそびえ立つ巨大ビルがあった。

　バラニウムでできているのではないかと思うほどビル全体が黒々としていて、小銃で武装した門もん衛えいまでいる。

　ビル手前の石版には『中央制御開発機構』と彫られている。なにをやっている施設かわからないことでよく噂うわさになる通称『黒ビル』だ。

　櫃間からのメールに添付された地図を何度も見返す。ここで間違いない。

　門衛に来意を告げて警察手帳を開いて見せると、話が通っているのか中に通される。

　凄すさまじい速度で昇っていくエレベーターに思わず足がすくみかけながらも、六十五階に降り立つ。

　そこからのナビゲートは社内の白衣を着た女性にバトンタッチされて今度は何重ものカードキーや生体認証バイオメトリクスによるセキュリティ・ゲートチェックがあった。

　多た田だ島しまは段々不安になってきた。自分の服装はといえば、いまだ解散されない捜査本部に寝泊まりしているためクタクタの背広だし、無精ヒゲも心持ち長めだ。

　これから通されるところがどんなところか知らないが、服装規約ドレスコードが存在しないことだけは切に祈らざるを得ない。

『コントロールルーム』と書かれた部屋の防弾ガラスがパシュッという乾いた音を立てながら開くと、厚いガラスが吸収してくれていた騒そう音おんが漏れ聞こえてきて、靴音も高らかに人間が行き交っている。

　多田島はぎょっとした。

　巨大な部屋は扇おうぎ形がたになっていて薄暗く、半ばイルミネーション化した大量のホロディスプレイにはインジケーターバーで示された数字が踊おどっている。航空機の動向をモニターしている航空管制塔の雰囲気によく似ていたが、決定的に違うのは、中央の巨大ホロディスプレイに東京エリアの地図が表示されており、電力消費量が事細かにモニタリングされていることだった。

　未来にタイムスリップしたのではないかと思って気を呑のまれる。

「ここは、一体……？」

「『スマートシティ構想』というのを、聞いたことがありますか？」

　驚いて振り返ると、ピンとアイロンの利いた背広を着た櫃間が両手を広げてこちらに歩いてきていた。

　多田島は最近めっきり働かなくなってきた頭を必死に回転させる。

「たしか……昔、初代の聖せい天てん子し様が電力需じゆ給きゆうの効率化を図るために唱えた都市化計画、でしたか」

「その通り。電力というものは高い電圧をかけて電線を伝ってくるのですが、一般家庭に届くまでにその多くが無駄になってしまって、溜ため置きが難しい上に無駄が多い。

　たとえば大型のデータセンターなどは、サーバーの負荷や急激なデータの増量に備えて常に大量の電力でアイドリング状態にしておくんですが、送った電気の六％から多くても十二％程度しか使っていない。残りは全部無駄になるんですよ。スマートシティ構想はエネルギーの使用状況をモニターしながら停電は避さけつつ、必要に応じた電力を効率よく分配するためのシステムのことです。ガストレア大戦後、東京の電力事情が逼ひつ迫ぱくしていたのはまだ記憶に新しいですよね」

　多た田だ島しまは黙って頷うなずき、感かん慨がい深い思いで今一度スマートシティの中ちゆう枢すう部ぶを眺める。

「完成していたんですな。長い間報道されないからてっきり……」

「まあここをテロリストやらに狙われると危険ですからね。だからこんなわかりにくい建物にわかりにくい名称で誤ご魔ま化かしているんですよ」

　多田島は首をすくめる動作をする。

「で、なんの用ですか？　まさか私みたいな始末書を書くとき以外パソコンに縁えんがないような老骨ロートルにこれを自慢するためだけに私を呼んだわけじゃありませんよね？」

　自虐的なジョークにも、櫃ひつ間まは爽さわやかな印象を崩さずに笑ってみせる。

「当然です。実はコントロールルームの数ある機能の中にこんなものもありましてね」

　櫃間が指をパチンと弾くと、中央のパネルがいくつもの細かい画像に分割され、そこには繁華街の映像やカフェ、ショッピングセンターなどの動画が表示される。

　ほとんどの映像は高所から下を見下ろしたものだった。

　職業柄すぐにピンと来た。

「監視カメラの映像ですか……」

「そうです。駅や空港などの重要なポイントはもとより、ガストレアの早期警戒用に東京エリア中に設置されているものですよ」

　多田島はあきれてしまった。

「東京エリアにいくつ監視カメラがあると思ってるんですか？　千や二千じゃききませんよ」

「人力で探そうとすると不可能でしょうね。ですがね、コントロールルーム経由で顔認証プログラムをインストールして検けん索さくを掛けるとこんなこともできるんですよ」

　分割されていた巨大ディスプレイの一角が引トきリ伸ミばンしグされてホロディスプレイ全体に広がる。

　多田島は思わず「あっ」と声を上げた。グレーの背広を着た若い刑事が立ち食いのラーメン屋で美う味まそうに麺めんをすすっている映像がやや上手から映っている。

　配属されて三年にもなるのにいつまで経たっても新米リクルートといった印象が抜けないその顔には見覚えがあった。というより、ついさっき別行動を取ったばかりだ。

「吉よし川かわか……」

「その通り」

　振り返ると、櫃間が得々とした表情で頷うなずく。

「すでに里さと見み蓮れん太た郎ろうの顔のパターンはインプットしてあります。網あみは仕掛けた状態です。あとは獲え物ものが掛かるのを待つばかりです」

「なるほど、たしかにこれは大変な技術ですな。しかし令状もないのによくこんな設備を貸してくれましたな。捜査本部はこのことを知っているのですか？」

「実は知りません。知っているのは私と父、つまり警けい視し総そう監かんと私以外ではあなただけです」

　多た田だ島しまは耳を疑った。捜査本部にすら知らせず独断で動いている？

　警察はもっと厳格な縦割り組織だと思っていたが、いくら総監の息子だからといって、ここまで放ほう埒らつな行動を取って良いものなのか。

　多田島は、にわかに胸がざわつくのを感じる。

　どういうわけか櫃ひつ間ま親子は『犯人逮捕』という名目以上の感情を持ち込んで蓮太郎を追いかけている気がしてならない。

「それより、聞き込みの方はどうなったんですか？　多田島警部」

　突然背後から掛かった声が多田島の思考を断ち切る。

　いままでどこにいたのか、薄暗い部屋の奥から溶よう明めいしてきた影は、詰つめ襟えり姿の少年だった。

「たしか君は……」

「巳み継つぎ悠ゆう河が。プラザホテルで偶然里見くんに遭そう遇ぐうした民みん警けいです……その節はご迷惑をおかけしました」

　なぜ、この少年までここにいるのだろうか。

「お、おい」

　慌あわてた様子の櫃間に、悠河は涼しげな視線を送る。

「別に良いじゃありませんか櫃間警視」

　いままで泰たい然ぜんとしていた櫃間が急にハラハラとした表情をする。少年がいらぬことを言うことを恐れているかのようだった。知り合いなのだろうか？

「ところで警部、聞き込みはどうなったのですか？」

　勝手知ったる少年の様子に、多田島はムッとする。

「捜査関係者以外に教える義務はない」

「多田島さん、彼にも教えてあげてくれませんか？　彼も民警として今回の捜査に協力してくれるそうなので」

　ガストレア犯罪でもないのに民警の手を借りるのかと思って、多田島はうんざりしながら手帳を開いた。

「現場に居合わせてＳＡＴとの戦闘に巻き込まれたご婦人と病院のＳＡＴ隊員に会ってきました。驚くことに婦人は里見蓮太郎に助けられたと言って感謝までしてて『彼は犯人じゃない。きっとやむにやまれぬ事情があるんだ』って言うんですよ。ＳＡＴ隊員もカラリとしたもので、骨まで折られてるのに『また手合わせしたい』と笑顔で言ってます」

「ハハッ、不思議な民警ですね。逃亡犯なのに逃亡先でまでファンを増やしているんですから」

　悠ゆう河がが楽しそうに漏らすのを横目で見つつ、多た田だ島しまは櫃ひつ間まに向き直った。

「その件なんですが、どうも腑ふに落ちんのですよ。彼が殺人者で、できるだけ助かる確率を上げたいなら、婦人を人質に取って立てこもった方が早かったのでは？」

「銃弾を受けていたので、人質として役に立たないと踏ふんだのでしょう」

　櫃間の態度は素っ気ない。

「いや、それでも倒したＳＡＴ隊員を人質に取る方法もあった。それにＳＡＴの倒し方にしてもたいしたもんで、全員を無力化している。殺すより遙はるかに難しいはずです。おかしいと思いませんか？　アイツは逃亡犯なのに行く先々で人命救助までして回ってる。本当にアイツが一人殺した殺人犯なら、二人目を殺すことにもっと躊ちゆう躇ちよしないんじゃないですかね？」

「『東京エリアの英雄』と呼ばれていた頃の自分が忘れられないのでしょう。ＳＡＴの隊員が全員無事だったことにしても、果たしてどこまで彼が意図したものかどうか。殺すつもりでやったが、たまさか全員が生き延びてしまっただけということもある」

「やけに彼の有罪にこだわりますな」

「そういう多田島さんこそ、彼が無実だと思っているのですか？　他ならぬ多田島さん自身が取り調べをしたのでしょう？」

　多田島は頭をなで回すジェスチャーをして見せる。

「そこを突かれると弱いですな。ただ私は取調室では常に相手に対して厳しい姿勢で臨みます。相手が無シ実ロだと思って接すると自白完落ちまで持って行けませんからな」

　ふと、隣となりで悠河が肩を揺すって笑う。

「どのみち里さと見みくんが牙きばを抜かれていないなら、必ずアクションを取ってきますよ。これ以上川をさらってもなにも出てこないのは明白です。生きていますよ、確実に。ふふ、里見くん。ゲームの時間はまだ始まったばかりだ」

　多田島は底の見えない少年の薄ら笑いを横目に寒いものを覚えて、そっと二の腕を擦さすった。




　　　　３




　スクランブル交差点の信号が青になり、ひよこの鳴くメロディーと共に、人間が一斉に動き出す。

　ホットプレートの如ごとく熱せられたアスファルトは、輻ふく射しや熱ねつで陽かげ炎ろうが立ち上っており、歩く人間も覇は気きがない。

　幾何学的な模様を描きながら混ざり合い交差する人間の中に、里見蓮れん太た郎ろうは素早く視線を送る。

　せかせかとした足取りで腕時計を何度も確認して歩く背広姿の男性。腕を絡からませお互いにしなだれかかりながら歩くカップル。買い物帰りの主婦や、携帯電話に視線を落としたまま歩く少年。

　彼らが何気なくこちらを見る度に、背筋にピリピリした緊張を感じる。

「蓮れん太た郎ろう、前を向いて。そしてあまり挙動不審な行動は取らないで」

　声はすぐ隣となりから聞こえる。こちらも見ずに隣を歩く栗くり色いろのボブカットの少女は、この世界に何一つ楽しいことなどないと言わんばかりの無表情でそう告げる。

「普段何気なくやってることを意識してやるっていうのは難しいもんだな」

「一つ真理を学んだようね。でも、あなたが思ってるほど他人はあなたのことを考えてないから安心しても良いと思うわ」

「どうしてお前は憎まれ口しか叩たたかないんだ？」

「緊張をほぐそうとしたんだけど？」

　少女は無機的な表情でそう言う。蓮太郎は閉口した。

　まあ、彼女のいうことも一理ある。世間はいまこうしている間も時じ々じ刻こく々こくと変化しており、蓮太郎の死亡がささやかれて三日が経たっている。

　以前菫すみれが『人間っていうのはね、偉大な歌手や政治家が死んだニュースよりも、自分の小指をタンスの角にぶつけたことの方が百倍大事なことなんだよ』と言っていたことを思い出す。

　街中を行き交う人間一人一人にも自分の生活がある。赤の他人である蓮太郎のことを四六時中考えて行動している人間など一人としていまい──そう頭の上では理解していたし、何度も自分に言い聞かせていた。

　だが、ふとした一人が蓮太郎の顔立ちを覚えていて、大声で叫んだり飛びかかって蓮太郎を取り押さえにくるのではないか。そんな恐ろしい想像が脳裏を去きよ来らいして気が気ではなかったのだ。

　いつの間にか交差点を抜け、長い商店街の通りを直進していた。

　蓮太郎は頭を緩ゆるく振る。

　こうして孤こ立りつ無む援えんの身に落ちてみてしみじみ感じるのは、自分をいままで有ゆう形けい無む形けいの形で支えてくれた人たちに対する深い感謝の気持ちだった。

　いまも隣を歩く少女の頼もしい体温がなければ、他人の目に怯おびえて一歩も外に出ようとは思わなかったかもしれない。

　もっとも、当座の相棒と言えそうな少女は素っ気ないことこの上なく、蓮太郎を『新世界創造計画』の強化兵士を呼び寄せるための生いき餌えくらいにしか思っていないことには、腹立たしい思いもないでもない。

「着いたわよ」

　蓮太郎は首を傾かたむけると、市役所の骨組みが眼前に屹きつ立りつしていた。

　打ちっ放しの状態で工事は止まっており、組まれた足場が外周を覆おおっている。

　今日は工事がないのか、それとも凄せい惨さんな殺人現場になって立ち往生してしまっているのか、工事現場に人の姿はなく、トラクターやショベルカーは奇妙に前衛的なオブジェめいた格好で静止している。

　太陽は中天を指し示し、耐えがたい炎暑に全身から汗が噴き出す思いだが、蓮れん太た郎ろうと火垂ほたるは建物の作る影に入っていた。心なし街中にあってどこかひっそりとした雰囲気を発している気がする。あるいはそれは、人が死んだ場所特有の、物理現象では説明のつかない第六感の警けい鐘しようかもしれない。

「大丈夫か？」

「私に構わないで」

　そう言ってスタスタ先行する。蓮太郎はムッとする。本当に彼女は仇かたき討うちまで考えるほど水すい原ばらを強く想おもっていたのだろうか。

　溜ため息をつきながらそっと火垂のあとに続く。

　現場検証は終わっているらしく、予見していた白線のワクや血ち糊のりこそ除去されていたが、蓮太郎は、現場に立つだけであの日のあの光景をつぶさに思い出すことができた。

　目を閉じ黙もく祷とうを捧げる。

　──水原、お前は俺になにを伝えたかったんだ？
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　隣となりを見ると、火垂ほたるは無感情に立ち尽くしていた。

「祈りすらしないのか？」

「彼が死んだとき一生分悲しんだわ。もう涙すら出ない」

「そうか……」

「で？」

　栗くり色いろの髪が揺れ、火垂が試すような上うわ目め遣づかいでこちらを見る。

「ここに来て、なにをするつもり？」

　蓮れん太た郎ろうは後頭部を掻かく。

「特段名案があるわけじゃねーよ。ただ、現場百ひやつ遍ぺんって言うだろ。それに、ここに来てると色々思い出して来るよ」

　蓮太郎はあの夜の状況を改めて脳裏に思い返してみる。

「死体はまだ体温があった。殺されて間もなかったはずだ。あのタイミングで警官が来たのもタイミングが良すぎる。俺が待ち合わせの場所に到着したのを見計らって、通報したんだろうな」

　となると、犯人はあの時近くに──少なくとも蓮太郎が見える位置にいたことになる。

　ふと疑問が浮かんできて、いまいち感情の読めない隣の相棒に尋たずねる。

「火垂、お前『水すい原ばらの様子がおかしいことには気付いていた』って言ってたよな。具体的にどうおかしかったんだ？」

「私と別行動をする時間が長くなって、どこかに出かけていることが増えたわ。下手な言い訳を弄ろうしていたけど、男の人には色々あるからって思って深く詮せん索さくはしなかった」

「あいつが聖せい天てん子し様に会いたがってたのは説明したよな？　なにかの陰いん謀ぼうを告発するつもりだったらしい。それが『新世界創造計画』と『ブラックスワン・プロジェクト』だ」

「『新世界創造計画』の方は『新人類創造計画』のアップデートバージョンなのよね？　じゃあ『ブラックスワン・プロジェクト』ってなんなの？」

　蓮太郎はかぶりを振る。

「皆かい目もく見当もつかない。でもなんとなくだけど、それを突き止めれば事件は解決するんじゃないかって思ってる」

　ふと、火垂の言葉が呼び水となって水原とのやりとりが脳裏をよぎる。

『なにかを告発したいってことなんだよな？　だったらその証拠品を渡してくれれば、届けておいてやるよ』

『すまない、証拠品は盗まれたんだ』

「そうだ、俺が依頼を受けたとき水原は証拠があったんだけど敵に盗まれたって言ってた。だから、直接聖天子様か補佐官に会いたいって──」

　──その時、追つい憶おくの彼方かなたからさらなる声が被かぶさる。

『聞けって言われてるんで聞きますよ。水すい原ばらから渡されたメモリーカードはどこですか』

「あっ」

　火垂ほたるも同時に蓮れん太た郎ろうと同じ結論に達したらしい。顔を見合わせる。

「蓮太郎、あなたホテルで会った殺し屋にメモリーカードを渡せって言われたのよね？」

　蓮太郎は俯うつむき加減に思考する。

「おかしいな……、常識的に考えればそのメモリーカードってのが、水原が盗まれた証拠ってやつだよな」

「待って、じゃあこういうこと？　鬼き八はちさんはメモリーカードを敵の組織に盗まれたって言ってて、でも敵の組織はメモリーカードは蓮太郎が持っていると思ってる……じゃあ、いまメモリーカードを持ってるのは、誰だれ？」

　オーシーツクツク、というツクツクボウシの鳴き声が耳に拡大して聞こえて、ビルの中の影の形がわずかに変わる。

　噴き出す汗の種類が変わり、蓮太郎は気味が悪くなっていた。

　火垂が疑わしげな瞳ひとみでこちらを見る。

「蓮太郎、あなた本当に鬼八さんからなにか受け取っていない？　なんでも良いの。鬼八さんはなにかに隠してあなたに渡したんじゃない？　彼から受け取ったものは？」

　蓮太郎はきっぱりと首を振る。

「なにもない」

「そう……」

「お前はどうなんだ？　お前は水原からなにか預かってたりしないのか？」

「心当たりないわ」

　思考は振り出しに戻ってしまった。

　だが、水原のメモリーカードは必ずどこかには存在するはずなのだ。これは今回の事件の切り札になる。蓮太郎はこのことを頭の片隅にとどめておこうと決めて、思考を切り替える。

「火垂、ここに来てもう一つ思い出したことがあったんだけど、お前水原の携帯持ってたりしないか？」

　火垂は手近なコンクリの柱にもたれかかりながらこちらを見る。

「むしろ、それは私が聞きたかったわ。そう……あなたも知らないのね」

「こっちも手がかりなし、か」

　蓮太郎は警察の取り調べを受けている際、何回か水原の携帯電話のありかについて尋たずねられていた。これは警察もまた水原の携帯電話を入手していない間接的な証拠になる。

　スマートフォンが普及し始めて二十年以上経たっているが、携帯電話の高機能化、プライバシーの集約化は昔よりさらに著いちじるしくなっている。

　水原の携帯電話が手に入れば、水原のサイトのアクセス履り歴れきやら通話履歴やら捜査に重要な証拠が手に入るので、警察としては是ぜが非ひでも手に入れておきたかったに違いない。

「じゃあ敵が水すい原ばらを殺したとき持っていったんだな。クソッ、念の入った話だ」

「まだ、そうと決めつけるのは早いわよ」

　火垂ほたるは自分の携帯を手に取って操作。耳に電話を当てる。通話機能を呼び出して水原の携帯電話にかけたのだろう。

　するとどこからか、かすかな呼び出し音が聞こえてきて目を丸くする。

「どこからだッ」

「しッ」

　火垂が人差し指を口元に当てる。わずかな静寂、蝉せみの鳴き声、表の通りを横切るトラックの通行音、そのわずかな切れ間に蚊の鳴くような音が聞こえる。

　抜き足差し足で建設途中のビルの端っこに行くと横風が顔を撫なでていき、思わず目が眩くらみかける。遙はるか下から音はした。

　蓮れん太た郎ろうと火垂は顔を見合わせて頷うなずくと、素早く階下に降りる。ビルの敷地の端から音がする。今度はよりはっきりと聞こえる。流行に疎うとい蓮太郎もフレーズだけなら聞いたことのあるポップソングだ。

　音源を特定して足で草を掻かき分けると、その中から黒のスマートフォンが裏向きになって微かに震ふるえているのを発見する。

　拾い上げると、ピタリと震えが止まり、それきりうんともすんとも言わなくなった。スタートボタンを長押しするが反応はない。これは──

「バッテリー切れね。間一髪だったわね」

「そうか……」

　水原は撃うたれた拍子に携帯をビルから取り落としたに違いない。もし咄とつ嗟さの判断で携帯電話を外に投げ捨てたのだとしたらたいした判断力だと言える。

　──水原……。

　感傷的な気分になりながら表側に向けると、液えき晶しようの部分にはゲンコツで思い切り殴ったようなひび割れがある。

　よく壊れてくれなかったものだ。待ち受け状態での電池の残量も本当に紙一重だった。蓮太郎は柄にもなく、運命というものに思いを馳はせた。

「とにかく充電してみるぞ」







　近くのネットカフェに飛び込むと、ペアシート席を確保する。硬い座席に腰掛けるとパソコンの近くにあった充電器の端子を取って携帯電話に差し込む。

　祈るような気持ちで待つことしばし。

　携帯電話が掌てのひらの中で震ふるえて、残量が一％と表示される。

　思わず歓かん喜きに顔を見合わせる。

　相変わらず液晶部分の損そん傷しようはひどかったが、判読には問題なさそうだった。

　だがそこで、蓮れん太た郎ろうは弾きフリツク入力のために差し出した人差し指を空中で止めた。

　もうこの世の人ではないとはいえ、どこまで自分の冤えん罪ざいを晴らすために他人の私生活を暴くことが許容されているのか。

　もしかしたら、ここから先に現れ出るのは蓮太郎のまったく知らない水すい原ばら鬼き八はちの顔であり、蓮太郎はそれを閲えつ覧らんすることで深い後悔に囚とらわれるのではないか。そんな妄もう想そうに駆られる。

　ままよ、と、指を弾く。

　それから蓮太郎と火垂ほたるは時間を掛けてヒントになりそうなものを捜そう索さくしていった。

　一番期待していたメールボックスにおかしいやり取りのメールは見つからなかったし、写真もほとんどが人物で、その半分は火垂だった。

　壁紙に使うほど火垂を溺でき愛あいしていたのだからむべなるかなと思ってアルバムをめくっていくと、一枚の写真に目がとまる。

　クリスマスに撮影したのだろう。サンタクロースの帽子を被かぶってクリスマスケーキを背後に水原と火垂が写っている。斜め上から撮影されているところを見ると、水原が頭上にカメラを掲かかげながらセルフ撮影したものとわかる。

　なによりも驚いたのは火垂が笑っていることだった。決して大笑という訳ではないが、口角を柔らかく持ち上げて、カメラにピースサインを送っている。

　ひどく卑ひ劣れつな覗のぞき見をした気がして、火垂に動揺を気取られないうちに写真を送っていく。

　写真フォルダも検査を終えていよいよ最後の通話履り歴れきを探っていくと、おかしなものが見つかる。

『駿する見み医師』と書かれた相手との通話履歴が殺された当日に二回、前日に一回ある。不ふ審しんに思って遡さかのぼってみると、電話のやり取りは一ヶ月前から始まって約二十五回にもわたって交わされている。

「火垂、この人誰だれかわかるか？」

「駿見彩あや芽め医師。ガストレア解かい剖ぼう医いよ。仕事の都合上何回か解剖所しよ見けんを聞きに行ったことがあるわ」

「先生の同業者か……」

「先生？」

「あ、いやこっちの話だ。で、なんでこの人とこんなに頻ひん繁ぱんに連絡を取ってるのかわかるか？」

　火垂はしばらく考えたあと首を振った。

「見当もつかないわね。駿見医師と鬼八さんはプライベートでの付き合いはまったくなかったはずだから」

「じゃあこの人に当たってみよう。なにか水すい原ばらのことについて知っているかもしれない」

「勤め先は第六区の大学病院よ」

　そう言ってシートから立ち上がる火垂ほたるの背に、蓮れん太た郎ろうはどうしても気になったことを問いかけてみる。

「なあ、この人女か？」

「そうよ」

「その人、皮ひ膚ふが薄くて静じよう脈みやくが透けて見えてたり、白衣を引きずって歩いたり、解剖室をキッチンって呼んでたり、平熱が三十二度だったり、地下室を増設して死体と一緒に住んでたりしないよな？」

　火垂が薄気味悪そうな顔をした。

「なにそれ？」

「いや、違うならいいんだ」







「欠勤？　どうして」

「それはこっちが聞きたいくらいだよ」

　応対した医師はでっぷりとした太たい鼓こ腹ばらを揺すりながら疲れた表情で漏らす。研修医というわけではなかろうが、若い印象が先行する。

「電話も繋つながらないし、おかげで僕がピンチヒッターで狩り出されてね。もうてんてこ舞まいだよ」

　医師のまぶたがチック症気味に何度も瞬しばたたかれる。どうやら、疲労なりストレスなりが溜たまっているというのは本当のようだ。

　歯し朶だ尾お大だい学がく病びよう院いんの診察室に蓮太郎たちはいた。ちょうど仕事が一段落したところらしく、一人、事情に明るい人間を捕まえたのだ。医師は、角かく城じようと名乗った。

「そんなに、ここ最近のガストレアの数は多いのか？」

　蓮太郎はぶしつけに聞くが、角城は気を悪くした様子もなく大きく頷うなずいて両手を広げた。

「多いなんてもんじゃないね。異常だよ。やっぱり『第三次関東会戦』で壊こわれたあと建て直した三十二号モノリスが問題なんじゃないかってみんな噂うわさしてるよ」

　そんなはずはない。三十二号モノリスが倒壊したのは、モノリスに混ぜ物をしてバラニウムの純度を落としていたために起こった人災だからだ。

　再構築されたモノリスの純度は今度こそバラニウム一〇〇％だということは、蓮太郎たち天てん童どう民間警備会社が確認している。

　そういえば、延えん珠じゆとも『最近のガストレア出没件数が多い』という話をしたな。

　やはりこれは、蓮れん太た郎ろうたち天てん童どう民間警備会社の近辺だけで起こっている問題ではないらしい。これほどの数のガストレアがどこから入り込んでくるのか。

「なあアンタ、あらためて確認なんだけど、ガストレアが東京エリアに侵しん入にゆうする方法って何パターンくらいあるもんなんだ？」

「ふむ、まあ当然の質問だね。どこから説明すれば良いものか……」

　医師は太鼓腹を揺すりながら一いつ瞬しゆん天井を見る。

「まず、侵入経路は三つ。空と陸と地中が主だね。海かい棲せいガストレアも突破してくるには来るけど、地上では呼吸ができないから脅きよう威い度どとしては二次的だね。地中は二〇〇メートル以上、上空は五〇〇〇メートル以上でバラニウム磁じ場ばが減げん衰すいするから、それ以下まで掘り進んだ地中ガストレアとそれ以上まで高く飛んだガストレアの侵入は可能だ。ホラ、執しゆう念ねん深いガストレアが集団で上昇気流を捕まえて上空から入ってきて大おお騒さわぎになった事件、あったじゃない？　あれだよ」

『モルフォ蝶ちよう事件』だな、思いながら蓮太郎は曖あい昧まいに頷くにとどめる。あんまり素早く答えると、自分が民みん警けいだと疑われかねない。

　いままで隣となりのスツールに腰掛けて黙っていた火垂ほたるが初めて口を挟はさむ。

「じゃあ地上ガストレアはどこから来るのですか？」

「モノリスの切れ間だね」

　間かん髪はつを容いれずに角城医師が答える。

「切れ間？」

「そう、モノリスって十キロ間かん隔かくに建ってるじゃないか。だから磁じ場ばが一番弱いその中間地点の五キロくらいのところを狙ねらい澄すまして通ろうとする感じだね」

「そんなに上手くいくものなのでしょうか？」

「いや、十匹の内九匹は死ぬし、外回りを警備してる自衛隊に見つかって、残りの一匹も死ぬ感じだね。侵しん入にゆうを試みた地上ガストレアの百匹の内、一匹くらいが通過してるんじゃないかって言われてる。ただなにしろ地上ガストレアは数が多いし、それにガストレアにはあまねく人間を優先的に襲おそう習性があるから、どんなにやられても彼らは東京エリアに侵入するのを諦あきらめない。そしてやっぱりというか、統計データを見ると一番侵入してきてるのは地上ガストレアだ」

「なるほど、よくわかりました」

　角かく城じよう医師はぼやく。

「ほら、『第三次関東会戦』で自衛隊は壊かい滅めつ的てきな打撃を受けたし、東京エリアの民みん警けいの半分くらいは死んじゃったでしょ。残ってるのは、関東会戦に参加しなかったのと、他のエリアに逃げてた奴やつ等らだから頼りなくてさ。まだギリギリ保もってるけど、そのうち深刻な感染爆発パンデミツクが起こるんじゃないかって、僕たち現場の人間は恐々としてるんだよ。おまけに、プラザホテルでは東京エリアの英雄の彼も死んじゃってるってニュースで言ってたし。おや、そういえば君、どことなく顔立ちが──」

　蓮れん太た郎ろうが慌あわててなにか言い繕つくろおうとした時、横合いから冷静な声が差し挟まれる。

「もう少し、お姉ちゃんのこと、聞かせていただけませんか？　休むようになってどれくらい経たってるんですか？」

　医師に話を聞くに当たり、火垂ほたるは駿する見み医師の妹ということで通そうと打ち合わせていた。角かく城じよう医師は自分が口にしかけていた質問も忘れて考え込む仕草をする。

「四日になるね。この仕事はこのくらい連続欠勤が続くようなら、自然消滅だね。厳しいけど、そういう仕事だから」

「まだ警察には連絡していないんですか？」

「警察？　ああ違う違う」

　角城は笑顔で火垂の質問をいなす。

「この仕事は離り職しよく率りつ──ああお嬢じようちゃんには難しい言葉かな。まあ簡単に言うと辞めちゃう人がたくさんいるんだ。駿見くんは結構保った方だから、このまま定着してくれるかな、とも思ってたんだけど」

　まあ、異形の外観をしたガストレアの解かい剖ぼうなど神経の細そうな人には勤まるまい。天職だと豪ごう語ごする菫すみれは例外中の例外だ。

「失しつ踪そうとか事故に巻き込まれた可能性はないんですか？」

「うーん、どうだろうねー。考えてもみなかったなぁ」

　角城医師は無ぶ精しようヒゲをぼりぼりと掻かきながら呑のん気きなことを漏らす。そこでなにかに気付いたのか、ポンと手て鼓つづみを打つ。

「そうだ、じゃあこれから妹さん、駿見くんのところに行くつもりなんだよね？」

　火垂はしゅんと肩を落とす真似をする。とても演技には見えない。

「ええ、でもお姉ちゃん、親しん戚せきの誰だれにも自宅の住所を教えてなくて、それで──」

「ああいいよいいよ。教えてあげる。たしか大学宛てに届いた荷物を転送するとき彼女の住所聞いたから」

　すっかり火垂を信用しきった角城医師が安く請うけ合う。

　個人情報の管理がそんな杜ず撰さんで良いのかと思いながらも、蓮太郎がしゅんとした表情を見せたところで角城医師の心が動くとも思えなかったので、このあたりは深く考えないことにする。

　角城医師が椅い子すから身を乗り出し、改まった表情をする。

「その代わりと言ってはなんだけど、僕からも一つお願いがあるんだけど、いいかな？」

「なんですか？」

「駿見くんが一ヶ月前に解かい剖ぼうを担当したガストレアの解剖診断書の電子版が、なぜかデータベースから消えてしまっているんだ。直前に駿見くんがプリントアウトした記録が残ってるから、彼女がコピーを持っているかもしれない。申し訳ないんだけど、駿する見みくんに会ったら仕事を続ける意思があるなしにかかわらず、解剖診断書をもらってきてくれないかな？　一応、こっちにも管理上の責任があるからさ」

　蓮れん太た郎ろうと火垂ほたるは顔を見合わせた。一ヶ月前というと、駿見医師と水すい原ばらの通話が頻ひん繁ぱんに交わされ始めた頃だ。

「わかった」

　蓮太郎は重々しく頷うなずく。

　角かく城じよう医師から駿見医師の住所をメモして退たい散さんする間際、角城医師の声が背中から掛かる。

「ねぇ君たち、『ブラックスワン』ってなんだかわかる？」

　蓮太郎と火垂は同時に振り返る。

「どこでその名前をッ？」

　蓮太郎の剣けん幕まくに、質問した角城医師が仰のけ反ぞって椅い子すからずり落ちかける。

「い、いや……いま思い出したんだよ。駿見くんが休んじゃうちょっと前にそう呟つぶやいていたのを聞いたんだ。思い詰めてる感じでね。ノイローゼ気味って言うか、鬼気迫る雰囲気でね。こうも言ってた……」

　角城医師は困惑しきった様子で続ける。

「『ヴィニヤードを焼かないと』って」







　歯し朶だ尾お大だい学がく病びよう院いんの敷地はよく整備されており、人じん工こう芝しばや人工池が設けられていた。平時なら勉学で疲れた心に癒いやしを与えてくれるのだろうが、蓮太郎にはどことなく憂ゆう鬱うつに沈んで見える。

　隣となりを並んで歩く火垂の足取りもどことなく重い。

　これで駿見医師と水原が同じ線で繋つながっていた可能性は濃厚になってきたが、同時に新たな問題も積み上がっていた。

「ヴィニヤードっていうのは、なんなんだ？」

　どうやら火垂も同じ事が気になっていたらしく、ポケットから自分の携帯電話の端末を取り出して蓮太郎にも見えるようホロディスプレイ化。空中投影すると検けん索さくを掛けてみせる。

　ほどなくして現れたのは、英会話のサイトだった。『vineyard』──シャレた発音だったのでフランス語かなにかではないかと思ったのだが、ぶどう園、という意味の英語らしい。

「ぶどう園を焼く……なんなのかしらね」

「さっぱりだな」

「駿見医師の言動がおかしくなったのも一ヶ月くらい前だってあの人、言ってたわよね」

　先ほど病室で見た儚はかなげな彼女はどこに行ったのかと思うほど抑よく揚ようのない声で、火垂が呟つぶやく。

「鬼き八はちさんが私に隠し事をしている様子を見せたのも、よく考えれば一ヶ月くらい前だった気がするわ」

　また一ヶ月前……。

「この時期に、なにがあったんだ？」

　ふとそこで、冷静に関係性を洗い直してみる。

　私的な付き合いがないはずの駿する見み医師と水すい原ばらが一ヶ月の間に二十五回も通話を交わしていて、ほぼ時を同じくして様子がおかしくなっている。

　水原は民みん警けいだった。民警とガストレア解かい剖ぼう医いの接点なんて、ガストレア繋つながり以外他にないではないか。

「火垂ほたる、この一ヶ月でガストレア絡がらみのでき事はなかったか？」

「たしかに、一ヶ月前に鬼八さんと一緒にガストレアと遭そう遇ぐうしたけど」

「どんなガストレアだ」

　勢い込んで尋たずねるが、火垂の反応は鈍く、曖あい昧まいな表情をする。

「別に……普通の飛行ガストレアだったわ。ステージⅡで、胸きよう郭かくが透けてあばら骨がバスケットみたいに膨ふくらんでる奴やつで、鼻が長いの。気持ち悪い奴」

「倒せたのか？」

「鬼八さんが運転する車で高速道を並走して、私が助手席の窓から身を乗り出して散さん弾だん銃じゆうで撃うち落としたわ」

「それで？」

「それだけよ」

「それだけ、ってことはないだろ」

「でも、それ以外特筆すべき事もない事件だったわ。倒したガストレアも、おかしな外観だったけど、そもそもステージⅡ以降のガストレアはみんなおかしな外観だしね。でも、警察に現場を任せて家に帰ってしばらくしたあと、どこからか電話が掛かってきて鬼八さん、慌あわてて出かけていったわね。いま思えば、それが駿見医師からの電話だったのね」

　外観には異常がないはずのガストレアから異常が見つかったということは、つまりそれは、解かい剖ぼうの段階になって異常が見つかったということに違いない。

　相変わらず、事件は五ご里り霧む中ちゆうだった。ピースが揃そろってくる手て応ごたえはあるものの、どこにどうピースを嵌はめれば正しい絵になるのかは、依然として判然としない。

　だが自分たちは、とっくに敵が踏ふみ込んで欲しくない情報まで踏み込んでいることだけはわかる。ここから先、敵に捕ほ捉そくされた場合猛もう烈れつな反撃があると予測して間違いない。

　惜しむらくは火垂が駿見医師の呼びかけに付いていかなかったことだが、だがよく考えてみれば駿見医師が発見したなにかを火垂も知ってしまった場合、彼女はこの世の人ではなくなっていた公算は高い。悩ましいジレンマだった。

　歯し朶だ尾お大だい学がくの敷地が終わりを告げ、敷地をぐるりと取り囲んでいる赤あか煉れん瓦が塀べいの切れ間に、細工が施された鋳ちゆう鉄てつの正門が見える。

　蓮れん太た郎ろうはふとそこで、まばらに出入りする人間を俯ふ瞰かんして監視するカメラが設置されていることに気付く。

　やや俯うつむきがちに通過するが、ほんの一瞬、横目でカメラの方を見てしまう。

　ドーム状のシェルの中にわずかに光るレンズと目が合った瞬間、背筋をひやりとしたものが走った。

　蓮太郎は足早に大学を去った。







「捕ほ捉そくしました！」

　突とつ如じよ響いたオペレーターの喚かん声せいに、コントロールルームに緊張が走った。

「どこですか」

　櫃ひつ間まが興奮を抑えながら尋たずねると、答える代わりにメインの巨大ホロパネルにどこかの門の映像が描かれる。

「これは？」

「第六区の歯朶尾大学病院の正門カメラです」

　多た田だ島しまが口をぽかんと開ける。

「そんな馬鹿な……じゃあアイツは外周区に逃げるでもなく堂々と内地を歩き回っているのか？」

　オペレーターが手元を操作すると、監視カメラの問題の箇所を映し出す。

　裁判の証拠写真としても使えない一昔前の粗い動画ではなく、ワイヤレスでサーバに送られてくる映像は鮮せん明めいで、目をこらす必要もなかった。

　見れば黒服の少年がうつむきがちに正門を出て行くところを、一いつ瞬しゆんこちらを見た。どうやらその瞬間を逃さず顔認識プログラムがキャッチしたらしい。

　オペレーターが問題のシーンで動画を止めて顔面部分に引トきリ伸ミばンしグ処理をかける。見間違えようもない里さと見み蓮太郎だった。

　櫃間は左右に首を巡らせてコントロールルーム内に目的の顔を探す。ややもなく見つけると、両手をポケットに突っ込んでいまにも鼻歌でも歌い出しそうな顔の悠ゆう河がの隣となりに並ぶ。

「どういうことだ？　お前の狙そ撃げき弾だんは奴やつに命中したと言ったはずだぞ。歩けるまでに回復しているではないか」

　彼にだけ聞こえる声量で叱しつ責せきするが、悠河は肩をすくめただけだった。

「仕し損そんじたみたいですね。いいじゃないですか。楽しみが増えましたよ」

「楽しみ？　楽しみだと……」

　アイツが生きているとわかれば警察が無能と笑い飛ばされるのみならず、せっかく従順に飼い慣らしかけている天てん童どう木き更さらまで、いらぬ希望を抱くことになる。

　櫃ひつ間まが怒気を露あらわにしかけた時、悠ゆう河がが右手でパネルの一点を指す。

「櫃間さん、あの子、確か水すい原ばら鬼き八はちのイニシエーターじゃないですか？」

　彼の指差すパネルの一点、蓮太郎の隣に静かな佇たたずまいのボブカットの少女が並んでいる。顔は何度か書類で見ているので間違いあるまい。

「紅こう露ろ火垂ほたる……？」

　水原鬼八のイニシエーター。姿を眩くらませてネストに捜そう索さくさせていたが、まさか蓮れん太た郎ろうに与くみしていたとは……。

　横で多た田だ島しまが敬礼する。

「私は本部に応援を呼んで車で行きます。櫃間さんはここから無線で私にアイツがどこに向かっているのか指示をください」

　言うが早いが走ってコントロールルームを出て行く。

　その背が見えなくなるまで見送ってから表情を消すと、おもむろに携帯電話を取りだし、コールする。連続的に呼び出し音が鳴っている間、櫃間は思考に沈んでいた。

　蓮太郎を警察の手に引き渡すわけにはいかない。彼がどこまで真実に近づいているのかは定かではないが、ここまで手こずらせてくれた相手だ。尋じん常じようなやり方で始末できるとは思わない方が賢けん明めいだ。二度としくじりはすまい。

　相手が電話に出る。

「ネストか？　渋じゆう滞たいを人為的に引き起こせるか？　止めて欲しいパトカーがある。それとあいつが生きていた。『ハミングバード』を呼び出せ。叩たたき潰つぶしてやる」

　その言葉に、泰たい然ぜんとしていた悠河が顔色を変える。

「待ってください櫃間さんッ、どうしてハミングバードなんだ？　里さと見み蓮太郎は僕の獲え物ものだ。僕が出ます」

「お前は顔を見られている」

「僕の要求スペックは『里見蓮太郎を封ふう殺さつ可能なレベル』だ！　僕以上に適任などいないはずだ！」

「ハミングバードでも事足りる」

「しかし──っ！」

「──くどい！」

　悠河はなおも抗こう弁べんの言葉を紡つむごうとして口を開きかけ、だが悔しそうに歯は噛がみするとコントロールルームを出て行く。

　櫃間は鼻を鳴らすと、もう一度拡大されたパネルに映る黒衣の少年を睨にらむ。

　相手がこちらを破滅させようと喉のど笛ぶえに噛かみ付くなら──古来のことわざ通り、死人に口なしを体現してもらうとしよう。
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「この部屋です。では、鍵は返すときに管理人室に放り込んでくれて結構ですから」

　そう言って痩やせた手で鍵を火垂ほたるの手に握らせると、ビルの管理人は億おつ劫くうそうに老ろう眼がん鏡きようの位置を直し、そのまま踵きびすを返して去って行く。

　たしか契約者本人以外の人間が部屋に入る時は、物品の詐さ取しゆなどを防ぐために管理人も同席しなければならないのではなかったか。

　蓮れん太た郎ろうは隣にいる偽にせ物ものの妹を見み遣やる。

　火垂は管理人が見えなくなると、浮かべていた微笑みを引っ込めて無表情になる。

　こちらの視線に気付いて上うわ目め遣づかいに「なにか文句でも？」と、無感情な瞳ひとみでこちらを見る。あきれが礼に来る思いだった。

「もうすぐ夜よ。今日はここまでは終わらせておきたいわね」

　開けっ放しの窓から差し込む黄色い西日が背中に当たってじんわりと熱をはらむ。ようやく昼間の炎暑から解放されつつある。

　蓮太郎たちがいるのは高層マンションの廊下だった。

　素早く周囲に視線を巡らせる。カタカナの『エ』の字型の廊下に、二基のエレベーターと非常階段と内階段が一つずつ。タラップ付きの外階段が一つ。プラザホテル包囲戦のせいで、蓮太郎はつい間取りや逃げ道を確認してしまう癖くせが付いていた。

　表札を見ると、風化して色の抜けかけた文字で『１２０３　駿する見み彩あや芽め』と書かれている。

　管理人室を訪れる前に何度となく呼よび鈴りんを押していたが、最後にもう一度だけ、一いち縷るの望みを託たくして指を押し込む。

　ピンポーンと、二回虚うつろに響き渡ったチャイムは、だが内部からなんの反応ももたらさない。

　ふと足元を見ると、扉の前にはこちらにグロテスクな腹を見せて息絶えたセミが落ちていて、食いでのありそうなごちそうを見つけてか、アリが黒山の一群となってたかっていた。

「引きこもってるのか蒸じよう発はつしたのか、とにかく『ブラックスワン』の手がかりが見つかると良いわね」

「引きこもり？　蒸発？　お前本当にそんなもんで済んでると思ってるのか？」

「え？」

「火垂、お前死体を見たことは？」

　火垂はハッとした表情をする。

「俺が先に入る」

　蓮太郎は鍵を回してわずかに扉を開ける。

　室内から猛もう烈れつな冷気が漏れ出してきて蓮れん太た郎ろうの首筋をゾロリと撫なでていく。それに混じってかすかな物が腐るにおいも。

　腰の拳けん銃じゆうの遊ゆう底ていを引いて弾を発射可能にすると、音を立てずに中に入る。

　入ってすぐ左手がキッチンになっており、半月状のダイニングテーブルが置かれている。台所に置かれた野菜は腐ってしなびており、食べかけのケーキにはアリがたかっていた。料理の下ごしらえでもしていたのか、ボウルには刻んだ野菜が漬けてあったが、表面はカビで真っ黒になっている。

　事前にマンションはすべて２Ｋの間取りだと聞いていた。

　油断なく銃を構えたまま、奥の引き戸に手をかけて、ゆっくりと引く。

　カーテンが閉め切られているせいで、室内の見通しはよくない。

　轟ごう々ごうと音を立てて冷気を吐き出し続ける冷房が備え付けられており、音の消えた家の中でそこだけ異様にうるさく聞こえる。

　女性の部屋というのに飾り気がなく、色はベージュで統一されている。

　寝室やＰＣスペースを兼ねた部屋でポスターの一枚もない。ラックにはフォトスタンド。

　いよいよ最後の部屋が奥に続いており、蓮れん太た郎ろうは意を決して扉を引き開けた。

　衣い装しよう箪だん笥すやドレッサーにはうっすら埃ほこりが積もっており、一面を埋める本棚の横に大きめの机があった。

　どこにも死体の影も形もない。むしろ腐臭は弱くなっている。

　それじゃあ、においの発生源はどこに──

　その時聞こえてきた息を呑のむ音に、蓮太郎はキッチンに駆け戻る。

　火垂ほたるが一点を見据えたまま彫ちよう像ぞうと化している。彼女の視線の先には、バスルームのドアが見える。わずかに開いたドアの下部からは黒っぽい血液がしみ出していた。

「下がってろ」

　下唇を噛かんで、声が震ふるえるのを必死で抑えながらそう言うと、蓮太郎は勇ゆうを鼓こして、そっと扉を押し開けた。

　なみなみと張られた浴よく槽そうの水に顔を浸つけたまま、死体が膝ひざを突いていた。

　衣服は着ておらず、肌は血が抜けて青白い。長い髪が藻ものように水面に浮かんでいる。

　水面は真っ黒になっていて、排水溝に近い床面には血液が凝ぎよう固こしてこびりついており、足下には剥はがれた爪が三枚ほど転がっていた。

　彼女が家主の駿する見み彩あや芽めで間違いあるまい。

　どうやら拷ごう問もんされたらしい。三枚で済んだということは、どうやら彼女は早々に拷問者の欲しい情報を吐かされたらしい。

　蓮太郎は軽く彼女の遺い体たいを検あらためたあと、引き返して押し入れを開けると、物色する。ほどなくしてレジャーシートを見つけて取って返すと彼女の遺体に掛けた。

　現場を荒らして大丈夫かと思ったが、鍵を借りる段階で蓮れん太た郎ろうと火垂ほたるの姿は目もく撃げきされているし、検けん死しすれば死後どれくらい経過したかわかるはずだから、死亡推定時刻から逆算すれば蓮太郎たちが犯人ではないと明らかになるだろう。

　いつの間にか火垂が隣となりにいた。

　最初恐怖に凍り付いているのかと思ったが、まったく違った。

「残念ね、生きていれば色々聞けたのに。先を越されたわね」

　蓮太郎は愕がく然ぜんとする。

「残念？　先を越された？　それだけなのか？　お前の知り合いなんだろ？」

「だから？」

　火垂は不愉快そうに瞳を細めただけだった。こみ上げてきた怒りに拳を握り、ゆっくりと首を振った。

「理解できねぇよ、お前が……ッ！」

「理解する必要なんてないわ」

　そう言ってこちらに背を向けたあと、半分だけ振り返る。

「どうしてもって言うなら、降りてもいいのよ」

「冗談じゃねぇ」

「そう」

　それだけ言うと、浴室にズケズケと入っていき、死体を検分する。

「冷房が点つけっぱなしだったからこれでも随ずい分ぶん腐敗が遅いわね」

　蓮太郎は一いつ旦たん怒りを鎮めて深呼吸する。

　彼女も重要な事件の関係者だ。彼女と一緒にいれば掴つかめる事実こそあれ、その逆はない。単独行動するよりずっと効率は良いはずだ。

　選えり好んでいられる状況ではないのだ。

　──たとえ相棒がどれほど人格的に尊敬できない人間でも。

　一方で、敵が真相に近づいた人間を消して回っていることは間違いないという確信も得た。依い然ぜん虎こ口こうを脱した状態にはほど遠い。

「水すい原ばらに繋つながるものが見つかるかもしれない。手分けして探そう」

　火垂は了解したのか勝手に歩き去る。その背を見送りながら、蓮太郎は洋室に入る。

　死人が出た場所だと思うと、自然、墓を暴いているかの如ごとき忌き避ひ感かんがこみ上げる。

　戸を引くと視界にフォトスタンドを捉とらえる。ディスプレイ面には、大学校舎を背景に撮とられたキャンパス時代とおぼしき写真が流れていく。楽しい時間が流れていたに違いない。写真はどれも笑っている。彼氏らしき人物との写真も多い。

　ふと、角かく城じよう医師の言葉が脳裏をよぎる。

『駿する見みくんが一ヶ月前に解かい剖ぼうを担当したガストレアの解剖診断書の電子版が、なぜかデータベースから消えてしまっているんだ。直前に駿する見みくんがプリントアウトした記録が残ってるから、彼女がコピーを持っているかもしれない』

　水すい原ばらと駿見医師の接点は、ガストレア繋つながりだった。その解剖診断書になにかあると考えるのは自然。

　さらに隣となりの部屋に入ると、さきほどは気がつかなかったが、机の引き出しの鍵が壊こわされていて、中を物色した形跡がある。

　蓮れん太た郎ろうは舌打ちする。駿見医師を拷ごう問もん・殺害した何者かは、彼女から診断書の在処ありかを聞いたに違いない。後手後手に回っている。つくづく、手抜かりのない連中である。

　だが、敵も完璧ではないはずだ。機械でない以上ヒューマンエラーからは逃れられない。なにか、なにかあるはずなのだ。

　祈るような気持ちで本棚にある本を一冊一冊抜き出してパラパラとめくっていく。

　と、机と接している壁との狭い隙すき間まになにかが落ち込んでいることに気がつく。

　慎重に引っ張り出して表面の埃ほこりを払うと、それはプリントアウトした写真だった。

　見た瞬間、蓮太郎は眉をひそめた。

　ガストレアの解かい剖ぼう時じの写真だ。切り開いたガストレアの腹部を写した写真で、イカの内臓を思わせる粘液を引く半透明の臓器に、マークが刻まれている。

　目をこらすと、それはいわゆる五芒星ペンタグラム、つまり『☆ほし』型の図形であることがわかる。五つの頂点の内一つに複雑な意い匠しようの羽根が描かれている。

「火垂ほたる、来てくれ」

　火垂を呼び寄せると、成果物を見せる。

「見覚えは？」

「端っこに写ってるガストレアの爪……ここに来る前に話した一ヶ月前倒した個体の特徴に似てるわ。この星型のマークは初めて見たけど」

「そうか……」

「もしかしてこれが角かく城じよう医師の言っていた？」

「だと思う。こんな趣しゆ味みの悪い写真、部屋のインテリアとして飾ってあったって考えるのは無理があるかんな」

　ガストレアは発生の過程こそ異なれ、自然物である。こんな人工的なものがでてくることはあり得ないことだった。

　思考の海に没入しかけたとき、突とつ如じよけたたましい音が鳴って、蓮太郎は飛び上がった。

　電話のベル。隣となりの洋室からだ。

　先に首だけ覗のぞかせて、次に体を滑り込ませる。恐る恐る音源の前に立つと、果たしてそれは電話機だった。携帯電話と衛星電話に押されて、いまは細々とシェアを確保しているに過ぎない固定電話。

　蓮れん太た郎ろうは火垂ほたると顔を見合わせて一つ頷うなずきを交わすと、恐る恐る受話器を取り上げ耳に当てる。

『里さと見みくんだね？』

　無数の倍音掛かった声は、かすれて非人間的な音程でもって拡かく散さんする。機械を通すことで肉声を覆おおい隠すボイスチェンジャーの声だ。

　蓮太郎は束つかの間ま、受話器をまじまじと見る。

「何者だよ……アンタ」

『いまからそちらに敵が向かう。コードネームはハミングバード。〝新世界創造計画〟の戦士だ』

「なにを言っている？　敵？　ハミングバード？」

『信じる信じないは君の勝手だ。だがこう言えばわかるかな？　元〝新人類創造計画〟の芳ほう原ばら健けん二じを殺したのは奴やつだ』

「なっ」

　すべてが理解を超えていたが、これだけはわかった。嘘うそでも冗談でもなく、電話越しの相手が言っているのは蓮太郎に迫り来る危機への警けい告こくなのだ。

『これから奴の能力を教える。そこにいるオチビさんと一緒に対策を練るといい』

　蓮太郎は沈黙して、彼が喋しやべり出すのを促うながす。

『いいか？　ハミングバードの能力は──』

　ブヅンという途絶音がして、通話が切れる。

「おい、どうした？　おいッ──」

「──貸して」

　横合いから伸びてきた手に受話器を奪うばい取られる。

　火垂はしばらく電話と格闘していたが、小さく首を振って受話器を置く。

「不通音すらしないわ。電話線を切られたわね」

　火垂はポケットを漁あさると、携帯電話を眺めて、液えき晶しよう画面をこちらに向ける。覗のぞき込むと『圏外』の文字。

　背筋がぞくりとする。マンションに入ったときは携帯電話は使用可能だったはずだ。

　不意に言葉が途切れ、シンとした静寂が部屋に満ちる。

「来てるわね、敵が。もうマンション内に侵しん入にゆうしてるわ」







　空気を切り裂く猛もう烈れつなプロペラ音がカーゴルームに響ひびいていた。

　久く留る米めリカがスライドドアを開けると、風が全身を叩たたき、被っていた麦わら帽子を吹き飛ばされるほどの寒風がワンピースをばたつかせる。

　西の空、モノリスに半分隠れかけた黄色い夕ゆう陽ひは、思わず目を細めるほど眩まぶしい。

　高度一〇〇〇メートルの上空、輸送機のカーゴルームに彼女はいた。晴れているおかげで邪魔な層そう雲うんや乱層雲は見えない。眼下の光景は精せい巧こうなミニチュアになって人間はおろか車の形すら定かではない。清せい冽れつな空の匂いがする。

「ハミングバード──出るわ」

　リカは一歩カーゴルームから踏みだし、そのまま背面に倒れ込むと、空中に身を躍おどらせる。

　頭を下にして鉛えん直ちよく方向に落下する少女の長い髪が落下の尾を引きながら凄すさまじい速度で大気を切り裂いていく。

　リカは脳内で落下し始めてからの時間をカウント。

　五〇〇メートルを落下したのを経験則から導き出すと、空中で体を回転させ、ムササビよろしく大の字に体を広げると、背負っていたパラシュート開かい傘さん綱こうを思い切り引く。

　ラム圧パラシュートが展開し、凄まじい減速感と共に、ハーネスに全身を絞りあげられる痛みが走る。

　それも長くは続かない。

　目を開け下を見ると、靴の裏は踏む大地もない宙ぶらりんのままゆったりと下降。首を上方に傾かたむけるとスクウェア型のパラシュートは西日を浴びて茜あかね色いろに染まりながら開かい傘さんしていた。

　今一度眼下の街並みを眺めながら、さっと右腕を横に振る。

　すると無数のビルの屋上の内一つに光点が生まれ「TARGET」という矢印と共に、垂直距離と水平距離が視界に投影される。

　降下作戦前に装着した特殊コンタクトレンズの拡張現実ＡＲ機能が現実の上に仮想現実を付加して網もう膜まくに投射しているのだ。

　制御線を操作しながら慎重にパラシュートの角度を微調整して落下方向を調整していく。

　ほどなくして目的地のマンション屋上が視界に迫ってきて、ＡＲで表示された赤丸デツドセンターに両足をつける。

　何度やってもズシンと腰にくる衝しよう撃げきに前側につんのめると、直後にパラシュートがリカに覆おおい被かぶさってくる。

　ハーネスのベルトを外し、パラシュートから脱出すると、ハーネスとワンピースの間に挟んでいた麦わら帽子を被り、お気に入りのクマのぬいぐるみを抱く。

　スカートの埃ほこりを払い、スパンデックスのソックスに挟んでいた携帯電話を取りだして所定の番号に掛ける。

「こちらハミングバード、無事に目標地点に到達」

『了解した。これからそっちにターゲットの顔を送る』

　ややもせず送信されてきたファイルを、ホロディスプレイ化して空中に展開する。自分よりやや年上の少年と年下の少女の顔写真が二枚。それぞれ『里さと見み蓮れん太た郎ろう』『紅こう露ろ火垂ほたる』とある。

「ちょっとネスト。最近人使い荒いんじゃない？　この前も変なオジサン殺したばっかりだったし、殺しのインターバルが短すぎるわ」

　リカは蓮はすっ葉ぱな高い声で不平を漏らすが、電話の向こうの声はたじろいだ様子もない。

『任務だ。不平を言うな。お前のオーダー通り、マンションは三十分だけ電子的に隔かく離りされる。いまを逃せばまた奴やつ等らを逃がすことになる』

　リカは舌打ち一つして、気分を切り替え蓮れん太た郎ろうの写真を指差す。フン、と知らず憫びん笑しようが漏れた。

「ダークストーカーはターゲットを殺しそびれたんでしょ？　ざまあないわね」

『そのダークストーカーから君に言づてだ。〝里さと見み蓮太郎を侮あなどらない方がいい。痛い目を見るのは君の方になるかもしれないからね〟と』

　リカは鼻で笑った。

「バッカじゃん？　失敗したからって言い訳？　ダサ。……まあいいわ、ソッコー終わらせて帰るから」

　その時、小さなパラシュートが二つ、リカの後を追ってビル屋上に着地した。

　一見してそれはタイヤだった。円盤遊具フライングデイスクほどのサイズだが、勿もち論ろんただのタイヤではない。

　リカの脳内にはインプラントチップが埋め込まれており、念じるだけでリンクした物体を動かす能力──ブレイン・Ｂマシン・ＭインターフェイスＩがある。

　そしてこのタイヤこそが、久く留る米めリカの思考駆く動どう型がたインターフェイス──

「『死滅都市の徘徊者ネクロポリス・ストライダー』──起きて、私の可愛かわいい使い魔たち」

　掌てのひらを打ち合わせると、コンパクト化された動力機関が動作し、タイヤが意志ある者の如ごとく自動的に起き上がると、リカの周りをくるくる回転し始める。

　リカは送られてきたマンションの見取り図を見ながら、地下一階にある配はい電でん盤ばんとその裏を走る電話線を見つける。警報ベルも無力化しようと決める。

「そうね、まずは邪魔が入らないようにしようかしら──攻勢付加オフエンシブ・エンチヤント『茨ソーン』」

　ブチリと音がして、タイヤ全体のいたるところを突き破って大ぶりの刃物が生えてくる。

　一いつ瞬しゆんにして二つのタイヤがトゲだらけの凶器に変じ、床面を砕きながらもなおリカの周囲を旋せん回かい。

　リカはゆっくりと手を屋上扉に向けると、『徘徊者』を解き放つ。

「ゴー！」

　その言葉を合図に、『徘徊者』たちに搭とう載さいされた衝しよう撃げき波はエンジンが唸うなりを上げて猛スピードで飛び出す。鋼鉄の屋上扉にぶち当たると、『茨』部分が回転ノコギリよろしく扉の隙すき間まのウィークポイントを切断しにかかる。

　耳を聾ろうする怪音と火花。ややもせず扉のラッチをデッドボルトごと斬きり落とすと、耐えかねた鋼鉄の扉が内側に倒れ込む。

　さしたる感かん慨がいも覚えた様子もない『徘徊者』たちは衝撃波エンジンを駆動させると、ピンボールめいた軌道で床を天井を壁を爆走しながら踊り場を下っていく。彼らの縦じゆう横おう無む尽じんの暴虐のあとには、蹂じゆう躙りんの深い轍わだちが走っている。

　早速下の階で悲鳴と生暖かい血袋を切り裂く音が聞こえてくる。

　里さと見み蓮れん太た郎ろうと紅こう露ろ火垂ほたるを殺すまで、『徘徊者』たちが動きを止めることはあり得ない。彼女が能力を起動したあとには生きて呼吸をする者は残らない。『死滅都市』の二つ名の由ゆ縁えんである。

　ほどなくして一号機が目標の電話線を切断したと脳内に信号が入る。

　二号機は、逃げる者が出ないよう正面の扉を見張らせる。

「おーばー・ざ・れいんぼー♪」

　リカは殺さつ戮りく音楽に酔いながらぬいぐるみを抱え直すと、メルヘンな歌を歌いながら階段を下っていった。







　通信を遮しや断だんされた蓮太郎と火垂は、とにもかくにも次手を講ずる必要に迫られていた。

「マズイぞ。電話の様子だと、敵にはお前がいる事もバレてる」

　火垂は冷静を装って思案するフリをするが、体内を駆け巡るアドレナリンが復ふく讐しゆうの熱さを教えていた。

　好機、到来せり。まさか、こんな早くに鉄てつ槌ついを下す機会が訪れようとは。

　バックホルスターから二に挺ちようのガバメント拳けん銃じゆうを抜くと、目を閉じ冷たい鋼こう鉄てつの手触りに救いを求めながら親指で安全装置セイフテイを押し下げ、解除。

　──鬼き八はちさん、私に力を貸して。

「一度建物を脱出することに専念した方が良い」

「駄目、迎むかえ撃うつわ。ようやく鬼八さんの仇かたきが討うてるもの」

「無茶だ。敵の正体がわからない上に、能力も不明だ。殺されるぞ」

　火垂はキロリと横目で蓮太郎を見る。そういう弱腰な考えが巡り巡って鬼八の死を招いたのではないか。

「言ったでしょ？　私があなたと行動を共にしてるのは、あなたの血に群がってくる敵を狩るためだって。あなたは撒まき餌えとしてよく役に立ったわ。気の毒だけど、あなたが持っている仲間意識は幻想よ。私はあなたが嫌いだもの」

「いまそんなことを言ってる場合かよッ。おそらく敵はお前のことも抹まつ殺さつリストに入れてる。俺たちがここでいがみ合えば敵の思うつぼだ。勝てる戦いも勝てないぞ」

　蓮太郎はこちらに手を伸ばす。

「協力してくれ火垂。敵が救助を呼べないようこっちを電子的に遮断してきたってことは、最悪マンション中の人間を皆殺しにする算段かもしれない。まずはマンションの人間を逃がして──」

　パン、乾いた音が響ひびく。さしのべられた蓮れん太た郎ろうの手を、火垂ほたるは至し極ごく冷静にはたき落とした。

「他人の命は助けて、どうして鬼き八はちさんは助けなかったの？」

　蓮太郎は束の間、気け圧おされた表情をする。

「蓮太郎、あなた本当に『第三次関東会戦』で、士気崩壊モラルブレイクの状態から民みん警けいをまとめ上げてアルデバランを倒した英雄なの？　私にはそうは見えない」

「……なにか勘違いしてるな火垂。俺は高校生で、天てん童どう民間警備会社の社員で、そして延えん珠じゆの保護者だ。英雄でも救世主でもない」

　蓮太郎はまっすぐにこちらを見て続ける。

「死者は復讐なんて望んじゃいねぇぞ」

「あなたがなんと言おうと私は敵を狩るわ。あなたの手助けもいらない。さよなら」

「火垂ッ」

　追いすがる蓮太郎に背を向けて、扉に向かう。

　マンションの廊下に出て、後ろ手に扉を閉めると、大きく深呼吸。

　静かに丹たん田でんに力を込める。四し肢しがじんわりと熱くなり、五感が拡張していく感覚。力を解放。

　火垂は静かに目ま蓋ぶたを開ける。彼は間違っている。私は自分一人で大丈夫だ。敵を一人で倒して、それを証明してみせる。

　エの字型の廊下を見て、異常がないことを確認。電話線以外の電気も来ている。

　その時、上の階から悲鳴となにかを切り裂く音が聞こえる。

　二段飛ばしで非常階段を上って十三階の扉をくぐる。濃厚な血臭に鼻を押さえた。

　十三階は屍し山ざん血けつ河がの様相を呈していた。首、肩を切り裂かれた人間が廊下に倒れ伏し、赤黒い血液が音もなくリノリウムの床を蚕さん食しよくしていく。壁や天井は巨人が刀で一いつ閃せんしたかのような傷が無数に走っている。

　しゃがんで近場の女性の死体を検あらためる。

　切断面は目の粗い刃物で鋸のこぎり挽びきされたように見える。

　近くを見ると、腕や足、首を切断された死体もあり、五体がバラバラになったものもある。やられた方は地獄の苦しみだろう。

　悲鳴や轟ごう音おんを聞いて何事かと扉を開けたマンションの住人が次々と犠ぎ牲せいになったに違いない。よく見ると二基あるエレベーターのうち一基は、死体が挟まってエレベーターの扉を閉しめられないでいる。虚しく扉を開あけ閉たてする度、挟まれた死体が窮きゆう屈くつそうに位置を変えている。

　敵は蓮太郎の言うとおり本当に見境なしらしい。ここまで道徳のネジの飛んだ相手を、果たして自分は倒せるのか。

　かすかな車の排気音がしてそちらを振り返ると、廊下の向かいの死体の上になにかが乗っていた。

　最初、死肉を貪むさぼる豹ひようの姿を幻視した。すぐにそれが、円えん盤ばん遊ゆう具ぐほどの小型タイヤだと気付く。至る所から鋸のこぎり歯ば状じようのナイフが生えており、パンクしていないところを見ると空気の代わりに硬こう化か樹じゆ脂しか何かが充じゆう填てんされているのだろう。

　二つ伸びたエギゾースト・パイプから排気音をとどろかせ、トゲの生えたタイヤは鋸歯で死体をゴリゴリと挽ひいている。

　あれだと直感的に悟る。どういう仕組みで動いているかはまったくわからないが、あの機械が階の人間を殺さつ戮りくしたのだ。

　あれがハミングバード？

　即座に首を振る。いや、あれは人間ですらない。

　殺戮機械がこちらに気付き、位置を変える。

　マズイと思った時には遅かった。化石燃料のエンジン音とは明らかに違う咆ほう哮こうを上げて、まっすぐこちらに突っ込んでくる。

　凄すさまじい速度で視界に大きく迫る鋸歯を見て、咄とつ嗟さに二に挺ちようの銃を交差させて防御。そこにタイヤがぶち当たり、反動で大きく下がる。タイヤが回転し、防御面で大音響を撒まき散らしながら赤熱した火花を放つ。

　歯を食いしばりイニシエーターの膂りよ力りよくで押し返す。

　二者間に距離が生まれる。銃口を照準、左右の拳けん銃じゆうの引き金を引きまくる。

　火垂は再び瞠どう目もくする羽目になった。

　機械はジグザグ走行で四五口径弾を残らず回かい避ひしつつ、床からホップして横壁に食いつく。のみならず横壁を走行しつつ天井に乗り移ると、天地を逆転させ走行面に破滅的な轍わだちを刻みながら頭上から迫り来る。

　照準を狂わされた火垂は、瞬しゆん時じに横に転がると、一瞬後、火垂がいた位置を床面ごと殺戮機械が削けずり取る。

　足が駄目になる可能性も承知で蹴けりつける。生えたナイフが膝ひざに突き刺さり、食いしばった歯の隙すき間まから呻うめき声が漏もれる。

　だが敵もただではすまない。イニシエーターの渾こん身しんの蹴りをまともに食らったタイヤは壁際に吹き飛ばされて壁にめり込まんとするほど大音響で激突、床に落ちる。まだ断末魔の痙けい攣れんを残している。

　一本足で大きく跳ぶと、空中で右足の傷の再生を終えて、起き上がりかけていた側面のホイール部を両足で踏ふみつける。

　踏みつけたまま足下に二挺拳銃を据えると、そのまま至近距離で連射。銃声と目も眩くらむ銃口炎、腕を蹴る反動。壁を床を跳ね返りダンスする空から薬やつ莢きよう。

　スポークが粉砕され、ハブと一体化した衝しよう撃げき波はエンジン部をついに四五口径弾が砕き折る。

　同時に左右の銃のスライドストップが上がり、弾ホをー撃ルちド尽オくーしプたン状態になる。

　一瞬の静寂。鼻び孔こうを焼く硝しよう煙えんのにおい。ぜぇぜぇうるさいと思ったら、それは自分の喉のどから漏れた喘ぜん鳴めいだった。

　腕で額の汗を拭ぬぐう。謎の機械は完全に沈黙していた。

　ともあれ、勝利したらしい。願わくば、敵がこれ一体だけであってほしい。

「たすけて！」

　唐突に聞こえた悲鳴に振り返ると、少女がこちらに走ってくるところだった。

　あれほど蓮れん太た郎ろうの前で生存者の救助など考慮しないと放言したのに、この惨状で生存者がいたことに胸をなでおろしている自分がいる。

　少女が走ってきた勢いもそのままに火垂に抱きつく。

　ズブリという音と共に衝撃が体を貫き、体が痙けい攣れんする。

「え？」

　火垂ほたるは恐る恐る自分の胸に視線を落とす。

　麦わら帽子を被かぶってクマのぬいぐるみを持った少女は、ぬいぐるみの中に仕込んだナイフを取り出していた。そしてそのナイフの切っ先は──

　麦わら帽子の少女は、火垂の耳元に、そっと口を寄せる。

「バ～カ」
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「あ……ぁ…………」

　タンクトップをやすやすと貫通した凶刃は、左の肺を刺し貫いていた。半ば以上埋まった刀身は黒く、再生阻そ害がい効こう果かのあるバラニウムであることは間違いない。

「どう？　感じる？　見える？　自分が死んでいく気持ちってどう？」

「そ、そんな……」

　まさかこの少女が──

「さよなら素敵なお姫様」

　ナイフが勢いよく引き抜かれ、再度一突きされた部位は心臓だった。

　全身が電撃を食らったようにビクリと強こわばり、激しく吐血。少女はそれをバックステップでひょいとよける。

　視界が揺れ、膝ひざを突く。手足の先が冷たい。朦もう朧ろうとした視界で敵を見上げると、ワンピースの少女はこちらを見下ろしながらにやにやと微笑んでいた。

　地面が迫ってくる。固いリノリウムの床にぶつかる前に火垂ほたるの意識は分解し、絶命していた。







　足下に転がる火垂の手を取り、脈が途切れたことを確認。一応瞳どう孔こう反はん応のうを見ておく。心音は──聞くまでもないだろう。

　馬鹿みたいな死体に可お笑かしくなって、リカは火垂の死相を踏みつけ、靴底でにじる。

「のっこりー、ひーとりー♪」

　リカは踵きびすを返すと、階段を降りて残り一人の敵を追い求めていった。




　　　　５




　蓮れん太た郎ろうはドアホンを押して、向こうが扉を開けた瞬しゆん間かんつま先をつっかえ棒にして突っ込むと、拳けん銃じゆうを突きつける。

「出ろ。ゆっくりとだ」

　いきなり銃口を突きつけられて気を呑のまれたバスローブ姿の老人は、喚わめくタイミングも驚きよう愕がくするタイミングも失して諾だく々だくと外に出る。

「い、一体なんなんだ君は？」

　ようやく発せられた質問を無視して後ろを向かせるとバスローブの背を掴つかんでエレベーターに放り込む。中には同様の手順で蓮れん太た郎ろうが集めた十二階の人間が十人いた。

「金か？　金が目的なのか？」「さっきの音はなに？　銃声なの？　なにが起こってるの？」

「──説明してる時間はねぇ。これからお前等を一階に送るから、建物の外に出て助けを呼べ」

　さきほど、上の階で銃声と戦せん闘とう音おんがした。敵は上の階にいる。下に逃げればとりあえずは敵と遭そう遇ぐうすることはあるまい。

　そう思って一階のボタンを押してケージから数歩離れ、彼らを見送ろうとした時、ふと疑念が鎌かま首くびをもたげる。

　敵はこちらの通信を遮しや断だんするため電話線の切断を同時に行っている。配はい電でん盤ばんや各種ケーブルが走っているのは地上一階か地下階。地上十三階以上の階にそれらの施設があるとは考えにくい。

　ということは、電話線の切断を行った敵と、火垂ほたるが交戦している敵とは別の人物で、襲しゆう撃げき者しやは複数犯なのか。

　扉が閉まる寸前、蓮れん太た郎ろうは腕を突っ込んで間一髪エレベーターを止める。

「待ってくれ、やっぱり俺も乗る」

　十二階の住人は絶望的な表情をした。クソ、護ご衛えいしてやるってのに。

　今度こそ扉を閉めようとして、そこに「待ってッ、助けて」という声が聞こえて、慌あわてて扉を開ける。歳は十三か十四。長い髪の上に麦わら帽子、ぬいぐるみを抱いた少女がこちらに走ってきた。

「上の階でタイヤお化けが暴れて人が死んでるのッ」

「タイヤお化け？　──そ、それより、これくらいの女の子見なかったか？」

　蓮太郎は自分の胸のあたりを掌てのひらで示して彼女の身長を伝える。少女はぬいぐるみを抱きしめる手にわずかに力を入れ、首を横に振る。

「そうか……」

　銃声と戦闘音は途絶えている。火垂は敵に勝つか負けるかしたのだろう。大事になっていないといいが。

　階数表示パネルを見ると、マンションは上が十五階で下が地下二階まであるらしい。

　少女の不ふ穏おんな訴えを聞いて認識を改めたのか、エレベーター内の人間は物問いたげながらも神しん妙みように黙る。今度こそ扉を閉めて地上一階を押す。

　動き出しのわずかな浮遊感。階数表示のパネルが一つずつ明滅して数字が下がっていく。

　誰だれもが息を詰めて一言も発さない。汗ですえたにおいがして、口の中に苦い唾つばの味がする。重苦しい沈黙は、決してエレベーターにぎゅうぎゅう詰めで乗っているからだけではあるまい。

　突然エレベーターが停止して天井灯が落ちる──そんな昏くらい妄想が際限なく脳裏に膨らんでいき、掌に掻かいた汗をスラックスになする。

　幸運にも蓮太郎の予想は現実のものとはならず、無事一階にたどり着き、到着のチャイムを告げる。

　不意に、理由のわからない猛もう烈れつな悪お寒かんが体を駆け巡る。

　──と、いきなりドアがへこむほどの轟ごう音おんと共に何者かが体当たりしてケージが揺れる。隙すき間まから巨大な刃が差し込まれ、刃が回転。火花が撒まき散らされる。『閉』ボタンを押すが、ドアがこじ開けられていく。

「うわあああああああああああああッ」

　エレベーターケージ内に破滅的な恐きよう慌こうが吹き荒れ、蓮れん太た郎ろうはもみくちゃにされながら前に出る。

　考えている時間はなかった。

　鋼こう鉄てつの扉をこじ開けんとする刃を見据えて、右腕の袖そでをまくり、義手を露ろ出しゆつ、腰を落とし迎げい撃げきの構え。

　扉が開くのを見計らって、義手を駆く動どう。

　撃発と同時に空から薬やつ莢きようが一発回転しながら宙を舞まう。

「──『虎こ搏はく天てん成せい』」

　猛烈な推進力に腕を押されるまま右腕を繰くり出す。謎の回転体と無む双そうの硬度の突き込みが鎬しのぎを削けずり、義手を通してビリビリと生身の体に伝わる。

　だが、均きん衡こうは長くは続かない。マイクロバスすらも吹き飛ばす蓮太郎の突きが、敵の回転ノコギリもかくやという斬ざん撃げきを押し切る。

　謎の敵が吹き飛ばされ、床をバウンドし、反対側の壁に激突。

「なんだあれは……ッ？」

　そこで蓮太郎は初めて敵の姿を視界に捉とらえた。タイヤのお化け、そうとしか形容できない兵器が、エンジン音も高らかに体を起こす。

　無人攻撃機ドローンか……それとも──

　駿する見み医師の部屋にかかってきた謎の電話の声が脳裏に再生される──

『いまからそちらに敵が向かう。コードネームはハミングバード。〝新世界創造計画〟の戦士だ』

　これが電話の主が言っていたハミングバードとやらの能力だとしたら、蓮太郎はよく似た能力を使う人間を一人知っている。

　ティナ・スプラウト。

　彼女はブレイン・Ｂマシン・ＭインターフェイスＩと呼ばれる、脳の信号で機械を動かす能力者だった。これはエイン・ランドという、菫すみれの元同期の天才科学者が実用まで持っていった技術だ。

　最初に遭そう遇ぐうした巳み継つぎ悠ゆう河がことダークストーカーは、室むろ戸と菫が執念で完成させた超技術『二一式黒膂石バラニウム義眼』と同じ能力を保持していた。

　誰だれがこれらの技術をコピーした上、アップグレードまでしてのけたのか。『新世界創造計画』の背後にいる人物とは一体……？

　そうこうしている内に、タイヤお化けが身を起こす。

　蓮太郎はベレッタ拳けん銃じゆうをホルスターから抜きざま二連射ダブルタツプするが、驚くべき事に、敵はジグザグ走行で二発とも回かい避ひ。

　蓮れん太た郎ろうは照準をＢＭＩ端末から外して再度銃撃。狙いは敵の横手、壁をくり抜いた先に嵌はまっている消火器だった。

　高硬度を誇るバラニウム弾はガラスを破砕し、消火器のアルミ外がい殻かくをへこませる。

　そのまま連続で引き金を引く。四発目でついに超音速で撃うち出される九ミリバラニウム弾の威力に屈して、消火器に穴が空く。

　刹せつ那な、加圧式消火器が爆発し中の消火剤が撒まき散らされる。爆風を横からまともに浴びたタイヤお化けは回避もままならず吹っ飛ぶ。

　そこを逃す蓮太郎ではなかった。

「ハアアアアアッ！」

　一瞬で間を詰めて、タイヤの中心部、ハブと一体化したエンジン部に拳を添える。

「天てん童どう式戦せん闘とう術じゆつ一の型十二番──」

　義手内の薬やつ莢きようが撃げき発はつ。硝しよう煙えんが鼻び孔こうを焼く。端末が恐怖に身もだえするが、遅すぎる。

「──『閃せん空くう瀲れん灔えん』」

　フロア全体に激震が走る。タイヤのエンジン部を破砕、のみならず轟ごう音おんと共に床を陥没させる。

　密着状態から打ち込んだ拳の剄けい力りよくでもって敵を沈黙させる。わずかに明滅していた機械の信号が途絶え、動力が落ちてくずおれる。

　蓮太郎は動き出さないことを確認すると、張り詰めていた緊張を解いて息を吐く。

　ＢＭＩ端末は放っておくととんでもない厄やく災さいを招く。敵の端末は、見つけ次第潰つぶしておくに越したことはない。対ティナ戦を通して蓮太郎が得た、苦い教訓だった。

　蓮太郎は煙けむたい消火剤の濃霧が薄れてきた地上一階フロアを見渡して、眉をひそめる。

　いち早く異常事態に気付いて脱出をはかろうと試みた住人は、待ち伏せていたＢＭＩ端末の餌え食じきになったらしい。酸さん鼻び極まる切断死体に変じて壁に床に散らばっている。

　まさか『新世界創造計画』がここまで見境なしの連中だとは……。

　自分の責務を思い出すと、消火剤の白はく濁だくした霧の中、振り返りエレベーターに向かって手を振る。

「もう大丈夫だ」

　中の人間たちが恐る恐るケージから降りてくる。代表して質問したのはバスローブ姿の老人だった。

「こ、これはなんなんですか？　一体なにが──」

　蓮太郎はかぶりをふる。

「俺にもわからない。でもこれで正面玄関はフリーだ。今のうちに外に逃げて警察を呼んでくれ」

「あなたは？」

「警察が来るまで、一人でも多く逃がす」

　無む策さくと言われても仕方がないが、警報ベルすらキャンセルされているいま、エレベーターで住人をピストン輸送して、警察が来るまでこれを繰くり返すより他に妙案がない。

　自分も追われている身なので、警察が大挙してここに詰めかけたとき首尾良く逃げ出せるかは疑問だったが、こんなむごたらしい虐ぎやく殺さつ現場を見過ごすわけにいかない。しかもここがバトルフィールドに選定されたのは、たまさか蓮れん太た郎ろうが駿する見み医師を訪れたからというだけの理由なのだ。

　十二階の人間が全員正面玄関を出たのを見送って、蓮太郎は踵きびすを返す。

　と、そこでまだエレベーター内に人が残っていることに気がつく。

　さきほどのクマのぬいぐるみの少女だ。

　蓮太郎は苛いら立だたしげに腕を振る。

「お前もとっとと逃げろ。殺されたいのかッ？」

　少女はしおらしい笑顔でこちらを見る。

「私にも手伝わせて。一人より二人の方が効率が良いはずだよね？」

　まさかの申し出に、蓮太郎は面食らった。

　日頃訓練されている人間か、さもなくばよほど使命感の強い人間でもない限り、唐突に命の危機にさらされた状態で他人を助けようなどとは思えないはずである。

　ライオンに追いかけられている人間が、一緒に逃げている人間を気き遣づかう余裕がないのと同じ道理である。

　それを、こんな女の子が……？

　蓮太郎は感動するより先に疑念を抱く。

　少女は可愛かわいらしく小首をかしげながら、こちらに微笑みかける。

「早く行こ、お兄さん。こうしている間にもあのタイヤお化けが暴れ回ってるじゃない？　二人なら効率は二倍だよ」

　彼女の言うことももっともだった。

　蓮太郎は目を閉じ、深呼吸するとゆっくり開く。

「わかった。じゃあ手伝ってくれ。俺は十一階で降りるから、アンタは十階を」

　言いながら、ケージに乗って『閉』ボタンを押す。

　そこで、ふと鼻び孔こうに甘い匂いを感じる。香水だ。エレベーターにすし詰めだったときには気付かなかったが、彼女が身にまとっているものらしい。

　なにかが、脳に引っかかった。

　そうだ。あれはたしか、菫すみれの地下室に寄って、殺された芳ほう原ばら健けん二じ、高たか村むら莢さや、海え老び原はら義ぎ一いちの話を聞いていた時だ。

『実は私も事件が気になって、未み織おりに情報を流してもらっていたんだ。芳原健二のオペラ劇場での殺人は目撃証言もなく、殺害に使われたナイフからも指紋は出なかったんだが、ナイフにわずかに甘ったるい香りが残っていたそうだ』

　──甘ったるい香り？

　背筋がゾッとそそけ立つ。

　もしお化けタイヤがティナの『シェンフィールド』と同じＢＭＩ端末だとしたら、当然それを操る術者がどこかにいるはずだ。マンションにハミングバードが侵しん入にゆうしてきているとして、そいつはいまどこに？

　ゴトン、とかすかな音を立ててエレベーターの扉が閉まっていく。

　動どう悸きが激しくなり、胸がむかつく。吐きそうだ。

　腰に吊つったホルスターの位置を確かめる手は、汗でびっしょりだった。

　ケージ内の横手に立つ少女を盗み見るが、大きな麦わら帽子のせいでどんな表情をしているのかは見通せない。少女は左手でぬいぐるみを抱き、右手をその腹に突っ込んでいる。

　よく見るとぬいぐるみの腹は異常な膨ぼう張ちようをしており、明らかに綿以外のなにかが詰まっている。

　脳内でレッドシグナルが鳴り響ひびいている。

　エレベーターの扉が完全に閉鎖。少女が動く。蓮れん太た郎ろうも同時に動いていた。

　電でん撃げきの速度で拳けん銃じゆうをドロウ、照準サイテイング。

　だが、気付けば暗い銃口が視界いっぱいに広がって、同時に自分の頭部に拳銃が照準されていることに気付く。

　こちらを見る少女の顔には獰どう猛もうな笑みが張り付いていた。

「あっは～ん？　どうして気付いたのお兄さん？　ファーストアタックを見切られたのって初めてかも。チョー新しん鮮せん」

「お前がハミングバードッ？」

「そうよ。私は二人目の刺客」

　痛恨の思いに歯は噛がみする。俺は馬鹿だ。どうして暗殺者がこんなに近くにいたのに気付かなかったッ？

「私ね、お兄さんに嘘うそ付いてたことがあるの」

　もったいぶって一拍おくと、ハミングバードは邪悪な笑みを浮かべる。

「紅こう露ろ火垂ほたるならとっくに冷たくなってるよ」

　瞬しゆん間かん、つま先から頭頂に憤ふん激げきが駆け上がる。

　人差し指でトリガーを引ききりざま首を思い切り横に倒し敵の銃口から逸そらす。鏡写しの像よろしく、敵も同じ事をしていた。

　耳を聾ろうする破裂音が二つ。眼前で銃口炎が炸さく裂れつして顔面に当たる熱ねつ波ぱに目を眇すがめ、耳元を超音速銃弾が擦さつ過かしていくソニックブームが同時に襲おそい来る。

　一発が跳弾となってケージ外周を跳ね回るが悪魔的な偶然か、両者共に無事。

　とにもかくにも敵の銃を無力化するべく、少女の細腕を払って右義手の肘ひじで容赦なく手の甲を潰つぶす。少女が苦く悶もんの声を上げて銃を取り落とすが、次の瞬間、狂的な笑い声に変じる。

　なんだこいつ。

　ハミングバードは身を沈めると、金的を狙ねらった蹴けりを放ってくる。まともに食らって怯ひるむと、素早く拳けん銃じゆうを持った右義手を脇で関節を決められ、ギリギリと人工筋肉がねじ切られるかと思うほどの激痛。

　一瞬後に痛つう覚かく神経をカットオフするが、わずかに遅れてこちらも拳銃を取り落としていた。

　相手に体ごと押されて狭いケージ内の壁に背中から叩たたき付けられ、肺から酸素が搾しぼり取られる。背中が階数表示パネルを押したため、わずかな振動のあと、エレベーターが上昇。

　冷や汗が流れる。渾こん身しんの力を込めているのに少女のものとは思えないほど恐ろしい剛ごう力りきは緩ゆるみもしない。

　死に物狂いで相手の腹に膝蹴りを三発、戒いましめが緩んだところを見計らって、ケージの外周を伝って相手の背後に脱出する。

　直後に脳に危険信号。勘任せにあごを引くとハミングバードの眼を狙った爪が眼前を横切っていく。ひやりとする間もなく、左足ふくらはぎに打ち込まれた激痛に思わず声を上げていた。

　上段の目つぶしは巧みな下段のローキックに変じていた。

　ハミングバードは地面に落ちたぬいぐるみの中からダガーナイフを取り出すと、胸のあたりに据えて体当たりしてくる。狭すぎて逃げ場がない。

　チンという電子音と共に、背後のドアが開く。いつの間にかケージは五階に到着していた。

　脳裏に起死回生の一手が浮かぶ。考えている暇はない。蓮れん太た郎ろうは相手の両肩を掴つかむと、ナイフごと体当たりしてきた少女の突進エネルギーを背後に逃がし、自分の体もろとも釣り込んで倒れ込みつつ後方に投げ飛ばす──巴ともえ投なげと呼ばれる柔道の捨て身技。

　驚きよう愕がくを貼り付けたまま少女は受け身も取れずに大きく宙を舞まう。なにをされたのか咄とつ嗟さに理解がついていかなかったに違いない。

　自分の突進運動量をそのまま受け流されケージから投げ出された少女の矮わい躯くは、五階のエレベーターホール壁面に激しく叩たたき付けられる。

　絶好の追つい撃げきチャンスだったが、ローキックを打ち込まれた足が鈍痛を放ち、ふいにする。

　飛び起きたハミングバードがスカートを跳ね上げ、太ふと腿ももに巻いたホルスターから予備の拳けん銃じゆうをドロウし銃撃。咄とつ嗟さにエレベーターの陰に隠れると、直後に上がった激しい轟ごう音おんと火花に思わず首をすくめる。

『閉』ボタンを連打。ほどなくして扉が閉まり、蓮太郎は地上一階のボタンを押していた。エレベーターが下降を始める。

　穴だらけになったエレベーターの壁に背を預け、倒れ込むのをなんとか防止する。

　全身あらゆる箇所が悲鳴を上げて、包帯を巻いた傷が開きかけている。

　一時的に距離が開いたが、依い然ぜん脅きよう威いは去ったわけではない。

　脳をフル回転させる。どうする？　どうする？

　刹せつ那な、天井灯が明滅し直下型地震かと思うほどケージが揺れ、蓮れん太た郎ろうは咄とつ嗟さに壁に掴つかまり転倒を免れる。

　ケージ直上になにかが落下した。なにが？　決まっている。ハミングバードが五階から追撃を掛けてきたのだ。直後に蓮太郎は床に身を投げ出し、地面に落ちた自分のベレッタと、敵が取り落とした拳銃を二に挺ちよう持ちで天井に向けて引き金を引いていた。

　相手も屋根裏から勘任せで銃撃。跳弾が階数パネルを砕き天井灯を粉砕し、真上からガラス片が雨あられと降り注ぐ。死に物狂いで応戦。銃弾の乱れ飛ぶ戦場音楽が奏でられ、空から薬やつ莢きようが散乱。頬ほおが切れ、疼とう痛つう。さらに跳弾の内一発が蓮太郎の膝ひざに直撃して骨の中に弾が埋まる熱。

　左右の拳銃が同時に弾切れ。敵も弾切れを起こす。

　一瞬、耳が痛いほどの静寂が訪れ、蓮太郎の鼻び孔こうに強い硝しよう煙えん臭しゆうが漂ってくる。

　激しい動どう悸きを落ち着け肩で息をしながら思考する。

　どうなった？

　しばらくして、天井裏からどさりとなにかが倒れ込む音がする。

　いつの間にか、エレベーターはその挙動を停止していた。どうやら跳弾がパネルを破壊したせいでエレベーターそのものが止まってしまったらしい。天井灯は点滅する一本を残して全滅。全体的に薄暗かった。

　蓮太郎は壁に手を突きながら慎重に起き上がると、穴だらけになってべろりと垂れ下がった天井のパネルを引っぺがす。

　天井裏に倒れ込んでいたハミングバードがずるりと落ちてきて、ケージの床に打ち付けられ、うめき声をあげる。

　腹に二発、胸に一発当たった九ミリ拳けん銃じゆう弾だんがワンピースを深紅に染め、荒く胸きよう郭かくを上下させている。もはや戦せん闘とうの継続は不可能。

　少女は天井を見つめたまま、信じられないような表情でつぶやく。

「そんな……嘘うそよ、嘘。『新人類創造計画』を、超えるために……作り出された、私が、負けるなんて……」

　蓮太郎はしばらく少女を黙って見下ろす。

「……お前には、聞きたいことが山ほどある。抵抗しないなら治ち療りようしてやる」

　ハミングバードは自じ嘲ちようしようと頬ほおをゆがめて、胸の痛みに激しく咳せき込む。血の飛沫しぶきが飛び、口元に血の筋が流れる。

「バッカみたい。冗談じゃないわ」

　弱々しくそう言うと、震ふるえる手で自分の心臓の当たりをタップする。

「私の心音は……モニター、されてるし、あなたに、助け、られたなんて、知れたら……どのみち、私は、消されるわ。あなたには……安住の地なんてない。私が、死ん、でも……首が、すげ替わる、だけ。仲間が、あなたを……殺す。末路は、同じ」

　仰向けになって天井を仰いだまま、彼女は諦あきらめにも似た口調で続ける。

「結局……ダークストーカー、の、言ったとおり、だった……のね」

「なんのことだ」

「ダークストーカー……だけが、組織で、あなた、の、脅きよう威いを、正当に……評価してた。戦いの……天才だって。そして、あなたと、再戦したがって、上と、モメた……らしいわ」

「………………」

　蓮れん太た郎ろうは内心、あの飄ひよう々ひようとした悠ゆう河がが自分を評価していたことに驚きを覚えていた。

　巳み継つぎ悠河、やはり当面の最大の敵は……。

　その時、ハミングバードのワンピースのスカートがめくれて白い太ふと腿ももが露ろ出しゆつしていることに気付く。

　蓮太郎は瞠どう目もくした。彼女の太腿に『☆』型の入いれ墨ずみが刻印され、五つの頂点の内二つに複雑な意い匠しようの羽根が描かれていた。同じだ。写真のガストレアの内臓に刻印されたものと。

「おい、これはなんだッ？　この五ご芒ぼう星せいはなんなんだッ？」

　急せき込んで問い詰めるが、ハミングバードはにやりと笑うだけだった。

「私、のぬいぐるみ……の、中に入ってるの、見てみな、さい」

　いぶかしみながらも、蓮太郎は黙って従う。マフラーを巻いた白クマの腹は膨ぼう満まんしており、まだ中に武器類が入っているらしい。

　手をつっこんで取り出そうとするが、内容物が大きすぎて手が引っかかる。白クマの腹の中は起毛しており手触りは良好だが、腹の中に詰まっているものは大きく、硬くごつごつしている。

　なんだ、これは？

　じれったくなって上半身を破りとる。綿が飛び、内容物が露あらわになる。蓮太郎は息を呑のんだ。

　クマの腹の至る所に巻き付いたコードと粘土状の塊かたまり。中央には安物のデジタルタイマーが据えられており、カウントは三十秒をいま切ったところだった。時限式の成型爆薬だと気付いた瞬しゆん間かん、血液が凍り付くような悪寒に襲おそわれる。

　ハミングバードが苦しそうに笑う。

「私の……心音が、低下したら、自動的に起動するようになっ、てるの。エレベーターも止まって、足に怪我したあなたじゃ、脱出は無理……よね。これで、勝負は……引き分けよ」

「クソッ」

　蓮太郎はケージの扉に飛びついてこじ開けようとするが、びくともしない。

　足をかばいながら控えめにジャンプして天板に飛びつこうとすると、銃弾が当たった左足に鋭するどい痛みが走る。

　そうこうしている間にカウントが二十秒を切る。

　その時、再び轟ごう音おんと共に激しく視界が上下して足がダンスする。ケージの上に再びなにかが落下してきたのだと、今度はさきほどより素早く理解する。

　破れた天板の隙すき間まから、それは見えた。

　蓮れん太た郎ろうとハミングバードは揃そろって目を見開く。特にハミングバードの方は狼ろう狽ばいの余り叫び出しそうになる。

「アンタ、死んだはずじゃ──」

　返答は銃弾だった。乾いた発はつ砲ぽう音おんと共に、ハミングバードの頭部がパッと血ち飛し沫ぶき、背後の壁に力なく倒れ込む。

「さよなら素敵なお姫様」

　屋根裏から冷たい声が降ってくる。

「火垂ほたるッ」

　屋根裏の人型の影がわずかに厚みを持ち、それは凍った瞳ひとみをした紅こう露ろ火垂の影絵となる。

「お前……ハミングバードが死んだって……」

　そこで首を振り、そんなことよりと思い直しタイマーを見る。

　残り七秒。

「火垂！　爆弾だ」

「手を出してッ！」

　腕を出すと、肩が脱だつ臼きゆうしそうな勢いで引っ張られ、屋根裏のエレベーターシャフトに引っ張り上げられる。

　一気に視界が暗くなり、どこかで唸うなりをあげるケーブルの音が反響して耳じ朶だを叩たたく。

「鋼索ワイヤーに掴つかまってッ」

　諾だく々だくと従うが、残り四秒。

　火垂がハンドガンで連続で発砲してガイドレールに噛かみ付いた非ブ常レ止ーめキ装置をすべて破壊。

　────三秒。

　さらにナイフを抜くと、蓮太郎が掴まっているワイヤー以外の三本を、イニシエーターの膂りよ力りよくでもって一いつ瞬しゆんで切断。

　───────二秒。

　左手で残り一本のワイヤーを掴んで命いのち綱づなを確保しながら、足を高々と上げ、足下のケージにかかと落としをたたき込む。

　──────────一秒。

　凄すさまじい過負荷が掛かったケージは残り一本のワイヤーを引きちぎり、流星の速度でシャフト内を降下していく。反対に蓮太郎たちが摑つかむワイヤーは引っ張り上げられ、急な上昇感と共に飛ひ翔しよう。

　必死に千切れたワイヤーにしがみつく蓮れん太た郎ろうと火垂ほたる。蓮太郎の眼からは、眼下、ガイドレールが火花をあげ墜つい落らくしていき、釣り合いおもりカウンターウエイトもしゅるしゅると擦さつ過か音おんをあげて落下していく光景が見えた。

　そして──ついに爆弾は爆発した。

　目も開けていられないほどの熱い衝しよう撃げき波はに下から叩たたき付けられ、視界がガクンガクンと揺れる。宙ぶらりんでワイヤーにしがみつく蓮太郎と火垂は、荒波に揉もまれた小舟の如ごときありさまだった。

　衝撃波に次いで赫かつ々かくとした獄ごく炎えんが凄まじい燃焼音を上げながらシャフトをせり上がってくる。

　赤い舌が蓮太郎と火垂のすぐ足下まで迫り、だがあわやというところでピタリと上昇を止める。

　火柱は舌打ちでもしそうなほど生物めいた挙動で、するするとシャフト階下に戻っていく。

　安あん堵どの溜ため息は、蓮太郎と火垂から同時に漏もれた。

　意図せず至近距離で向き合うことになった火垂の瞳ひとみは、驚きに大きく見開かれており、とても可愛かわいらしく映った。

　なぜか火垂は、表情を盗み見られたことを恥じたように視線を逸そらすと「上がりましょ」といって、蓮太郎の手を引っ張ってするするとワイヤーを手た繰ぐっていく。

　降り立ったのは、十五階のエレベーターホールだった。

　思わず掌てのひらで顔を覆おおうほど窓の外の夕ゆう陽ひが強く赤く照っており、時刻は日没を迎えようとしていた。

　蓮太郎も火垂も残照に照らされながら、そこで火垂のタンクトップが切り裂かれ、赤よりも紅あかい鮮血にまみれていることに気付く。

「刺されたのか？」

「もう塞ふさがったわ」

「塞がったって……」

　どう見ても、一箇所は心臓を直ちよく撃げきしているように見えるが、傷が浅かったのか。

　いや、とそこで蓮太郎は首を振る。ハミングバードは今いま際わのきわ、こう言ったはずだ。『アンタ、死んだはずじゃ──』と……。彼女のような一流の殺し屋が死んだふりに引っかかるとも思えない。

「火垂、お前なんのガストレア因子が混じったイニシエーターなんだ？」

　火垂はしばらく黙って蓮太郎を見つめていた。やがてこれ以上は沈黙できないと踏ふんだのか、仕方がないとばかりに小さく首を振り、呟つぶやく。

「ナミウズムシっていう扁へん形けい動どう物ぶつよ」

「ナミウズムシ……」

　勿もち論ろん蓮れん太た郎ろうも知っている。プラナリアと総称される生き物でとてつもなく再生力が強く、飢き餓がに対しても耐性がある小型の動物だ。体を真っ二つに裂いて放っておくとそれぞれが別個の完全体になって再生する話は有名で、よく再生実験などで利用されると聞く。

「じゃあお前の能力は──」

「一言で言うなら『再生強化』ね。普通のイニシエーターなら即死クラスのダメージを食らっても傷が塞がって生き返るわ。バラニウムの再生阻そ害がいを押し返す程度には強力な再生能力のはずよ」

　蓮太郎は、あらためて生命というものへの畏い敬けいの念に打たれ、感かん嘆たんの溜ため息を漏もらす。

　蓮太郎はかつて二回、超再生とでも呼ぶべき現象を目の当たりにしている。一度目は他でもない自分が、対蛭ひる子こ影かげ胤たね戦で菫すみれから託たくされた『ＡＧＶ試験薬』を注射して即死ダメージを乗り切ったことがある。だがあれは被験者が二〇％という超高確率でガストレア化してしまうというロシアンルーレットめいた危険極まる副作用があった。譲ゆずり受けた五本の携帯注射器シレツトを全部使ってなお蓮太郎がガストレア化していないのは一種の奇跡であり、とても実用に耐えるものではない。

　二度目は、まだおぞましい記憶も生々しい『第三次関東会戦』の敵大将『アルデバラン』が同じような能力を有していた。

　司し馬ば重工が開発した超火力を誇るＥＰ爆弾を用いてチリも残さず滅めつ却きやくすることで事なきを得たが、まさしくギリギリを強いられた激戦だった。

「どうしてそんな強力な能力があったのに隠してたんだ？」

　火垂ほたるはやれやれとばかりに首を振る。

「あなたが思うほど万能でも強力でもないわ。人間はナミウズムシより遙はるかに複雑にできているから再生能力にも限界はあるしね。たとえば死んでる最中にガソリンをかけて燃やされたり、首と胴を斬きり離はなされたりしたら再生は不可能ね。死んでる最中はなにをされても抵抗できないから私の能力は相手が知らないことが前提になるし、使いどころが難しいのよ。あなたに私の能力を秘密にしてたのは、あなたが拷ごう問もんされて能力を吐かされたりしたら私がピンチになるから」

　なるほどそれはそうだろうと思う。イニシエーター同士が会敵し戦せん闘とうになった場合、能力如い何かんによっては一撃必殺となる。これが敵に漏れるとただちに対策が打たれてしまうので、イニシエーターの能力は原則秘中秘、みだりに漏らすことは禁中禁である。

「でもそういうことだったんだな。てっきり嫌われてるんじゃないかって思ってたよ」

「もちろんそれもあるわ」

「………………」

「なに？」

　蓮太郎は頭をバリバリ掻かいて無理矢理気持ちを切り替えると制服の上を脱いで、火垂に向かって放り投げる。

「ほら、それ上から着ろよ。お前の服血だらけだから、それで外歩いてると驚かれるぞ」

　火垂ほたるは蓮れん太た郎ろうの上着に鼻を近づけて、顔をしかめる。

「ひどいにおいね。男の汗ってほんとくさいわ……」

「返せ」

「でもしょうがないから使ってあげる」

　蓮太郎は舌打ちすると、踵きびすを返す。本当に面倒くさい奴やつだな。

「あ、ありがと」

「あぁ？」

「なんでもないわ。行くわよ蓮太郎」

　夕映えのためか、咄とつ嗟さに逸そらした彼女の頬ほおは赤かった。一人スタスタ先行する火垂の背を「待てよ」と呼び止め振り向かせた。

　蓮太郎は、無言で撃うたれた左足を指差す。

「肩貸してくれ」

　火垂はしばらく沈黙したままこちらを見つめると、戻ってきて黙って肩を差し出す。内心不ふ甲が斐いなく思いつつも少女の肩を借りる。態度と眼差しは冷たいのに、どういうわけか触れ合った少女の体温は火傷やけどしそうなほど熱かった。

　二人ともエレベーターを使う気にはなれなかったので、階段を下って正面玄関から出る。

　表は人だかりができており、警察が来るのは時間の問題だった。

　自分の顔を覚えている人間がどこにいるとも限らないので、蓮太郎は俯うつむいて意識がないフリをしながら火垂に引きずられていく。火垂はめざとくタクシーを捕まえ飛び乗ると、火垂が隠かくれ家がにしているアパートの場所を告げる。

　中年の運転手はぼろぼろな蓮太郎と火垂を見て一いつ瞬しゆんぎょっとした表情を見せるが、持ち前のプロ意識で動揺を押し込めたのか、ゆるやかなステアリングで車が発進。

　遠くからサイレンが聞こえてきて、ほどなくして大量の警察車が回転灯を閃ひらめかせながらこちらに殺到してくる。

　パトカーとすれ違う直前に蓮太郎と火垂は咄とつ嗟さに窓より頭を低くしてやり過ごす。ドップラー効果でもって、サイレンはどこか音程の外れた間抜けな音になっていく。

　恐る恐る顔を上げリアウィンドウ越しに背後をうかがうと、パトカーはたったいま蓮太郎たちがいたマンションに殺到して雪な崩だれ込まんとするところだった。間一髪である。

　緊張の糸が切れて脱力した蓮太郎は──だがその時、ミラー越しに運転手と目が合う。

　運転手は確かにハッとした表情をした後、まるで男女の睦むつみ合う姿を目もく撃げきしたように咄嗟に視線を逸そらす。

　その不可解な反応に、蓮太郎は首筋の産うぶ毛げがチリチリと逆立つのを感じた。

　いまの運転手の表情は、おぼろな記憶と現実の焦点が合ったときに見せる顔だった。そしてその瞬間、たしかに運転手は身の危険を感じて目を逸そらしたのだ。

　彼はなにを思いだしたのか？　──決まっている。ニュースに載のった脱走犯の顔写真と乗客の顔が合致したのだ。

　でなければどうして、こちらの表情を見て気まずげな表情を見せる必要があるのか。

　火垂ほたるはタクシーに乗った際、自分たちの隠かくれ家がでもあるアパートの場所を迷わず告げた。

　運転手が自分たちを降ろしたあとに、警察に電話して市民の義務を果たさないと考えるのは、あまりにも楽観論に過ぎる。

　いや、いっそのことこのまま目的地に行くと見せかけてタクシーごと警察署に突っ込むということも考えられる。そうなったら今度こそ自分たちはおしまいだ。

　車は赤信号につかまって、静かに止まる。ピリピリした空気を察してか、火垂も黙して事態の動静を見守っている。

　すでに運転手もこちらが感づいたことに感づいている。緊張は飽ほう和わ点てんに達して軽く触れただけで爆発してしまいそうだった。

　やがて信号が青になると、運転手がアクセルを踏ふむ。慣性力でごくわずかにシート側に体が引っ張られる感触。

「お客さん……」

　ビクリ、と蓮れん太た郎ろうの体が震ふるえ、死刑判決を言い渡されたかのように体が強こわばった。運転手はなおも続ける。

「いまから私の独り言を少しだけ聞いていただけませんか？　私はこんなケチな仕事をさせてもらっていますがね、この歳で一ヶ月前くらい前に自衛隊に入ろうと思ったことがあるんですよ。えーと、ホラ、『第三次関東会戦』の時、自衛隊の募集枠がものすごく広く設定され直された時があったじゃないですか？　あの時は自分も東京エリアを守るためにこんな仕事うっちゃって、銃を執とるべきじゃないかと思ったんです……」

　それきり運転手が喋しやべり出さないのをみて「それで、どうしたんだ？」と静かに問う。

　彼のハンドルを握る手がわずかに軋きしみを上げる。彼は沈痛げに続けた。

「結局駄目でした。怖かったんです。私は十年前の大戦で妻と子供を失って、もうなにも失うものなんかないと思ってたんですが、どういう運の巡りか、おなじ境遇の未亡人と再婚しましてね。慎つつましいながらも毎日が幸せです。……また、失うものができてしまってどうにも決断できなかった。死ぬんだったらアイツと一緒にいてやるべきじゃないのかと思ってしまったんです」

「……自然な反応だ。悪いことじゃない」

　タクシーがトンネルに入る。トンネル内に等間隔で設置されたオレンジ灯が視界を滑っていき、その都度横顔が淡く照らされる。

「民みん警けいさん、ご家族は？」

　もはや蓮れん太た郎ろうを民警だと疑っていない口調でそう聞いてきた。どういう言い回しをすれば相手の期待に添うような形になるかと思案しかけて、首を振った。ここでおもねるのは、相手に不快な印象しか残さない。

「みんな死んだ」

「『アルデバラン』は怖くなかったんですか？」

「怖かったさ」

　火垂ほたるが小さく口を開けたままこちらを見る。

「あんなもの、経験しないに越したことはない。どっちにしろ自分の努力に比して少なすぎる感謝しか得られない」

「じゃあ、どうして？」

　蓮太郎は少し考えてから再びかぶりを振る。

「わからない。でも、あの場でそれができるのが俺しかいなかったんだ。だから……」

「そうですか……」

　それきり沈黙してしまう。がっかりさせてしまったかと不安になり、もぞもぞと居心地悪く腰の据わりを直すが、やがて降ってきた言葉には懸け念ねんした色はなかった。

「案外、英雄と呼ばれてる人なんてそんなものなのかもしれませんね」

　運転手はミラー越しに笑った。

「安心してください、最近めっきり物覚えが悪くなったんで、あなたたちを送り届けたあとは、綺き麗れいさっぱりどこで誰だれを降ろしたかなんて忘れているでしょう」

「そうか……その、ありがとう。恩に着る」

　それ以上なんと言って良いものかわからず沈黙する。相手もまた、それ以上追及しては来なかった。どこか優しい空気が車内に流れる。

　蓮太郎は目ま蓋ぶたを下ろす。

　自分は英雄でも救世主でもない。その認識はいまでも変わっていないが、もし自分の行いが他人の笑顔と幸福にわずかでも貢こう献けんしたのなら、その道程にも意味が与えられたことにはなるまいか。

　状況は少しも好転したわけではない。

　相変わらず延えん珠じゆはＩＩＳＯに身柄を拘こう束そくされ、ティナはいまも留置場に囚とらわれているはずだ。木き更さらに至っては櫃ひつ間まに騙だまされ利用されている。

　木更の信頼を裏切った櫃間のことを考えると怒りがこみ上げてくるが、警視庁に乗り込んで怒りのままに引き金を引くわけにはいかない。それではこちらの罪状が増えるだけだ。水すい原ばらが追っていた事件を逆に辿たどることで、奴やつの尻尾を捕まえて一発逆転を期するしかない。

　ハミングバードを退けることはできた。アイツが芳ほう原ばら健けん二じを殺したのはもうほぼ間違いないだろう。プラザホテル包囲戦で見せたあの狙そ撃げきの腕前から、海え老び原はら義ぎ一いちを殺したのはダークストーカーとなる。

　となると消去法で、名前すら知れない残り一人が高たか村むら莢さや殺害の実行犯だ。

　刺客は残り二人。実際のところ蓮れん太た郎ろうが最も油断ならないと思っているのはダークストーカーだった。

　ハミングバードと戦ってはっきりしたが、彼女は強敵でこそあったが勝てないという絶望感まで抱く敵ではなかった。だが奴やつは……。

　巳み継つぎ悠ゆう河が。奴とはいずれ、必ず白黒つける時が来るだろう。

　腹の底から燃え上がった怒りが全身を熱くたぎらせる。蓮太郎は壁の向こう、この広い東京エリアのどこかにいる敵を見据えた。




　　　　６




　バキャン、という音がコントロールルームに響ひびき渡って、オペレーターがびくりと肩を震ふるわせる。

　拳を痛めるのも構わずコンソールを叩たたきながら、櫃ひつ間ま篤あつ郎ろうは端整な顔をゆがませて柳りゆう眉びを逆立てる。握りしめた携帯電話はミシミシと軋きしみを上げていた。

「わかった。なにかあり次第また報告しろ」

　なんとかそれだけ絞り出して一方的に通話を切ると、足早にコントロールルームを出る。

　廊下にある自動販売機の側面を震える拳で叩く。

「クソッ……クソ！　馬鹿な。ハミングバードがやられただとッ？」

「あーあ、櫃間さん、これ責任問題ですよね？」

　キロリと声の方を振り返ると、物もの怖おじした様子もない悠河が、楽しそうな表情で肩をすくめていた。

「だから大人しく僕を出してくれれば良かったんですよ。ハミングバードじゃ力量不足でした」

「だからといってハミングバードが負けると予想できたか？　奴の任務達成率は一〇〇％だったんだぞ」

「小物だけ殺して任務達成率一〇〇％なんて笑っちゃいますよ。彼女の器は所しよ詮せんそんな程度のものだったってことじゃないですか？」

　同どう僚りようが殺されたというのに、彼の反応は淡たん泊ぱくを通り越して冷淡ですらある。

「里さと見み蓮太郎……なんて奴だ」

「櫃間さんもこれでわかったでしょう？　だったら次は──」

「──いいやッ、まだだ！　まだ『ソードテール』がいる！　次は本気だッ。容赦などしない！　確実に奴やつ等らを消してやるッ！」

　悠ゆう河がは鼻白んだ表情をして鼻から息を吐く。

「ま、好きにしてください。それより、多た田だ島しま警けい部ぶにさっきから呼ばれてるんじゃありませんか？」

　櫃ひつ間まはハッとして立ち上がると、腕時計を確認する。

　こうしてハミングバードが退けられたいま、冷静を繕つくろって彼の前に立つのは非常に気の進まない作業だったが、かといってこれ以上引き伸ばしを掛けると、いらぬ誤解を招く可能性がある。

「この場は任せたぞ」

　すれ違いざま、悠河のいつになく真面目な声が降ってきた。

「櫃間さん、あの警部ですけど、かなり切れますよ。警戒は怠おこたらない方が良い」

「多田島さんが？」

　なにをか言わんやと首を振る。

「問題ない。彼だってもうすぐ定年で年金暮らしだ。波風など立てたくはないだろう。彼が真相に行き着くことなどありえんよ。だからこそ私は彼を相棒に選んだのだ」

「ならいいです。精せい々ぜい足をすくわれないことですね」







　風からは敗北の匂いがした。

　愛車で風を切る櫃間の、そのハンドルを握る手は軋きしみを上げ、自身の役職を忘れ全開まで踏んだアクセルペダルは、とうに高速道路の制限速度すら突破していた。

　クラクションを連打しながら、車をごぼう抜きしていく。レストポジションに置いた左足はイライラと足踏みしていた。

　格下のダークストーカーまでが自分を見下した態度を取っていた。ソードテールまで使って事態を沈静化できなければ、自分は組織から責任を取らされるかもしれない。

「里さと見み蓮れん太た郎ろうめ……ッ」

　櫃間はこの収まりのつかない気持ちを持て余していた。こんなコンディションで多田島に会えば、異常を嗅かぎつけられてしまうかもしれない。

　その時、ふとストレス解消に寄り道することを思いつく。

　所要時間を換かん算さんしてから、許容範囲だと断じると、櫃間はハンドルを思い切り切って高速を降りる。

　狭きよう隘あいな道路を何本か曲がって飲み屋街に乗り入れると、小汚いビルの手前で車を降りる。

　階段を上って櫃間が向かったのは、天てん童どう民間警備会社と書かれたプレートだった。

　あらかじめ作っていた合い鍵で音を立てずに開けると、窓から差し込んだ夕ゆう陽ひが事務所全体を燃え上がらせていた。

　奥手側の黒こく檀たんの巨大な社長机の奥に、天てん童どう木き更さらがこちらに背を向けて座っている。

　櫃ひつ間まは足音を殺して彼女の背後に忍び寄ると、そっと背後から抱くように首に手を回す。

「木更、様子を見に来たよ」

　声を掛けて初めてこちらの存在に気付いたのか、漆しつ黒こくの少女はのろのろと首を上に向けて櫃間を見る。

　その瞳ひとみはガラス玉のように輝かがやきを失い、こちらを見ているようで、その実なにも映してはいない。

「ああ……櫃間さん」

　普段の快活な調子とは一八〇度違う、ひどくのんびりした声が返ってくる。

「何を見ていたんだい？」

　そこで木更の視線の先を追って笑みを深くする。

「ああ、届いたようだね」

　柔らかいシフォン地のドレープは美しく、緩ゆるやかな層そう襞ひだのスカート部は膨ふくらんでいる。胸元からスカートまで一体となったデザインは乙女の純じゆん潔けつを謳うたうように白く、女性用のマネキンの頭部からはシースルーのヴェールが肩にかけて流れている。

　紛まぎれもない、金に糸目をつけず櫃間が贈おくったウェディングドレスだった。

　木更はプラザホテル包囲戦で蓮れん太た郎ろうが死んだとの報を受けてから、ずっとこの調子だった。

　結婚前憂鬱マリツジブルーの症状に似ていたが、櫃間としては扱いやすくて助かっている。

　里さと見み蓮太郎が彼女に思いを寄せていたことは、調べが済んでいる。

　他の女なら苦もなく手に入る。この女だから意味があるのだ。

　奴やつを亡なき者にしてこの女をめとった時、櫃間の復ふく讐しゆうは完かん遂すいされるのだ。

「式を急ごう、木更」

　ゆがんだ笑みを貼り付けながら、櫃間はされるがままの黒くろ絹ぎぬの髪を手で梳すき続けた。





了
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あとがき




　物語の設計図のことをプロットと言って、物書きはこれを叩たたき台にして物語を編み上げていきます。

　私の場合、まず「こういうシーンがやりたい！」というのが先にあって、そこから「で、一体どうしてこういう事態に至っちゃったのサ？」とバックスクロールしていく作法を使うのですが（帰き納のう法ほうと言います）、逆に前から作っていく演えん繹えき法ほうと呼ばれる作法がなぜか使えません。演繹的にお話を作ろうとすると、どうしてもピタリと手が止まってしまうんですね。ひとえにこれは私の作家的欠陥なのですが、まあ利点もないでもなくて、帰納法は非常にロジカルなので、綺き麗れいに決まると物語が合理的で一貫性のあるものになります。

　デメリットは、設定が複雑化してくると決めなければいけないことが無限に出てきてオーバーフローを起こすこと（私の場合、「読者のみなさんのために可能な限り文字を読みやすく且かつ美しく配列したい」っていう願望もあって、これも厄やつ介かいな執筆速度の低下を招く一因なのですが）。

　さて本作、ずいぶん長い時間かけて紡いだプロットがオーバーフローしちゃってゴミ箱に放り込んだ辺りから嫌な予感はしていたのですが、まさかこんなにお時間をいただくことになってしまうとは……。

　そんなこんなで難産だった本作ですが、やっとこさ発刊の運びに至りました。お待たせして申し訳ない。

　読者のみなさんが楽しんでいただければ、もうこれに勝る喜びはないわけです。‌




　今巻もお世話になりました、過去にオペラ関連のライターまでやっていたらしき懐ふところの深い担当編集黒くろ崎さき氏、いつぞやのサイン会で複数人に「男性だと思ってた」と言われて引きつった笑みを浮かべていたイラストレーターの鵜う飼かい沙さ樹き先生、他、編集部の皆様を含め本書に関わっていただいたすべての方に感謝を。

　最後に読者のみなさんへ。「ロリロリしてるよ～」「おっぱいおっぱいしてるよ～」と甘い餌えさで読者をフィッシュしておいて、いざページをめくると首がスポンと飛んだりハラワタが嫌な感じにチラリズムする近年稀まれに見る卑劣なマーケティング手法で知られる史上最低の作家・神かん崎ざき紫し電でんは、今日も元気に史上最低を更新中です。次巻はもう少し早く刊行出来ると思います。詳細な発売時期は電撃文庫のホムペか当方のツイッターなどで順次発表していくので、もしチェックしていただければ最速で情報をお届け出来るかと思います。

　今巻をお手に取っていただき本当にありがとうございました。

　私の本を読んでくれた読者様すべてに神様の祝福がありますように。


神崎紫電
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神かん崎ざき紫し電でん

北海道出身東京都在住『第一回小学館ガガガ文庫大賞受賞』のファミレス作家。執筆は孤独な作業ゆえ他人と喋らない。しかしあまりに喋らないので店員に「コカコーラください」と言おうとすると「コカッ」と不気味な鳥の鳴き声みたいになってつっかえる。うーむ
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鵜う飼かい沙さ樹き

ソーシャルゲームやＭＭＯなどで見るキラキラした鎧より、素朴な布装備に心奪われます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「神崎紫電先生」係

「鵜飼沙樹先生」係











本書は書き下ろしです。
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ブラック・ブレット5




逃とう亡ぼう犯はん、里さと見み蓮れん太た郎ろう








神かん崎ざき紫し電でん
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